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A会場核化学 2A01~2A19 

B会場放射化分析 2801~2819 

環境放射能

C会場 メスバウアー効果 2C01~2C18 

放射能測定



2A01 
236Pu の半減期（続報）

（金沢大理）中西 孝

函PIA. Iさ 242 pu とともに環境 Pu の放射杖淫：分村用のトレーサと L て有用を¢放

紺牲核缶＇ある。 23‘PL<.の半浅期は叫咬的短いのて‘‘｀トレーサ溶液の放射膨駁（
均炉）も呼吐票直するの力ゞ望ましく、また心標定から実際のィ吏用（23‘P口をぅ悉加し

た試料が少分離さ虹P心渕定する）までの間の減衰のネ扉正之専”..ユ36pぃ半
裁としては、 1や7年r::: Hott=""-ら力浮祀与した 2.~s1 土 o.oog年 (104-(.3 士 2.':;E) の
値ぶあ 94吏用されて来てし心． Hoサーヘらの報瑳辻詳細に桔討すると、 23bptA.の半
澱期口租腹するのがむ）と考えら叫我々は2.町池也:;.31/Npとー緒1::-.電着した経
深吐調製して2.3湘／2""Np必放射能比（＆線スヘ°クトロメトリーによリ渕定） 1/)波
衰がら追pl,(_の半知を求めた＜米泣国放射必堂到諭会(f'tlJ8) て｀｀報告）．
このたが＼叫u/23'f.如p入およ仏'.2町似／242和 の凶女紺能比の濃紐促迂

リ 23、PL の半璃油の4直忘新たに得-~こ Lふtたのゼ報告す旬。

差
本研究が使用した 23ら和 1古、 2ヨ，，Np (o, ?1..) 23'Np且.236pしの組蹄で製造セれ、精

製されたものて‘'ある． この 23bPu 色 23'1, 2心p“またば 2位p“乙ぅ昆合したものを繭製

し｀それも｀れを砕和の半疇，，，史用の麟渤知した。北砂贖落和遠
々もの一妾底分取 L, 陰ィオ-,,交換樹脂カラムて？p“沫青製坦和、愛邁してすぐに
必緑スペクトロメトリーと存った(.
図i)。必謀スペクt' Iレの例糾図2l：：

示す。各電着戯厄汲擬I古 0. 2.

~2. ~ -e、各這スペクトロメト
リーの峙間ii S 国間以下しした。今

回の実験において叫組討i・電着
の後直ちに必緑スペクトロメトリー
も行ってし）旬のて"、 2払和の柑点痘
の生長に対す拉釦遠一切必要とさ
れなり。 23し和／23?,2やp“ ①放射

能比の浅麦~2.2.00 a 間，2.36和／

2位p“<:i,枚村能比1/)茨菱たtS(6 日

間，吊れ屹“心を跡し、各澱衰デ‘ータ
から2.払和の半璃這出した。
結果と芳崇
本研究の渕定紐果之表iに示す．

2学／叫p rJ..放封能比の減案を追
踪 L 、もぷ歳衆データに基づ‘し）て我

P丑． d.元

->e.d.->a 

p丑． d. ->a

丑3. d.沢

236Pu;239,240Pu 236Pu/42Pu 

：ぃ
2200 d O 1516 d 
ほyr) （叫yr)

図 1. 23I:,Pu の半哉期の測定が1頁．pはPu

の精製， e.d.1讀雹着，心よd.,線スペ？
トロメトリーを示す．

゜

なかにし たかし
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々力i、以前に報告した.23ら Puの半浅

謡よif 26 士 16 日 a‘‘あった力ゞ、今

回毒られた 1直ば、 Hotf叫心らのィ直

よリわず‘ヵンに長I,"笙 1ナのものて、あ

る．舷べのJ.X:前の測定し今回の測

知閤の著い） ＜凶遥逢·\,) Iさ、以前

が町6和／ュパIp du放射能比渕定

にお 1ナる虚t.゜ーク絹ギ「のやリ方
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..J 1 PU-239 + PU-23ら

塁 E5
が正しくなカン.,.たことによるもの 忌

ェ： E q

ヒ考えら礼る。すなわち，一旦蝸 ~ E3 
製これた函pf.(.十ユ3"Np混合電着線 包 E2

弓
源（：：：つ\,) C: 2鵡松I.23,,Np必放射 8E1 

能均域没を追跡する以前の我々
の方法にお’し）て 9 .236Pu から生
長する浪楼蓮（232U, 22.sTh.., 

2“知）の砕pは (/)Ol線ビーク
への寄与の浦泣遠凶燦スペクト IレJ::.ざ行うやリ方が正しくなかったのて｀、あろう。今

恥蛾：：：お‘し）てiさ、そのような栽槙釦補正の問題点仝ぐ憮、\,)。一方、 Hoff~ん
芦 236松の故裁港の補正色計算吐頑った瓜い薙｀正這近の 232Uノ 223Tん，

巫似なとの半疇の値と和）てや 9 直すヒ、 23咋畑半減勘ば 1036 日ヒなる。し
かし｀ Hoff叫咋らの実験9Jおし＞て、 236Pぃ線瑛からの必及錢年よる技猿痘の損失な
どにつし＞ての考危ぶなされておらず、そのために短力直の半茨期之与えることにな

ったのではなし）かと推定される。
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図 2. (i..緑スヘ°クト 1レの例．

表1. 迫pいの半茨漠月．

Authors Method Deca(y dpe) riod Half-life 
{ d) 

Hoffman et aZ. Direct decay of 2~3V6VPu i. n 211 し1100 104 l. 3 士 2.9

(1957) flow proportional counter 

Present work (a)Decay of 236nP.u./ ,239,240 Pu 2200 1044. l 士 3.5

(1983) a-activity ratio by 

a-spectrometry 

(b)Decay of 236P~u/ ,242 Pu 1516 1056.2 士 6.4

Cl-activity ratio by 

a-spectrometry 

Weighted average of (a)&(b) 1046. 9 士 3.1
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2A02 ll7In.萩臭旬和壊支特性（笠租）

（彼幻埋）司象切虚， 0禍品睛三

8.1. \1 じめに 肴衣Iれ^Jili幻和可本 1 1\"てや佐ぃ各％ ＾枝臭＇1主保対叫＇あり，
その周の M千す私移と和求麦い＼＇’いず｀れ＾和·ヵ妓争的1 ＝起'o.そこで＇瀑麦守珪
ホ屯 P -7',11ij m遠1 るこtの面臼ミ b\’' 古くから指釦ゎていち．む河し乙"、 \IりIa

\'t製知芹易ミ、穆祖ヽ露介長｛和＂叶1 美から．”’ェん， I.1.IIんなどー逢が鼓
蒋I距衣知叶9 って r 祠碁辛底幻紐豆tうれている。

文杯‘.r., "'1エ几＾喉麦釦士要叩 Iす｀
M逸＇ff.ルヽ'$ (I厨） I) 'I提案以表欠さな衣
訂を受 IT ていわ・証奇退m されサ笑瞭研
む名：：：：とこ｀＇ヒく汐皐填するもI!\ ,r‘かり
で、碁狂 I心要脅謀（蒋に＂＂む基底
1澤I\ ^OI- de四y)に月するデビク lT専
ら Mc年心I.s 孔ほ且I-::1紐 l l.いう。
(i列t. Lが｀珈“ecker 炉）。 し力＼る（て｀ :: 

＾凡如屯心＇5 ^籾音を 5 ＜袂町ると、 Fig. 1. Main Feature of 1171n Decay Scheme 
”屯んの Tyュ EU, 叫几（む技吠験こ＂
応幻知＇ん吠｀定説）とするなど、町 I 紅式料の讚濱ぼ浅足わせる 1応え伏＇み~. -li'('-ｭ
わが＼で打ず、 M改況心今パ這紅l走口証追試す印ため、 KU尺 4 応炉t,、こか
ヂよro厄¢妬這ハて初紐走を行フた炉う｀ r言式科恥＾“五紐豆冷 1:::
虹するし，和＞／．研eT ＾令f,1i- (：： It、 Er: 1,73 H汀4 ものか I 残‘グだ｀（t」と｀
M逸‘凡如‘”m （写竺 I, 7ク呵，苓べ心／H.e. 7., エ和／互＝ ％、1-)と
叫すぷい釦，見m::. ぴ\’'で｀げ＇瀑芳函這立さ月ミ｀｀して一連立瑣‘E
行フ乙手 T-::..3)

8 2 ．史尉這今手で‘!-:: l) "り丘託叩知囀嗅法，'--) d- し50尻erq凡
L50肛 erか伍阜珈法． 3）知o},>(..ザ＾瞑 1舷渕走·, 4.）幻綽 e令 L`”阜叶易
扇稚釦歿度比が決定り放身成がか紅りれ—ノ'-各と50れダカ＼タノIクをんq
虹直恥吠定， 6） “"33つ P町咋fてよる”早 (5I”k み且’'r- gん応l
c...01‘ 区以eM.-こ）叩（最大ェ ~Iレギーあ紅加疫液＾吠足）を行い喉虹1
＄い 1-::-1芦賑斤才‘ーダ叫寡·矛[3 わTく。ここか希濱屎頓遥l1 、 1,5M汀以J:..ヘ今凩ダと弄っ
炉如ゥの叙知数ふよび＇石叫i紐である。今/ii.（ず、これう 1：：／知遅して立過
l r(紅わ澳l知謡｀了上知し l1ダ｀ーク得釈j:.... ^In題臼lU`l滋指乃。
6 3 . 紅紅田：： Im する 1呪籟 1) 加1心七＇c..... p-fpe c...tyo尻4知 lてよる上江墳
悼り試a純複t祖欠す郎和＼、あク、 //クエい＾親叩t豆＂7C'.ol-tJ＼退入］ると｀
今＞／，が(eアQ饒域｀（＝もp謀it\`•和、されうこと、あ丘”'lIん戸 1土叫炉s
秤ec柘伍り I, 夕~I. g l1e7舒嘩'(-:: JZ,“-poIローを持っp雌 Iぞ l 放‘ク（外検広で＇ 9
和ヒいク廂史が命笑と叫｀あ 7 1%。 l Pヽう（て、乏q 1受ぷSJ)- Pl謀臣紅器を/'f1 I iて
ぷ勺ムア“4～五 E 剥定し？見ると、下ヽ'『• 2(a) 吠如く｀ ／， 9～ふり化石／句たも

みとう・あさ乞， 3、くしま｀ （tうをう

"` . - 一`` ---r----9'一．ー・～＼＼ ^ 1 

1
5
打

喝；汎
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！ヅ『''tが 1，吋”力＼＇現れた。呵僅知麟的に再応す l 戸伏、直lT発見 3 り＇’

もし‘tぶ li“百＂ II?巧叫：：り表為するなぅ如紅達9 l"大す改訂をかれ"?>. L 
かし｀最終的k :::-Klì pふe-r必可(=-J"る、必よ四“て＇’みやが 1" 判暗し，p以e乎
叫砧0企叫lこよ 9 苅失If,< (F,'f,.2(i,})。 ュ) II?守りp—如和"I紗紅”迄
a と＇りムんじ知りl を吠支する知り匂要y合泉l:..q (.,/)ヽゃん夕心1か叫m

1も鰍ク＼，＂ 2’＇幻かた。””，幻I勺’ム 2戸が和·-kU-Y-iL必f{m
砂珪「／？ム、心冗ーわげたerft}舎＜U>i必＇心勺戸詮a 戸K pば（I司 (4))

11戸Iヽヽ／ker t—政町'’、し9 這釦紅1心碍lすか狂ケい。こq困
如、虹 Ir、"F-K 少fの砕五釈/-::.訂ェネルキ＂汽‘分かう｀逐鵡和 l りう」とす
るが礎にある。叫う (b)1す手柔2砂巧＇｀這のり姜心炉虹ぶ複戌臭 A
り、‘‘うワ宍」にp急託つf--め 1＝ ｀祓め 5 い炉＾ビ｀直叛：ぃ．星ゎみ l-:.、二＾
紅下でけ、祁柾匂｀ル我き＾徴浄ドな硝和戸mt z忍 l. q臼 5 、 I 幻’足Tft
co，心凶～m叫 l澤~=I&oI呵豆とシ心＇、戸紗｛不（心／ナ IM）ke『吟“”
叩、印秋‘が狂‘F-k阿lす（局豆頑咸｀で＇（狂屁紅初/=袢訂正t
“芦ー」をチい遵釈｛らい：： ＾む而デ土印X”"土へ＂禾｀矛る、
ｧ 4．今枝＾見直し 以J:_.＾条菰訓走謬界 E ゃ鈴］わが素毛恥｀兒爪‘て＇｀さうウ＼‘’、
"□1灸他t四斗り森遼虹津Iす箪社斥 l遺匹な"'·今及挽知＝っい？
”姓戸浮り,t'c--- L '2.ぷf枚碓和令宛的存搾足い坦み紅
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Fig. 2. High Energy Edge of'''In(m+g) 

Spectrum with PHYGE 

(a) Singles spectrum (counting rate 

8 kcps with ordinary circuitry) 

{b) Singles spectrum with pile-up rejection 

0.5 

”
i
上
紐

. . . .. 

゜

l.O 1.5 2.0 

1. 0 E6(Mev) 1. 5 

Fig. 3. Fermi-Kurie Plots of 
117 
In(m+g) s-rays 
(a) 159 keV y gated coinc. spectrum 

(b) Singles spectrum 

2.0 

l) C. LM近1如｀$,p仔・＆u．立幻Iftr） 祝A．加必心心J必，}/.,d.叱り4巫？，匂(Iが）

3) 禍島彦蒻： 6 ／狂和ほ討碕会('?i、90／た）
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2A03 叩,,,.Po II) IT遷杉パ浪

（理研□ 7 口）寿幻道）笠篠久瞬町村ず／末木啓祖
間柄正明汁

巧。には半戚期以対戸主にo(崩喉する枝異l‘'瑾、1J口みり）スピン，｝＼＇リテ 4- |凡
(lb+) と心S~'l'Iざわている。 l かしこの導 l広からのf宿埓 (Isome泣 Tl"ll,1\sit辺n) IT) 

の1,J\成比 1古上恨｛直のみが知られて 1 ＼る。 （ 1 ， 5名） 本疾馬釦m .2吟Bと（叱 P) によっ？生
政‘した 212心p。と自作のへ') 1ウム、ジェット翰送系と用いて丑l 定密iで｀輪送し I,lS。111er

がら1/)メ線と ‘~rou叫（応 0,3r-s) がらのば線と消，j定す，，ことによって，こt-i l T り分

成tt: t来めた。 ｝た.21/心Po (.Ty,.= 25 年． I （央t))の TT ">応支比もJ::.. f知直 l p＼ゎ

がっマいな I I J)で(< 0,2必）同様に浪’l 定I. rこのて‘沿叱 z報告する。

［庚験J 1. ttりぶ輯送系のぽ製： 謬 L たヘリわム・ジェウト輪送存沼邸‘と図
に示す。 3 ず‘エア°‘J`’1レ発生装毘（因 1) にあ‘l ，て枝反応主武‘物の過稲．tすうエアロ

ゾ 1レを発生さ也 l へリウムガ＇スにてり 7 7 ショ＞弁戸｝ヽ＾―(四 2) へ芍入すぅ．＇）ア

？ション弁ェンハヘーしl / 0が“1 の T湿でサイ？ P 卜 b.: との項空也這新し）らン）＼ベー内
をヘリウムが又て｀尺気圧にl. z おく。 1 -T｀ットからぬて呆 T：：枝反た王式羽とへ＇）

ウムて’愁化した浚， 1 爪“¢の子フロン加陪でコし？シュン、4戸 I\ヘー（区B) に送, il)_ 
す。コレ 7 ション千ェ~ I ヽ｀ー内 11, 枡気速度 I7000 ％ゲふ0)メカニカ 1 レ 7" ース 1 -

ホ゜ン 7゜に？ §．勺ぐパ I0-3 torr "J臭空に l.9 1) 7 7 ション・4 ェ>J＼‘ー との圧ヵ差によフマ
A 

Fig,l Aerosol generator 

10 10 

1 He gas 
2 Rotameter 
3 Reservoir 
4 Nebulizer 
5 Nuc1eater 
6 Reheater 
7 Condenser 
8 Check valve 
9 Compressor 
10 ~ressure guage 
11 Heater 
12 Energy degrader 
13 Vacuum seal foil 
14 Targets 
15 Insulator 

1, 1 9,  9, 9 9,  9 
0 50 100 cm 2.0 

Fig.2 Reaction chamber 
B 

16 Graphite beam stopper 
17 Water cooling 
18 Viewer 
19 Vacuum sealed rotator 
20 to Roots pump 
21 to Diffusion pump 
22 Feed reel 
23 Collection tape 
24 Heater 
25 Si(Au) detector 
26 Ge(Li) detector 
27 Pulse motor 
28 Take-up reel 
29 Photo-senser 

B
 

•• 
_
、

Fig,3 Collection system 

゜ 50 100 cm 

〈ど｀う かさあき） のむら とあ＇う） すえき I加）す I九 さがら きさあき
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へ 1) ウムが｀スおよひ‘'エアロゾ lレしコレ？ション—irン 1ヽ--内

ヘ等入する。運立卜たエァロヽJ`'Iレも茄；気〒ー 7゜ I ：： ｛す沿士屯

人がサーホ••もたによ）て検ぬ喘往囮 3 てこ•}\'1レスモー？一

杓拓さと~.

2. 測定 0..). ii唸： 1rt""'d) A湿 1-: ..z如～ぷ001"炉点と直空

羞羞 l ，その殺杖とダーア．9'7トとした。照射旧狸詞寸ぅ？ロト

pンにて直ぅt 20 ~35MiJT Iコ1Jo速 lI t:＂ヒム斌度～ 1 t4-A <" 

行った。疇測定用と l < ?⑰如".. s卓心柊灌湛ノい詞
と l < 8-0 四l Ge(Lし）校ぬ器 k it] l I'()(-(I引1 時訂漫’l t行いI

ぶe心勺. e."/'試て｀直持菜、気 1-7゜に記緑 l た。
b). ｷ211""po: 1"れの Au箔に心Pb ~§ooµ砂以2 も姜空葵、羞 L たt
のと 1 -T·’、フトヒ l fこ， 2ll""'Po 訊‘の枝反応ぁヽよひ冨杜令の

工i lレギー 1,, …°やb(rl•J 1) .21l"'Po'& ：：： 20~..2十池汀てみ｀） } こ

”合に 1す生武‘杓の以い臼lゃ Sfe墨入 E S；ら）ネ史い器
？測定しに
［誌果］ 1), 21:2-唸： ユI~秤o (3 00心） 0)ベ認の工1- Iレギ—

lJ /i'- ,1 8-4疇？｀らうげ，叫｝.:(Q(., p心 ;,1\,,,.Po' ユ0知化）西涅茫To
が生武‘すうユ吋o IJ 7 7,。の心 4血知ce ?"え'湘fJ) (”“'" :{に訊裳
す；鯰紅庫r !J)吠線区文ねするので｀ □｀庶特計測t iT, 

た。誌果の一弁と記 I＾．予す。 TAC lJ';j..誌りぶ'}""'-I 吝

St<trt yv.k... k. L I t捻の SLヽ ザ＾ 1 を stop pv. lse と l た。

碍られy,. LT <T)が知こ 1す 0, 07! o. 02 厖てみふ

慌．）<'バぽの脊分半洪‘靭 Iす /8 1 tえと rd う。
2). 211噴： 211切o の半減項0 p‘` 0．ぐ／ b se(. て‘｀ふる

の？＂，以名泉の久へ゜？卜 Iレ lt 1 し秒間浪Ij足とと国皇
嬌 L <行し），昴初0)スヘ°クト lレを袷ぃたおりtす
べ‘て合計 l ？えll""P。からlfJ IT に S るものとした、

紅畏 E 囚夕に示す。 211 'Bん（り）艮危への王成衿）

碕手（淳視で‘きるか＾／孔 •9- T、7 卜中の広祖紐
がり生式｀ L r-と思ゎいユIIAt p'らの芯手 13 P‘ TJリ

大きがフ T-: ので，今伯0)枝訂パ専 rふう。
得ぅい T：：エ T ">分政ct. 1mo.oI 炉^み')手沙半痰
度月 9 J 2.1 70 元と乃う。

内奇賑峻？蒻王 l た Wa`ssk咽評i町て―'考え｝と、

21え“Po, ユII^Po とtに E4透坑に (.0'IIぶ s te 'llt <" 

叫、iの計茸紅果に合~ (I  I ~。
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2A04 H- f.ぐe- H以l 坐俊広芦 I：よる 232Tり康史 H知滋1足

（東虹·合研） 0 三鰈9月・牧雑ー・鈴木追

也n”“1 そ~ r釦直桂吸l 足か｀・Jt l く．主 I, o( 1長と内句［以灸電チの背l定 l; i 
ってが克されて 3 Tく。その移泉t柔約 1, と沢下のJうに IJ ~。

I. 依炉’R“+1 励起レベ‘IV(+2)91 5?:t l 長eV l冴 2届ヵ起レペ Iレ11~/954“

にあ 3 。

2. o(甜痰の応知 Iす姜瓜杖徳へ（出） 77 %, -t2 レベ IV^(ol1) 23 兄t4バIV
へ（む） 0、ユ芦て•あ 3 。

これらの知見に広っ‘'さが砕釦検tJ,i L て r秘弦度と計算1 3 と• S“ev ぽ
(E2, t2 • +0) "̀" o.I”；ノ／ 2 ¢い r楳 (El, t4 →+2) が 9.OS席と勺 3 。こ＂庇
度が‘正し、、ヒし．衣板の今益と行 I、その苑，、＂［道冬を隙＜ヒすJヒ．： l1)ふ
の＂!f.. 11 他I/ 鯰栓が翌バ分知1 t｀さると店んらい。紐．卜＇）ウムすの 2る2TK と
ュ30れの比むJ•j足"J ~ I~ l "J..玄 1, o\釦へ° 7 卜 IV 私が町，． 5 れて 1 》 3 が'. 30Tんの「怠

につ 9l て 11 正程 TJ．屯校：出界Jt 3 3 規’l走祁合があ？． well 翌検太呉1-:: J,ft. Iず r秘ス

ペ 7 卜 /V に 3 る方ぅ、も可雀iヮ r3 ；と店えられa 。

”む．上itの汚ん、'.). If. P. {it,ゅJ/型揆土塁（筏 T 社． I G W 5N-IIf7/ 
”“”伍9, Well s ；ぇe / 7-¢ X 30-v) と用 •I てか 1ぃ r知紐卓雑＼
今f=o
I. TJ.. s…》 le とその精製
叫詮有愛の 9、 3 3 桂殺の天然卜')ウム／ 00 ~ 300 仇g E rM HMO遺ぅ夜とし

戌ィオン灸検沫て••Th t雅裟分離した。精裟加訂kFり況激とし． IS....～がポ'):r..
ケレン訊験和入れて預‘}定哀＼料と l fへ。

2` 年TK の r紐の同定
図ー l に猜槃 l 紅い池 7、ぺJ j. Iレtかした。図ー 1 13. 29Th れ良根知戊

＆が早く叫2Th の r秘り規’l定 E 蒐しく妨名 9 Jのて".約 20(J州？の TK-1＋ （表- I 冬
採）該料 k -,、ヽて． 2000 今少苺 1て楕製を稀返し． 20000 妙村l Lr, 入 ~7 トル切
つ。 5 ？ヽぃv'と 126 伶eV の r釦全く見；れず．¢紅I,-t., v と． I炒・？『い l清 l
" 2 本cl, r 棉が顧腺l された。 3 稚幾の Th訊料 11 表ー／ 1て示した 3 う I, Jl『Th の令肴
む·‘9、 3 。そこ 1‘‘ 叫K の1. I i leも V の r楳と新 L • l 2 本の r加殊虔也（ふ111、 3 9 
I.』 6/1印） と 2tTK令芍辛との相閲t i周べ•1, 。和果 11 表ー） 1 て 5、t 7てJう I, 良ヽ｀相関
が訊ぁシれ．~.,., 1,··.新 l " 2和ぽ l1呼k汲度 r楳げ'}.吸a ＾因転レベ‘IV
間17) E2遠私: J l と店人Jことがずきふ。

這I/臼池応｀の 5U飢効泉と計数効乎
心l 型校¢墨て‘,1. ケル／直,,ジオメト ‘)1 f視＇）定 1 Jのていか7.ケード‘r恥 5しが

効果が‘夭き、）。内句転性があ 3 肉"11)望板の哭’I 定th．単 I＝ r-r 紐＾効果 r;• 17 て万＜
(-KX と r-LX の'SUが効梁も焦オ見て｀｀ぎ／3 い。 これら，，ダク泉.l房慮した戻規'1 のt3~V

みつがしう としあさ・ 1 さ すさかず・すずき 了すも·
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と／ 4l 如／のパ昂のヒ. -7 計紅（I、3 ，砂，） I1 i訊てい与人シれふ，

I63=A232·e、3[ ol可；互：3+：町下~I-芯｀｀亡“ょ詞砧•旦）］ ｩ 

Il4I=AJ32 的・£I令／｀士~(I-土：3 -!:,、3 -信］3 叫・右） ② 
: ：て‘A.zn 11 J. 32Th遺孜争 dし l1 以ec呵の令牧比， Ct, Cド， CLIJ碕梓捩係殺吸

砧I?-/<., J.紀和りの欣光収率，知．邸 l了ヒ. - 7 針枚委ヵ手t l1 r線・ x 秘II)全計
散紀争t笏 3 。

表ーI.在試料中の芍仇銃量と隕切強度化

訊料ル 吻舛I) 恥／ェ、3 "'ｽ,41 

Th-I* (2) o. t3士 o.o3 o.4 1 士 o.o5 5、 0 土 0`6

Th-I o.7s士0.02 o.[2 土0.01, ?、 7 士 “6

Thーエ ゜｀舒士0.01 ().70 士o.08 }.3 士 0.7

(I) ~為在と232在の様度争G)児

(2) Th-エ試料 5茫知 1. 17! I年 /2 月に分紐．

今町 Th莉l定i疇心令．訳料量と
俎賓が｀fよく．約ifくと象度が｀克互濯
望f｀きりかぅたのて‘｀ 計数租象1試料
ごとに汲，て｀） 3 と店人られi。その

たあ．ふ1·1定訊料を 40 的<.!:..保和（．
その後 lて叫い滋旅裡庫 I;:....., 19 て

の，②年 1司楳ヽ取、オ~\)ず＄暉効果を祷
正し £'11,S 与の関係をボあた。

4. 主n のけ直皮と d線の令岐比

(j), ®式t In,) て凶凶をボの 3 とそれぜ｀れ 23 士 2% ノ o.oit士 0.()07ぷと布 3 。

o(, l°J文献i直と一奴又す 3 が｀‘.如註版植の約冶て“あ 3 。 63 -!,,ルv r楳慣，度 1 -.J
0.DO .2.千;I.:ク9903 (p仏も心／ぬ凶，凡tioへ） て＂ぁ;. r 和エキ III f.、 P‘.. i9、 9 て、， 1, として内勺

和投係叙t遥り炉あtていたと乃 L ｝と．悛来の評価テ｀｀ータと一荻叉-; l. l かし

、/ 4/んしv ri『l の 1名度 l °J
a函／B 土 9.{){)092 て、クJ.

当初の千芳＇］ 1'）＇］）か
に 1)ヽさ 、 1 。

"手/;J身初．逗！：
沈J A2 カ‘’9 .il. L りと(_て.

/4/-1_.,v r線と凡LX 紐

の 5U帆し°-7 を成4、し

直杵／4／幻直l:: ｢3<eV 

＂泉が｀．力 7、ゲード’てヽ、あ

3 ：とを確認 l "J.うと

角えた。 L -IJ'" L. /4/{tt.,,V 

『秘i1) fを，笈砂lヽさく．

旅枝"> BL KX-kX s心

じ・ーグ 1-;:~か忠されて．

そ吠も 1列）コ成功 l 1J 

力｀）た。
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2A05 各逢金暴マトリックス屯：：おけぅ叶e 叶展外戟竜子の
内詞疇強霞の愛化

智立た理乗虹・すィ這 。芸応，初111雄一，幻叫c'
豆逗6 坦研C 中邸這藷圏が野英~,虹を月
魚大核研" ,,,.J:宏金l>

［緒言コ 化珀結合状態 n源約ゑ委に影響t年ぇ否;::_'(_ \~、古＜分 5 知られ迂‘リ
..,Be姜の印cm にち｀ける象該応産化、 "‘Tc "q泊 Sげs-"'Te 堵遭奥性輝、稔 1こち

lう 3 歳要定数 n 度化た呻麟竜”"つ変化笛 I←つ＼＼ず畔されてきた。さら 1::.
Boc名し、:t ;')ほ、＂＾唸"'I：：巧‘Il て、忍直直‘‘'こよ 3 磁噂喚竜這頂り愛~I::.
メス lヽ｀ゥアー分光ぬの足佐体己フトt組ゎ合t、メ又 Iゞらアー分光的上非津 I::."
な／ぐラメークーて、、あ 3 袈t得、初めて屯の箔号t茨史した。つまリ、侶エネ lし玲‘―
の M1 遷衿 1::. ぢ I＼て＼る、内碩疏係数(<:J..)丑刃紐置 I::. おける棘直電ろの電 3 唸
食 1屯lユ吐.1§11 し、さら 1::. S 電令内許諏喚が支酋も酌 I::.~:::. さミと、 At均科合i遠心最
輝穐弓ぃ電う喰稜1::. 0 a)-反映1 るミ K より、れ巷竜うヒ最外殺電うの内神転知
畔強霞違史するミとにより電引窓復心心ぶで社知良：得、さら 1こ果栓佐三
7 卜（る）逸

も＝告声噂）・ 41 出I.2.
“い合わtて屯％豆りめるミヒカ‘沼でる。当碑肘菌：：：お＼＼ては｀ IIqsb t 7゜ローブ‘
とし、乗叱大怜 "I SOL這 I)'-,{ 刀＞圭入法渇和4紐っ心によ, "芯 lミ
古｀＼す汀棧位置五電拉衷尽心啜遺裏よく応胡回ゎ討論会て‘報、告 L ね。 2) 本
研祈戸sI "'a 7・ロー 7‘‘ 乙し、 Sn 心電う配置~'<..;, ¥e I：：：つヽ）叶核位覆心の亀ろ
懐祠及ぶ 4％炉恥ぅミとt謡とし、今回，3 紅逢穏 n金属 1ご5I 屯イオ立旬、 L
た試料 I::. 9 、ヽて勾韓ぇ喚詭うヒメス lい戸'-スペクト 1し"t.~l走 L 在のつ•幕搭す 3 。

［要象J ①穏知鱈 緩唖l;J.乗北大如ィクロトロl-・ラゴオマイy"ー 7・セ
〉ターの ISO L 屯 o-K- fine 輝ヽ＼. 12,l ~ I 疇イオン加要翌 20kV 立屈
似忍f。i l にイオ区主入して作成 L た。 7.0 - 7’‘ しな 1 12.sr ~知リアフリーぬI

7:i7、::;汀M：のの言門 h:[ IOO|とZnsource 77k ` 1 し ‘mr、·1,::,.A >l'\ft職砂賭斐置の A オ閾
這し LFo ビ‘ームの形及ぶ総合分賭効 •E
翠追体しして加ぇた吋士‘モニター L 闊
直麟 l;J. 1."-4 -/,•”.,匡イオ心
L t::.は5I の伝呻•イ万逗心ぅ如;i 92 
心射能（｀、各々～ 3xl0~が如←～泣10 世
心俎· ~IOOがCl ずあった．ョセイオン求． I::,

入,!\ t:. I町r-1 の放筵＆念·ふぃ摯 10ぷぷ

0 喝合氏cしても 7 在， 図 1

おう5" r- 1\ ち・ I~っかわ ゆう＼ l ち・えんじ‘う

な n‘ は 5 かう計古・ふじ‘おが まほぶ・たな1J‘
ガゎ力‘み—が 3かね
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®メス／＼｀ゥアースペク1-. Iし＆が｀内寄諏夜篭 3 104 

遠史 凶戸勺辛鉛、心紐這喉
しし、 95、叩紐吋e屯吊、｝で配呈したぶTe

（い約：t. I~ I)粉末（あ平心）屯咽収佐 L 1...て

、衡い諏体 L も杓K 遠却 L 、 P、合e て•3江戸
k.eV r絹這I史すうこ~ I~ J: I) メ又 lくらマーg
スペクトル該虞花。さ<; l暑遣娃屯 :;,02
吊ぃ更這涸虚応型繹ふ°クいロメー 9 号
(f=7応）か噸疇電子!. L 骰か ;o穀宅 3
元‘‘浬I史t Fo 検武器 1i小型のがスフロー比例 101 

計款免（フローガ‘7... C出終 Tor\--刃項l 、 l
Sln8|e 吋ep頑lI史 l た．空芯の”節蒻凍 l;J.
4%  =0-050/• とした。 団 2

Ll 
Sn Source 

［稔畏コ 回 1 1-:: 亜饂こイオこ立入 1 た 125I

のメス 1\‘ らアー入ペクト Iレ屯示刃．線中 1な広
＼ヽが｀ 8＝ -0、03'tw.w./s- f'l ::--ンゲ 1レヒ°ークか‘俎麺l

され．町 b‘‘‘ 亜紺い湛3 イt置に置換されてし）

ると思われる。釦麟 ll b=-0、 l&"lw."'/s に伺
椋は三＞ゲ 1レピークが‘艮，られ 1とが、スズの場
合心袖3 分製か‘、知れ現在年中ずちる。
図 2 1こ双‘I=-- イオ立主入＼下練和 L禄由距

鰈電うスペクトルcm ．握動覺碍知
知、 13 p/．て｀あ 7 F 。 Ll. /J)ピーク，，'l'c. I:,. shake 
ふの勢響か箆ゎい Ilヽこなこっークが布在
す 3 がこれにつ 11 て 1l現在解祈中で万｝ 3, 図 Voltage (V) 
3 に双‘J鍼：イオシ圭＼し T土輝の N,O技図3 収）殺誼嘩投む豆クト 1し

呻転喚竜うバ？/... Iしこ柔す。渥動量分爾 Source 西s/ rl..t.s
甑i;. N 殿ず令 0,1呪0 段て｀約 o.10戸‘あリこの差 I~
s＼如。廿』炒羞r 1:..~=,もの己息われる。終位配L Sn 

のため念.I..ネ 1レゃ‘—側のす見が一致 L なヽ I ヵ‘“、
Zn 
Cu 

N心ークの浚言吋む認し OI 道、設屯比較す 3
汽らかに差が見 5 れる．表 11亭 L たように 菜 1 ＊稔漁紐 (1) 函揺：むTe
この差這賤』貶囲口赳｀ぇ~ \)な，、ず‘、スス．．の の I.5 足 0mm/s le:.す 3,

要性／配うフトし浅：就釦吊、＼ 3 い羹直'c, I 、 S 直 11-傾向ず‘一致しt II る．t.こ
ろが茸炉ゑのI.S のイ直勺｀丘寄フ-z..あり、また曲を計黛するため l::.l"J. N1t11..のt:.つークt
正しく見翁 3 1')£:毎げあ 3 ためでお‘4％で急t蟻するに I d- I¥ f~フて、，ぃ． 今篠Alll,正の

t:ー-7 さ正 L <オふ羹50 イ直が輯t..t: IT‘4％の年報登可i予史て••あ;,.
女威 1) J.P. Boc~ue.t ~t o-1., Phys. Rev. Lett．立（ 1'!66) 80'l 

;).)村松他 擁 2逗放知ば樟藷鯰講孝予福集（ 14 炉） p． l竹
3) 佐野吾敏． メス 1いも了ー用光灼 謙談社 ( Iq72) p、 |77
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• Sn source 

2.56 2.57 2.58 

Isomer Shift 
(mm/s) 

0.135:!:0.008 0.I8:!:o.ot3> 
0.I28:!:0.009 -0.037:!:0.103 
0.II 4t 0.003 -0.I 59土 0.074
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2A06 低ェ弁 lレぞー堡イオン(1\飛危

（都豆尺・捏） （東北た理！ 資｝雄— 這‘にー‘叫
（東北た訊翌：ア 祖、ヤ羨こ．紅；芹”

畔．麟加掛哨 I＜芹善知 l讚l,お汀角炉浪陵手段とし1..イオス主厖広
訳店目かれ，丘牧4和琉蒻I,進歩し 1‘‘ る．沿府瑕箋てり、内枠転康電わ楕魚
剃史；｛和•3 ってヽ I 加ふ史駿輝ぃ豆線スN9 I- l以ーダー叫搬麻碕放＾ Tべめ
I, イオン往入ゑと爪し＼ている、 し伍し．イオン往入で竹＼ヽヽられる加逸エキ Iレギー悦
成て今の隻ィオン(J)篠程し加達工井＼v ギ’_しの団伶ゆ 1 'f·{--t ltl 1, ih tJりて"る □ 合
たか 1 。杞心討識広で＇｀三希朽ら I,} って＄n わ ‘11_s1,と、＄n 中＾泣『b ＾年均藝店 k
っ＼ヽて根告 1 れf凸訳、今町・函中の＂怜b O'\平均振程 l←7 19 て． Sn層”:0\須I足
絹良と南めた＾ 1て釦えて、逢仁埠所危＾ 1) ;::....マッりf-::: J:リ｀心Ar (I\うか·フォード紋
乱 5 凩 19 て魚羞層違で17\函一桂と孝め、ミれと殺稔＾誤差l:..して考慮に加え r-_.

1 た Lり畔 り爽験値とパ比較と行なう Tべめ、入射粒る＾原租省弓で：り
1) 麦辻I\そ．床又1--杓慣0\ i豆麦戸臼l:...いう阜色ふ中＾町の平均福私 k
つ＼ヽても史験t 4i tゎ↑ベ0\て．、乳れもあわtt.て設告司る、

頃，験］

喝巧鴫虚
lo圧い心iI .l:. I, ．種々＾が（歌竹／伽ユ～ャ敷府／o,,,,2) I遠心．真名条．着して

、‘れい租止初賃とし、 ミミ I,$"層倹111-- ら ID~ ↓0 切心0逢竃圧で．＂1Sb とイオン笈
入レた，f＂項ーパn達竜1:-- l, 灯して` b ̂10 枚径度C1\クー ,,..`"I I- l←（；；ン条入屯
行 ri? k, 
ぶ；イオン在入レた阻止拘隕 Iす｀か 1". P 、位で•公、»7 紅のt撫s. ¾l史し'f;..

(A七t).次 I, ミih..l I Iv °'N'a..oH 為束I,液レ z. &m層と茄•かレた紋、邸層を止過
してtJi tcil I＜残咽レ'2. \9 ぅ祓射紅這＼史レ k, L Ares) 

かしたSm ぃ史壷りオ令シン祐仏吸光光度JJ,..~ ~\ヽ｀オ午シン一枷銀伶左り 0
〇禾 lしム祖 l邊瓜し．蕊mmi lミて比色史曾tiim t,年あられた＄m (1\俺さM如 l
＾面積て9険して．ミれをス又姜．着A ＾展をとし'f-:.
今，ふ＃の＂園心杓 2 正規分布と仮足1 ると，ふ肩の息さと棟軸 k. 遠過孫
［知／ Aゎt (%)]と般紬 K l:. 9 、 ミれ£正成確点行0 日、ント 1 ると． ヽれ 11ヽら、
乎叫泉程と屯＾釘殺珪めるわ h、:·で乏 3. C'fiij l J 
之ら I,. 加速賣戸麦仁1 c `屯れ礼’れ＾工牙 1レぞーで＾和頭某~“める鼻よ

＇）．縣祖ー工和レギー曲綾夕、••得られTて、 C Fi;みJ

勺＾平均蒸姓
lb少naNi釦l .1:. l渇稚々＾庖さ 1辺心真兒届羞とし．これと阻止物賃として、 ミれ

k 勺しイオン庄入しr，紋 lて． 3と、幻勾のゎ線む恥I史して、全祓射能 (_Aゎt)と求
ぁ．ミ礼と I N IJ\作砂芽文応麦 L て、＆烏＾計と疹"'-'if.
1よっかわ巾うしI) 1 砂うた、l う I tJク、はぅZ,.. 3 み 9 ノ斤ながえし1 (•ノ

ふじおゎ‘iはぶ
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そして． CIA烏と透過し z tvi知 1 巾 K

残留 □ ヽヽる＇苓 1 遠射紅 (Ar心）五

条l定して．／苓1 の造過率［ Aたs/A吋

('lo)) と求i}i f-.. 

ヌ．産な V 砂遠壼l1 ・ジエチ IV
ジテわ灯 lレ li‘ミン酸狛釦＆光光度広~と
吊 I ヽて行ぢ Iヽ｀和叫阜ともの分骰£
或め．さらに加速竜圧と知t之 C て、
廂程ー1.キ Iし午'-曲線屯求め Tて．
fJ印目皇”(J\イオン立入＼す、東it.久

啓サ 4 '7日I- 0 ンうジオ了イゾトー？，

セン 9 -(J\同位係分紬装置と悧 I\ て行
刀？ f'-. 

; き
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S吋tn 3 さ．
'fJ-I. 加虹エ知f'-'やー 20keり I’な£

りぷn'/' □9 正規煤if7'tJ,,I}-9 

10 (~g/cm2) 

ぅサ•7 ズード散乱 l：：：よ 3 蚤．＂｀
之い勾ー性紅咆謎
＂知肩之の均ー性＆、運砥(}I I J 

二 7.Jり I, よる位 MeV 心 Ar (中二3"'..)

のうか 7 ォード政乱 I::. よ）鍋(\.、 r,.

り一げ＾ット 7 ,fイ 1し五ビーム方向的
方 3o床にットし<. 約方 37゜に表面障
埜翌半導件検出届ぷ〖を、：ぃ・）紋
礼 1 れる柑粒各＾エ~Iレギースf\O ワト

Iv 這凍し↑べ。 (F ii 3) 

目―/J\り一尼｀ットフォイ Iし中＾敬ャ
灼遺、射し之き、着層 (Sm，ら）から(/1
殺乱 l, Jるt:.，ーク/J\ ~魚度tt. J')相対的
芍角さ＆李あ Tて・

1 とあ

＂濃を求、あ R "はIT\邸片を＾啜唱
ーエネ Iしギー曲績と、 トーて 7、•フェ
lしミ＾加テン戸 lレ 2、訂懐さ行↑jっt
L $ ＄理論値と(/\ tt較王 F ig—え I, ff-司·
爽験釦逸 1 え Iしギー（直 23 逓識（直iリ
ィ§ （↑Jって 11 3 阜ャ＜•わ b＼る．
7-.巻着層＾年性おふ冥:·勾叶0\町

^“森につ 1 ＼て＼？購如てて稲告 1 る
予足Z:·ある，

今が文献
* 三浦‘J村松J 守原，
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2A07 ヲザ7すート前方役庄の7k歴分析八の応用（江）

（癖・小私む鐸） 0知叶麟、荒命美智、林茂扇
野吟正、矢野倉史河評功、久保井応、J＼舟l 吉文＊

澤J
戸暉であった、暉緬輯中の水翫I輝却 L て、重イオン鱈I.＼たラ
サ 7すード倣乱法が有効で記ミ叫、す Z’' 頃難 L武この輝まに関し攣
豆虚康による、練囀度の紅、重樗正し一すーとし詞注畷
幻襄の茄靭鯰麟 H·C·N·Oの麟輯賽っ、、1珈Lた．

（言；凋、麟）ニアックによリ加速され 43AりeV
た A出 (~43 H.e.V) む和 l 、→ 5砂A の強度で 国 1
鱗10~2巧湛原の痰）虹行なっ已捩朋IJ、
グロー放罷によ') s湛叛上仁榎層し却ふ： H
峰釦恥沿．国 1 疇定委とます. 2合のSSD
杞直径 l り知L噌這き、前加浚雌には 30" 

. AQ叫項 (~|0,IA松）が神入可飽2あり H·D
等の疇｛粒手の硬虹行な＼＼、俊和鯰器ば
、臣恥、磁曙 1喰リビーム量のモニダーと行
なった。
遣屎みが考寮］
函 Z に、 10砂Aい屈収ガ拉挿入しE 場合（下）
ロ挿入しなぃ齢（上）のスペクト lレ王手す。産
鰭庫みの吸収板釦用いれば、倍牲這ぃ l苺
リ， SL ·A靖の重＼沿註 la吸収され、 H· C.·N- 0
竿の軽ぃ＃手のみ院出するこりが可能疇か
杓疇艮
(l) Iゞックグラウ：ドが
幻L 、紺；誤差が l」、さく
なる（へ＇ん）0)で感度囀
が良くなる．
('2.) 水患以外のCN 苫 'v 

の検出ザ可能ばる。――
ラ『 7 オード殺乱では、質
量に応 l［た反腺エネjしや一
乞持っので本采梃詞従
ではあるが、吸収板庄用い

4
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H D 図 Z
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゜
゜ー

512 1024 

channel number 

なが＼＼かさお、あらたにみち、 l"Jやしし 1「さのざきたEし、やのくらみ0)る
こうのいさおくば‘いわさを、やつるぎよ LS、衿
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恥齢、バyクグラウ＞ドが n 

斎畷東均譴紅あ注． 106i A 叩
国 31::..C CPIQ: rt'リイミド
系釦指）、 N (Sc Nx). O(G tAo.~h ~ 

）についての頃症噸果
これらの元案は、 1k素ヒ0醗芦
諷ば可能であるが CNOが§
疇Iこ在在する船，～200A U 102 

以上の原砂麒料では、互＼'I::.
重なり合うため也量咋難であ " ゜
る。そこで、△E-E梃出瞬左用 10゜
¥¥. H•Z の弁庁）花令なし＼， H·l o 

·N·D の局時を量租謬う二と
乞復討中である。
(3) (~)直府の麟I二ぶ） 106 

、犯k紫の検出ザ可能であるの
で、宦水素足卜しーサー ~LZ
用＼＼ 7K:撃翫する記の生眉 104
麟翫翻I二叩叡麟—名
一国41こ、 H·D屯含む囃々な B
釦訊料咲疇謬す，現喜
釦のA叫オ‘/(43叫V) によ') 102 

測虹麟原みは、o.-S-:H(P)
の鳴合．～ 1,2瓜と見種ら礼る。
C4) 71(毎の深度分布項）胞が可 10゜
佑である。一—重勺濯、菰
卸叩｀•エ和レや嗚徒七起こし xl03 

` ＂れに争,H の睛tエネ 1レギ 2.05 

—疇化するので、来度分加｀
鰻7:さる 6 函らに重水奏也
印て、疾ざ方向が1)消雅紐嗅1) 1.54 

記訊謡す。こ吋租lよ、冨
孔礼物oA碍恥げ：D 届
l a-5;:H J aぶ：P 足這 1こ復芝l.02 
不註加）で鱈．この条百果g
l：：：より、現在の視）金方法 lこぶる 8
水桑Cl) 0.ぷ： H が）霞度分釦） ゜． 51
頒輝let、ijoo"-" qoo A り財
ぅれE 。

l) 束れ他、悌 2¢回放印化l印訂
鎗会 (1 q 92)
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2A08 R叫凶和戌葡祈反紬を1f]j＼麻し杉炉灯彰成長祝嘩

（紐）絃諺屠冷美望杯和歳 0脅虚正
矢舒傘梵須舒匁

（麟覺謬~)奴絃収 I魯紋
/. Iがじめ l こ
輝愛彼む咽蛙虹直卵移）レブァス1/加3 ン1a、多jンクン修
が紐叩和ら湖締心グ`0 分碍知り作厄られる o

2 ：：：：ふぃぶi畠キニ：：S;；均，恥、五、多j吟ン砧生
奴這紅峰げラダ1から 1 多1レブァスジリっ履砂釘玖応様構I勿い
4 紀ま彦次〇りれてパぃ。杉ぶ、釦知トレ／ザ／乙して I砂 VI 、 3 ゆ）ti- I D ぁ
紅If I 比も紅枷和してグツ／放＇1il,1褪肌急斑貌I乞ク＼ヽ,i H と珈叱籾足
レ、愈料机知危養ぶ邸緻亀釦鯰℃、少祁ざ杉ィ、その固の抑和‘らア名）レ
分店シ貶ン綬物水生成砧柘沫0か匁 lグ¥リ以政元吻機構炒翻する必
を9約tし化。

碍：：ぷ津砂叩鐸叫碍緩しヤ乙0 $i伽 la"此lレシ和 Iレ和‘
痴及知り合成しf90

繹ル十しi ML以ー→緯ルキし鵡直広

1:t.）レ 1バクリつ ‘4知直船広珍め1.沢の⑮？のグ＼知‘務唐さ必ゃ。

(I) 

(2-) 

C3) 

(tj--) 

$i D牛ャら一→
5i伽+ m • 
5i叫9 + 02 • 
$i H 牛ャら一→

,L-Si: P 
a-s;: (D +H) 
a-Si: (H キ D)
a-S ：：日

L ⑲ルづの託考J

,゚ 
ヽ）. 

名）シ勿ンも欠が） 1バ戌畔疇瓢｀lり：牛叩が、床麟‘lり： D~
4 ：砕疇鵡如鯰賃麟疇瓢咳‘'「叫1/3い鱈疇亭
ざ鯰o 刀炉況叡ふゎ‘K3汀t蟻疇ざ I~、紐扇底疇瓢‘1鵡
炉鵡蜘l四リ乳匂， 30ん砒～ 100 ル砒碩10)｀叡の さの匹糾磯ら屁 o 律狐 1名）レつタスシリつン月し、、 1 雌‘ぶ幻）0)ふ砂澤った。
痢匂、錢諺妃馴噸パ湛紗糾錢が住釦Meイのア）レづ‘/A fソ
ジ巫t 1 胤夕移疇虹□v\て知h臼這玖麟シぷ）わ‘違っ乞ア
）レづソイイ ‘/l乞にべ希ダ列 1咳跳ざが3H 辺イイソCJ) di-£✓クm険払癌必託荻
し、利゜厄郊知れ臨‘イわンtわう／イの検衣和‘洸家し化。（悧べ召冷葱）

ながv＼ひさお わら和名汁ち 1点やしレずき のざぎゎ彦しやのくらみ0)る
多う0) V‘ 繹‘ く＼ぎ‘v＼釈むヤつもぎ‘ぷレふみ
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3，綽知紺も
珈卓彰絡磯碍紐ゆ奴呈
心り）吻バ虞即I埓；孔即 l嗜：言 10'
厄珈グ，，， 7 鑓砂知th加fo磁汀
如狛鯰輝臼〗弘し紐 (o) 乙 8 10' 

p（ム）ぁ‘“t紹釈●）の印o/。を
祝鴻噸嘔知 I令瀦して示和吼ば
訊喝牧恥礼わ如s峨紐、 D名
知玩砧l練心）心、水和
”‘和が）戸1J‘次乙し-1...d)'dt,3令ほう
狐t‘‘俗心口紅唆ば、冷。加 I~
緯鯰叩瀑仰蝕砂桑淡 Wi釦伽erford鰤鵡久ペク}-JV
僻町。 20 :。:)
酎雌 I 3Hぃ厖ぅ a-gん
叫争
lる条亀ガ ・! 15 
4‘11絲/f: g 
ダ知の吃 5 
如喝げ；
き、カレ屈

.ｵ 10 

tl)ljt合が ｧ 
ク゜ラ忍 : 
む朗g : 5 
”どの
ィが‘シと
終釦゜ 0 10 20 30 40 50 60 

ヵ叶位9 RF Power (arb. umt) (D) RF PoweI (arb. unit) 

らり。 即兼仰珈影1lクょゥ籾夕黎図3 如蒻和む lク注籾齋
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,'.; 30 f Isotopic fraction of H in reactant gas ... 
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u

在
。
:
i
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H

Si Hq-ナ D2 →ん'sと

゜ 0 10 20 30 40 50 60 70 80 

-:i 100 

・~ I ,/囮1~ (I 以ル）のずべ位）虹置旅
80 / 急クヽ91 叫“釦以鯰和、砂彪

~ I ,炉／ 饂‘斎峻‘1位紐叙や虹、J)の飢砥
ぢ 60 ／゜ 崎l咋対し1.煮。?~げ約嫌屁くる
5 (} 9 / クと 1が、輝｀の知l””年、必＇f
団 40 / る餓叱研和、和茨電ヂ;,;‘マ中“
臼 8 和鯰してくる必逮m、水佐が頌
0 20 知り 141"幻奴‘が知這釦麟l璃咀打
図：／［ 狂汀ぁ＆、遺巖ね。叩楳が多
§。 0 20 40 60 80 900 ／シクン向鱈＜、ジシク尋が該成
(D) Isotopic fraction of H in reactant gas (H)'?). っ分ぢうか、 6 itH 6 ィj)tール S i l ク

卯鯰ガ碕遁わ H,0碕クヽ、 1如環餡かがヽヽる。
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2A09 外J i恥珠鴫杖反紀に口配木素頑複ク咋

（紐）゜淋戌藍釆げl生9傘羨緒）野均正戌叩i史

カ哨恥‘At．ふ
［以）声
叡に臼此LJ庫0kpho幻

譴 CO?I.. (如ぶi)謹使った年．代‘紅
な直紐り/--. I/J狂、す。 1デ＂よ
ぼで切ビ」ム叩ぷ luゃ・ーヽ、 69 叫V
かJ‘印蔦し1-.委釦J‘約玲 A 点にお
い疇誌す。 こういたパ緑ス勺り
トJレ遣舒J‘、水喪噸舷砂得J‘れふ

兌.l.

炉そししげき）在が｀ヽ）研さお）あゞたに卯ざ，丞｀きただ L) が）<,J‘年の!;i I 
こうの＼下さお｝ ＜＼ぎ＼材ぅさも、 1 妥しっヽぎとし／］ヽ社
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咽遠/!2-20A房のかSi
叶這分布で、そ逗碑卑
現して、？ 5 ． 知囀脅
かJ‘全水素量該め紅，．約
J(I 幻仇的． R幽占
紅隅Iこよっ召知れ遁
ー／土いが一℃一致しい
ふ ごこで譴輻に
て． MuScovite. M心を舟} t-:.. 
が切熾配t..t廿ヽ璃疇の分h``
"物知がかたヽ）。

叩芦響（；｀涌
叫‘れ忍ミぱ呵揺藷＜、
約 It皇シラン (S名）を皇嬬中で
り心磯託如‘幻た如ぶを
匂叶いた底瞑されもパ緑応
り卜 lしであふ 急i‘J‘も如‘かなとう
にぶリ紅認lレ手羞域に
切(l}-M W)'W (¢噂or) 7. I3 Jec) 

玲1~ よって． u 

心虹： L
霜雷ょ ( 
麟碍所でき

径13.
鰻誌訳か·

犀麟竺1) ì{ x J.0139, •尺妥＄．↓． 0 ,̂ 8=90ー 

く知麟が｀杞低く砂韮
遣]3麟とふぷであ5)
ヌ．放舟され3 凛、のエ紅 lげ ] 
づ「 C のダ“: MV より 只
知ヽJ..,'(..メ心＇丸船存綽
鯰旺吃が加‘ず
這•皇疇鰭）司賭（こ．• 9 1 」\ - A \-—―`--••一・一・ 一
剰史できげ、、1)長厨舒て
ヽ？ §。

, • 9 9 

SiH4 ~ H2 (1220A) 
d 吋~ ~ 0=12ー 

• V)寸
仁て，。
a:i UN  N 

『

lI へ立＼， l — 
g ~ --

910仙｀＼心四·11＼叫＃ャパ＼ ＼羅
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11 ll|'256 ＼懇~'

10 
6 

512 & 
祖

1
0
5

u
o
n
-e 
.. q
.u
a
:
>
u
o
,

『

(
C
1
月
）
L
z
O
L
X
 

SiH4 + H2 {1220A) 

6.5 x 1021 (cm-3) 
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2A10 貫パイ中間繹手かりの X線の測定ー研究目が類粒件の
検討
（訳知炉訳西研・東北犬理・阪灼昆理可，〗
姦琳知） 0岩田加藤原一郎今蒻嗣古ク
孵艇鯰開鵠八紐莉牙望史、爵栢
厄籾籾，伊輯滉島囀）
1レギー (<30OMeア）の野叩這勤エネJVヤーをう
1 中間痛ゎ軌道をカスケードダクンして 1 5勅坦

X予想1詮嘉恥霞惰嗅悶霜；
平怠寸を行7 てそ砂蒻~,-~謬疇、板辱、
約亨へ9利用、そ砕紅埓的知疇疇加可月
｀頁中喜｝配（メた＇／クアトム）の笈、ミュ
についてか 9}目の高エネルギ→逗条｀｀り類令fづ
果にフいて蒟坂‘さホていな＼ミパ1オニッ7 ァピムから
百叩豆7 ロスコンクミネージつン噴1配臼ラ；
砂梵璃勘嗜年心訂イン朽‘知tや工オ
リ｀研叫バグなり。そとて＼屁Kり冗メーズ--C.,I ヽ
'で涙蔚、件磯討を行う立I：：なった．

粗缶樹寸： KEKの冗んコースば
狛l 図に見られゐ 5 クに、 1.itev 賜ナ
”クロトロ巧 K紅｀ームライ｀／の、
がコンパータターゲ＇ットによ）発生かれ
た 25OM可のバイ中間手を導ヽていわ

ごフ言ば雰醤汀

クふ.~ ,. ••""'Prol,;n ·•.: ｷ-.ｷｷ.ｷ.'_:ｷ:. f 
y .I慄苓益呼

ミ．：．．．、；••:-:·

疇唸｀あか亨‘ームコース碕徴
'!ず鵡外国叶叩祀詞疇番
鴫心ぐ八―つコンクミ矛少
ョゾの少なヽヽ雌のビーム状態噴ク八
ゎことて、、初、ハ 4 才巧 7 x経嘩体

効果、ィ嘴効果等疇和岨応‘'ある
ンしぷわがっを。

こ呪ビームコースにお l1 ゐ冗―\:::.こ 4ム
の鮫`ヒ"'Iーム滋り、1--ネルギー今
布平和りコンハ＾一？這ヽ I てifl知
た痣果をク／ゑに示す。

‘‘わと（り）．
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易t l月：伯EK尼か eいームコース
X麟］競p祀置図



恥麦：
コンパータ

コンパータ叶比‘と元―ピこーム 7゚ ロフィ lレ7閉行、

ヒqーム滋りす戎涙凡／約クーグ｀、7 }-イ鑓屁＇の
ストッ 7゜パイ 1~反／秒
(4" X If-X o: s- cを約

2，えX/0~Al (1 c爪危） ~4 X 夕仇と 夕，夕 X/()
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ん
'

II 
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!,3x/0 り／砂、

丁RI UMF （カザ））‘へ／杉令戸あって、これ知くクペて2オーダ翌
殻孤ぷ，このビームを用心、 Iレミニ汐ム，二 ‘7ケ Iレわ心,~ダ＇ァ l­
賛（オ：：：：：ヽ77X線項走国珠，伝嘩屯外るか？と、ナ幻級っパイ
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荀ん図 .. 30 C.C..帝（Li)オ叙瀑、とよる Mi追2夕→刃”｀らク
バイオニ、77X、ら該ぶガ｀ンマ、もだスペクI- ,v

!) T.A. Shibata et al., KEK Preprint 80-8 August 1980J Nucl, Instrum. 
Meth., 四（ 198 1) 67 
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2Al 1 

(g的）

M晶， Mn Om p'uon i,eX蜆，
（免北穴狸 1 育穴厖屑：存穴厄子井）°銀闘街海 1 市そ，賢＝ノ
曲蒻柑評史 1 ／し本叫鐸1ぼ，鱈讀「

庄｀且 3 E`—ム直 Il 31t々"頑I\I)"こっ u ての"”ぢ‘]なさ山て 9
zu て／諒l IH~ ゅゥ 3Famu _m恥直町，：：よ｀l "tうま<i輝む 3
がtぅ ”•I 杓討謂象て••あっ杓．
ばし現在·t ll ，叫 Mt剥樅ii I 齢雌 m•• ド；，て§ "亨莉 }o 碕I\.の
“d輝が和tす這釦 15 3 ミ幻刈Uめられてお ‘l ，がな 5 ず｀ V も応叫
TR.U !!)vが3 応瓜念しな l↓。
ミのようなミてか s I 応袖贋恥辺削の改良モ TlVや泣券枯合這息 v

f：：モデ IV tt見公さ山てきて 19 3 が＋か 3 もりで(Jな l↓。
食q ll 甚立 IVY..—切｝＂府宅炉·惰られ3 下―対 3 t`・ームt 4渭 v て／存在比

か"i O O %の Mw元f．につ 1.) て Mw 合凧／ M1101 Mふ1>At ~罪直の H＆紅l[―
粒 3 t 1盾寝レ/ itそ｝遁 3 退哀辺和 v ん。
ミの 2 Uボ生す江む渾這i食＂汀象にか·, Mw の藝［バ杓，： tって I 1(— 

m o1訊紅ぅ紐口1J日和甘 I tJ。

（輝）
＂。鉗翻な：：：℃ Ii r 幻 A 1 o J追I\’.5 れて l\3 0 て• I こミ汎撮締げ

遠す。iti T え l"”"洞鱈の I96eVァロトy、/‘／クロトロソt田 Iじて／
1 25 MeV/c t1)1t-1訂勺コースにわ／渭’l食材象 9 -9豆卜汀陵 sT。 P
す 3 よう 1：：下｀烈 3 [いーム 0 .l:} 12 カー本｀・ン d1YヽdeY t設目 V, mB豆ーゲ
ヽ•I 卜，：リftん。こい‘)慈宝む3 1t―希 3 X K は/ ¥ -X 届行農鯰棺出焉'l
如（ Lこ）紅智這 I↓て獲1 良し1J.
lL ― ~3X釦和つセるりーゲット 1頂ifJか••5 舛ゞ 5 W'V吋i立。． 5 幻
五fラーtふパ·にも 079) IV慰も。0. de-< し濯計洩甘 v て 9 -f•パと
l "0 • 

（筋恥
目i I：：冗すiぅV2. I l[｀莉3 f)漫移日"”〖 z i汁社iにしたがう。：：：んが発

生す~ 1[―希3- X秘直月比~ I 用棟じ池る全梁な危直衿につ 1いて梢I戻＼仏
出／叫Q,, I(n-,)/1 (4-3) y')ーズt lil2. Ca.) 1:., I(n-4)/ I('S-4)ジ
＇）ーズ逗 2. (b),：京＼幻 o ミの臥からわかるよう＇：：：, I (n->)/I(4-3) / 
I (n-4)/I (5-4）の配ツ 9-7` ．．とも叫／凡 0 遁g iよ '1 大ぅ-< I JA-lH3-
〇舟寮y·-9 61 餅前 o ii鼻社 1ゞな L 以直何と一致す 3 。
叫／MnO::i. 0 I (YI-~)/! （斗ー 3) シ')- K.. t国 3. (a) I I(n4)/I(S •)),')­
ズ直 3. (b) し：：界 l ん。 I(n-4)/I （戸4) シ｀｝ース．．ざ 13, Mn ／叫02 かg ,3 iょ
2$ L'• じ a cl-I よ OU らり N I)'/ 1!さねっtも‘I 奇らのよ b いい叫ヤもとりぢ旦
I} ま 1 ：： U のぶっ＜｀‘/いわたし 35
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リ応 u が、Q心乙＾c\ ll.,人 o 心 vv I,~ I (n-?>)/IC4-3) "'Z心，ミ囀的,.見坪
なくなって 113 。
Mn0 ／叫02 6l I (Yl -4) / I (5-4) シりース這 4. (a.) 12, I (n-:.)/I (4-3) 

シリース・這4: (b) に界 l た。 I(n-4)/ I (5`4）シ ’l ース．．て•'l;l MnO/M1i 02 の
1J ll i 1-')大芝く～一心ふww しti. I （い）/I (4-3) シ＇l -応u ，軒．
(b) I：：和れ'Z II 3 よう＼こ，乃を汲（こい漫蒻 Iミ 3遠 ICn-3) / I C4-3) o伽
小 2 <,I (n-4)/ IC ふ 4) 'L I (n-1) / I (4-3) 贔1f I かな 'I 邁即的 n
戸tOW が祝t v て"る。これ 5 雌集,,大要罪麻ぁるも 0 て••''t "ill知
も樟 1直下棺汀中であ 3 。

出言
悶

x

寂

2ロ
’’’ 9 』I

’‘’ ’', 
1,9 

n=I 血

, 

侶
侶
ば

U

務
府
比

笛苓皿

町．lt咽汀応 Vぺ IVスキA

亨上早
1(5+) 1(5-4) I(S+) 

l.!i「且

HnO 

1.0し夏

(a) 

〒
’

ー
•
-

"
O
 

H
_
凡

, 5
 

. 

1." 

i.3 

1.2 

1.1 

1,01 亙

(b) 

-
.
-

1(5-3) I（かる） I (7-3) I(93) 
I(4-3)Ia-3) I(43) 10 る）

I(b-4) l.(7-4) 
~ー・~．．． ．．ー ・

I(S-41 l.<5-+) 

図 2. Mn/M"釦 IO)/r(B) あ・諏
I(n~4)/I(5+) 'Cの 1笥仔．

(a ) • 
{.~ト

MnO 
仇I- M4入

“り (b)

i.3 + i ふ--1:L 1.'& 』 { 
n.。2 Mno. 

3 岳 1.? t l1 ｛度1.2 r.2 
{.O t ~比月(b)― 9.9 1.1 

比 :.98 ｧ to ill| 1.o | { 
r i,'  

J(!i-3) 1l((46--33) ) “7-3) 1(g-3) I(‘`4) I(1 —'I-) 
o.7「t{'!-3) I(臼~ I(生3) I(5勾 I(5 -4)

0.6t 
面 3. MYI/M .-i- 0ぇ｀L I(n-:.)/I（豆）ぁ•よび‘

0,5 t )/ ) （割系I(n-4 I(5-4ヱの

卓声芦坦
1(+3) I(4-3 1(4-3 l(牛-3)

記．凡o/MふI) ic-和X戟蘇比11I障 1) E F2Ymし， E．T"島：叫•訟．宜，詞 (Iq47).
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2A12 

（目的）

Asa 0~ I As~ 03 の PLon汽 X線
（いt"1 市．＂可紅心炸） 0 tる．賢＝，，即輯／
暉勉，今而1詣ず，器瞑研サ

畜0"子"Z."記邊｝頌 2731岩重 l,1 l[. -ttt J"がi{t合功（ Aむ o~ノ他0u
As)I1酪震さ小る序tゴ紐比がi O 0 ％砂s-1．子の骸猜：杓'l. lL―莉｝叶爾頂b
苅ヤす狂叩叶籾サ＜輝かかも．
p-m. n暉 1iかなy万 3が，こII)机遁点からのt-m 3-については手 9 た
くおこなわ巾て＼いな（」。

ばI) I }J.叩濯碩の打じ輝柘のお 3 7.`-9 遠汀し Z 叩ピ 1 号忍 5 1J 
如）ぶうなt滋‘t和 11 3 。応「一つの充む輝灌1t買をも？場合い l..l
配収雌ょ・）も，拉［J劇t記雌占．う呼―印i3- n場＜呵さ1.1'\,3 。」
たt力（ぶ，心 No3 ~池 NOュにお rJて， N (Ill)/ N (. Y)) i, 

Nら池Y.. NぃS03 6J~t合珍にお u て， S(IV)/5(VI)) l 雌論渇て 19 百
直のミ℃から本楠て・1a, 1t̀ m Mt合吻心訊り騎にも／戸iB渇
釦ょうなこ '(”rぁて la-.i J和As, Asふ知05 につ lJて印釦ぁこなヽカ、

")  
刺釦吟篠約こ 111 r 2A 4 0」てか•ら山て＼13 のて,. I ここで•U楓絡科濯
わかえ IV f`•9丹思松炉 12 GeVのア 0 卜 Y 砂？〇卜 U ン違 \l, it~ 
如g祭ささせ3 9 ーゲ＼，tとレて I t··-ム 1: 甘レて 45° 年 3如(/)似/3

~·の般 4 …の A t，， II ず如｝I E ｧ<. 
苓tす 3 125MeV/C のt-m mcµコース 1こ斗さ／而印知 X1,t-t訊
り3 ℃する 9- fット 1: 丁侭ぶ。pす 3 よう R lt退3- t"ーム吐流にカー末‘y
吋Y^“（も魯さ Ir-X紐官如栓謹直（LL)栓輝這um-朽｝
澤遣内凶。下朽X釦栄丘t39 -'jツト 13面税が 5 如ッ 5 心v て｀‘/
ふj`-o5 研て‘マイラー｛J心這·Uもウ 79 J IV繋もね込vz.載H t忠莉
以'.9 ーゲラト'Lt-Iv.

（情廉）
As/ As "l..03,の I(n-3)/I(4→3) }')ーズt困 L(a.) Iら I(n--4) /r (5-4) 

ヽ，， ‘1 -m 町 (b）迂 l も． I （n-4)/I （知午）シリー7-'IJ A<i> /Asふ直 IJ
順 x v ていい l\ t誌び＇ン c心心 Ao⑰V した立口）／I.(4-3)
シ 11 、 r' て．．（J /：：：の 4雑 l3 斗力な((.

As/Ahoらの了 (n-3)/I(4-3) シ＇1 -ス．．を暴 2. (a.) n.1 T (0--4)/I( S--斗）
、/ II ース‘.t@ 2(b) に示す． I （巳）／I.（s-4）ヽ／11-1” て”1J As/ AsiO 5()信 U1
1}') 戸 l.lが／ C炉A必よoww し"&. I (n、3)/I （4-3-)シ 11- 7·· 訊~,こ
釧緬 U 計力な l| 。
ょ u IJ.5 りんじ、I 九 l13 沿／セさ心っ℃む I llg ¥'2. U 紅＇つく．． I I) わたし砂
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如ふ／Asふの I( fi..4)/I （5--4)シリース．．さ ~3.(a..) vi./ ICn-!>)/I(l¥--3) 
這3.(b)¢完 l~..MnO/ M~Oュ遠釦諷はI ICn＿斗）／r( 和＋）シリー 1•'
ては如ふ／Asふ遁荘さく I <!~み、ふww\t I(n-3)/r （→）シ
II ー百jj J"獄‘‘111(n-3) /1(4-3) 直か1、さくJ I(n-4）／エ（ 5-午） t 
I(n~3)/I（戸）叫恥,.叶‘＜ふ傾釦 ~v て 11 3• ミの餅訊泣下招計でお

J, I 上 (a)1 上 (b)
他も 1.2 低03(

5 

枝
月
比

Qヽ

-•l -•— 

-.-

1

0

 

、
．1

1

 

-•— -•-

l(S-3) I(6-3) I(7-3) I(b-4) 1(7-4) 

l(4-3 I （妬3） 1(“-3) lCSA) I(54贔）

叫船／転0J X Im)/I(B) 茄m(OJt)/r(←4）との回

As As 

Aa0s (a) As..Os 
(b) 

資゜98 l.9 

杖 0、7 f i,1 t i 
比 t 0.1, 1.0 

I 
I(S、3) I(6~3) l（し-4) I(T ~ II) 

1(4-,) l （し3） 1(5ーし）- 1(5 --'t) , 

@Z. As/As:2-05'l. IC n- 3) /I(斗-3）あ・紅ひ"T(Yl孔）／I （ 5丑） un 貸麻

I(H) I（千し）
I(5キ） I （ 5ー斗）

A砂3 (()..) 

枷Os1.2 

ヽ
ノb
 

-
v
 

·—·-
-T? 

r
ー
ト

l

1

0

q
 

. 

ヽ,

1

,

1

0

 

務
紺
比

0.9 

T
C
I
 

T
_

f
 

声旱
I(4 •) I（牛3)

四 3 Asよ）3YAs」 05 X 下―令｝X 猜：3吊朕井、の 1月4歪

- 119 -



2Al3 パい濯拉手豆埒樹＆ー 1
（ほ泣べ 'l リケム）

（京大和抗・阪た理・康北這・京ぽば）
°頌潤，駁—訊“絨直，漏紺も遠戌介I
紐ヌ釘虹奪，様ム叩，巖糾わ＆彦双·絆

鰊街を府1 ぅ碩匹，吻覧中K刈射す3 t“1.芹 lし手'- g朱なヽ＼，心‘19 7..
叩狂,;釈q碩叫K雌m．齢脅手の柑哨 }•9 ：の 7- ロン甜獲
尋•K ど｀心9L '1.、ヽ｝四，i哺手原手研か這応大きt問題屯．q l 吋＇あ
3· 当然予毯うれi tぅに終えふ r{ 3 料渇／AK，粘／滋”"かか
きヽヽと秀 2 しよ，しかも，か 1 戟U渭か喝け象がい項K行なl9 5, 各
`、 1・， 9 ;::..えまでヵ＜の稟t...,た今濯足をもっ 17 枷べ’') 1} 9クム（氏ぷ）を試＇
約 lて覆兄 Iぐィ中間1.., B< t Bへの 7-lつ｀／噸叫釦， Im叫
成と切鈷＼物にが1てが釦i•統的に比岐した。
輝;:＇い lし千＇ー呵理音＇磁r, I 2 俎可易手｀レン 1 ロトロ'/叫叶ャレ和レ

1行ない， l＜ A 平印索叫知，俎埠 lし千'-虎｝麟純的＇！しやウム梃勝
た＾社創;-:t -ｷBe 4-.B，恥B I BeBz と知取，お砂＂I 拉

が・ 1 ーロ着伍遭M和叫紐
な 5 拭糾以誡した。 A雌か郎貼濯比もでり
L呵を4X 知点違恥和 0. mI呻z.
て l用ヽ＼た。

1 卜しか炉＇，因釦峰如叫祖
?••あ~. B-eがに4紅 2-1 紐心

の 6 5.o 紅 2 -I遣和'- 1雌K よ 5 弦梃閥もう吋z 幻"? 7 ヽ 13.
け虹｀i-1·. O 如 l. 1 紅 FWH H) 心に I<`9,I 1·_1.`'うりシ｝＂ t口硲霞
アラ灯が 1. 、レンナし :...1' 淵判叶枷知鯨；外／かかし (3 Cゎげ0k
と 3 k'....—1 : *た Be t B の：ュ介／寮!. X 稔•ビー 1 か‘•あ 3 ． ：の国かしも明姓ヽ
f{ tぅ k, Bそヒ飼 X麟知l紐／沢鱚鯰約とで•K き am.
〗 2I蜀~:ヽ‘の↓丑 l 1捌13 いた界げ 'h x雌夜．四以糾如H し／

ア D `’I 卜 L たも幻’'ぁ 3 。“吟につヽ＼j 1~, 釦／鵡知叫紺如より討＂
l3 1i`、一定7.99 ，しかも 2 則かしや息::'./t 3 位!: 2 I こ l1 91苓しヽ'.該粒性 K ようか
頃恥＋化を＂とこう厄紐直A,Be／這伶囮迂紐知tともK
紐ktm. ‘ヽの要収 l1, 粒わ滋拉｀パイ中問手の 1- ロン詢獲過牲．K稚（＂
し-Z..ヽ＼｝｀~ ti示してヽ＼)-.
麟得遠い"- 1 を直1和釦＇3 }デ'-1 吟1 西）とくうない。 5 2い
紐，｛面釦教孔！な墳碑豆1 合 1- n ン痢．五岐、f iた BNK が l
追晶構む紐吐濱しぺ灯'-1 か＇•あ 3 祈＇，：如 11‘' ず｀＋も糾碩厄 II ての
知昨釦‘•あ＇），同餌律胆"1 をも心·知．，肛紐｀包．K よ 3 珈む＂／嘉的KI1定
iしなヽ9 。 1 :.,l:J、直知湿／合杓泣紐1.’`t滋したi°凡／＜げぷ紐
‘｀きにしのぶ｀っぐ，ふじ｀払ヽヽち 9 う，ふ以？ tしなお，ふ（おした (k, み，，，ヴ L L-叶・ヤ．
‘‘出ささもたと． しO'\ 1-'3 ~ -J,,..,1,.、 としピ 4 石き仏こ＇ かし‘’叶i吋， ｀｀わをしウク
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CdTe t 2ふ令属間峰開 h 如 k
：ュ 1 ンの総 NO lt"あ 3 が＇，ヽ\1`*
墳捗、吋峰叡t t‘1 iっt lI} 。 Alg
祖う杞べ 'I 1/ fJムにつ＼11 の 1’`-1,1
1- 日ン紺村．過羽·Kがれ 3 i齢拘直
今応姜t令ゎ鵜運紐l'l,i l司印刷定
した贔んの｝叩＇あ 3.
1 ー 1か磁紐I冷濱麟恥
樟し俎板知しか遠珈｝ 4, 今
0)ヒ｀ヽうもた亀＇（（ヽ＼。しかし 水• t/“ 
総枷巧 Il -z. 11' 租如＂巨虚
i’‘紐叫｀•い如句，紅巧
靭パchn心 uwlfし 1) によって知
砂し依恥＋た、『卿Iづ，：遭
衷lk もt..--3'\\ L I 今日1 ぃれた千99-1 を
紺肛ばめた枯／6け項I`-1 
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2A14 }ぐイ中釦糾達1 凋進ー 2
(11 ぅ Aと 1 ロム）

（い輝，阪衣哩，東北這，知紐）
麟（も耐，0m-1f，紅恥粒．，叡年，渇恥／
紐油，篠ゑ忍，知鴫巖雌漁，釦埠

紅荷沼有す3 l" 守闊抄‘.., Iかけ'f.t.1原手がャ間刊俎に 1 ーロゴ磁叫＼
這恥，令i虹いわ滋紅砂‘“ど＇叶ぅ"t}噌紐げ｀＇心炉互姐
の間究げ叫て、＼る 印ぼ）の 11 1 illベ ’l りりムにつ＼＼7,,臼"- 1 て‘'l1 1-11 ン
噸紐Kがれ瑾捻か泣紐ふが梢幻枷砂‘`]知直印顧f
如ら紺芦 11-叩叫巧 l屯口遺印。
”知，名ユll叶'1叩扇··f9 1 2 紅配｀しン 7口巨ン呼4ャレ芹
い＇｀叫，咆I(4 帽m ti) 1 ロムrm !し•への 1 ーロン紐砂 5紅 1 P ムっ
り和X知9繕；u心l足．しク→ 7 ロムの I(4 柑閻 }X釦雌．、:'釦 Li 1
叫虹．ゲルで吋填年·9行り，—月1 11 うい！ぐィキ印遣｀引知
かか叶'-P 釦し1.. 1 ク↑紐 I口，面か'/t>:I If, I：：：如小磯叩3
3Li (TYz= p.942S) か伍f線(Ef- :::. 125 疇）サは 1 てむあ企
：中t1 叫·の（＼·A ヰは｝叩叫'-#"紅虹V 渭＜．糾卦追い乃殷わ＂
習 3 し凜滋ぁ， x 憬l幻れ算炸ぁ7“冴~.碍柑． Cr:z.. 6, CrB しCrBz.9
ぉげ．i打｀れと同一叔ふfmm、い応、9 ず'*もtJ五皿令マ 47
素知吋化がいぷ叩L↑ 1 9 1）ル屹審碁K. I.11 }I如ら叩たもqを
1 -げ`‘’I 卜t l-z.印ヽ＼た。温紐叫邸t1 叩心たの、叫遭ffi噂も
昧しK。
汁 ll知 lり和知瀑スペ 1 |し(I\-mｷ, CrBz. o 喝Azm。心

訊約につヽ 1-7")スベ 1 卜 lしも 111痒l社碩＇直如"7 r:i.ムサgnxg紗｀’似親郎れ
？ヽ＼3-. 1 ロムが1 (3 -2 ) ＄叩‘・ヤ磯9が収，＂tうィ， 1 9｀召’-他か＇’
心iた糾＇勺り·乞かな豆4が阜釦＂孔街が如島和 l1 乙ばなI"
和 2 釦几：：：み4， 9 f、•3りにつ＼＼で各甚羽 X練1釦頂•1 t碍チ籾如遁△几／こ

釘し1 口 v 卜したも心＇る 3．ヽ、イ知噸伍誼和紐和が四が砕
ぃ知，成糾叩·iiqず＋もかm 1か／トレた。炉う 2"~I<=>:,~ 几ー2•4,
'Y¥_-::.-4四 1 よ勾1.--,ヽぢ紐畔＇あ 1.1な各Im-hl臼炉4k最ぽ息
科して、'~。
ゎ釦·高叶 lしf'- f練科ス'.l ~,斤｀刷定し衿絲傭境曲純が阿？●91

KA灼 CrB2 ヒ湿分物（パ： B （元i f訊 ll~ l ; 2) をル報 L たも n 1•' が。 ：如1,
12 年9舟｝‘レン 7 tzトロンり且心 ll 出しビ｀ーム渇走が053窃紅｀ーム・オ
ン, 2. 05杓釦｀ーム・ 17 遺逗げ＇あ3 こ℃を利用 L9Li h[ 0)p綿瑾出
凶やヴ， l釦’0842S 叶肩危ル令い（親l恥れ--Z..＼＼ふi珀闇粒お支q短
h‘‘‘ 代h !1. q Li (Ty2..二 0` 1 1 9 5) ャ、さうも吋｀み 1.

‘‘1にし叫凶＂，紅如ヽ＼t衿，ふ北いしな~I ふ心迂叱，れわ叶しし1イ杞，
ヽヽわさぅう知， しがすしな L ， むi.~1ぶきびこ， h‘じ‘＼うい1 ,、も--e._ L 巧
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籾恥，： q tうにし1親禎Il3紅B t Cャへ") 1 -1'.lン 1栂iat R(B/c.,,)
直叫）を註·訊如如．アかI I、したt紅紅齢珈っ ll?.,.O)暉
匹1 吐賊I-;: i ~す"-釦··石 3 が，似滋l← II 叫,-,..,. _i齢勒 1巧 l¥ -z_叫釦
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2A15 冗―中朋手の軌道透移による核励起現象

（阪大理） 0篠原厚・樟山明彦・斎藤直・馬場宏

負中朋子（戸，冗等）が原手にクーロン捕獲されて生成する中朋子原手ゼはカ
スケードの終段階に近➔, くと原子核に非常に接近し、通席の原手に比べ、枝との電
磁相互作用が非常に大ぎくなる (E2 の場合，ex.え元）。 また、静的相互作用によ
る効果（超微細樟造）の他に、遷移ェネルギーが核準位のそれに匹敵する程度にな
ると、核励起等屯起二す勤的相互作用が現われる。 このような現象ぱ特にµ源
和：おいて、変形核の回転レベルの励起ゃ、重核雑域ずの 2p -1S (7)無輯射遷衿t:
よる中性う放出や即発核分裂として観測され、かなリ研究も進んて｀｀いる。
ごれに対し元原手て’'は、相互作用が強くなる低い九（主量•手数）状態切ま｀強い

相互作用により元粒手が核に吸U又ざれ、その影響が‘少ない、面ぃ九状態では、相互作
用が急敷に小ざくなる (E2 の場合、CX:九ー6) ため、このような核励起現象は一般には
穀測されなし l 。 しかしながら、元遷衿と非諮に近いエネルギーの核レベルが荏在
し、その遷衿の危重度が共通ずあるという条件が‘5蒟↑よされるならば｀｀観測にかかる
程度起こる可能性がある。 このような条件 IJ r 電冷遷衿による核肋起 (NEET) 」
と同じ｀て‘あるが、確率はかなリ大きくなると考えられる。 ここでは、 KEKの冗A

チャネルにおいて、可能性のある数核種について、その話頃牲試｀みたので毅告する。

［原理］ 元遠衿による核励起逼ti>- lgl > [gl >
程の原理左図 l l＝示す。 ここて｀‘ヽ

合成糸の全角運勤董F とバリティ
が等し［すれば、元粒子と核との相
互作用 H （冗N）を含む新たな固有状

態 1至〉， l空〉が蜆われる．これら
ば摂勤5去により /NI九Q; f:. M> と

|NII'元£;FM> の線型結合て｀｀表わざ

れ、その灌昆合角〇は、両状態のエ
ネルギ｀ー lE （至）， E （匝＇） とすると、

I: >=I n9〉_I:〉Iー：ここn:‘FFMM:91 1 ¢>)

l3~ln' t‘>•|g> =INI>
---- -1 g3>-• l g3) 

. 

’’ '、
'' ', , 
'' '' '' 

'' 
'' : : 

t&t, 0 = E'I [ E （亜）ー E （空）］ で未： — leU 〉 leり〉 V • 

められる。 ここて相互作用エネ n—atom Nucleus _ . R:sultant system 
<unperturbed) (perturbed) 

．）レギ｀ーピは、元粒｝の核内への浸 図1.冗遠衿による核励起の原理
透による項を無桟すると ,EL遷稔
に対し、次のように表わされる。 （記号は't貫菅に従う。）

E/=-(-1)I缶F （号）佐[(2I + 1)(2t+ I)(2.Q.'+ I 爪誓［） (!'~~) 
X B (EL; I → I·（)栓〈直 l e. rー（し＋ I) I 以砂．

しのはら あっし•よこやよ あきひこ・さいとう た rざし・ばば｀ひろレ
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図 2．冗I の

遺スペクト）レ．

数字は名 X線の起

因する主董手数

（九→九＇）を示す．

下緑付きのライ‘/

ば核励起過程 l ：：

よりサテライトが

戎われる双泉。
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また、 I~>, I亜〉の生威（上のレベルからそれぞれ ees20, s切サ0 の確率て｀奮遷衿
する）当りに核励起が起こる確幸も P とすると、 8 が小ざい場合

匹 (1+ ['/ r) • [ E'/ (EA -E団］2
ヒなる。 ここて‘r及び｀tは、それぞれ 1九ル＞及がlnfl'〉のレベ‘)レ幡である。
［実験笈が結果］ 元界、手では｀核は元粒｝と反応するため、それからば核励起(/)
情報ば 1号られない。 片のため図 1 (/)破緑で示レたような奥馬 X線（サテライト）
汀曳測することによリ核励起(/)検出左試乃た゜ 今回は可能性のある椋種と L て｀
呵，＂s-As,20'1似，109Aをを選び｀元X線スヘ°クトルt測定した。 このスヘ°クト）レ中、サ
テライトが検出されれば、主ビークとの強知t r*II:::. 乙盆8 ょ II E1ゃ P が得られる．
刹定は冗AX グルー 70 (1)標準セッティング｀て｀｀、各単沫粉末試料について，表 1 に示
した条件で行なっ「＝。 一1がJI::.して図 2 に元I
17) X 線スペクトル左示す。 図中の下線付き(/)

X線叶要にサテライトが現われる。サテライト Sample 

の解祈には、主ビークの形状が大きく影饗する
向、ローレン国如検出知応溶朋数ず． (g cm—2) 

Target thlckne~s 2.80 1.77 2, り2 2.75 

麟み込A「ミ‘X緑用の歴楼好戸使っに 解祈 Counting d~こ悶n 39 2り 13 6 

ば進行中であるが、元 I に朋しては多く(/) r線 St opped" — ;ven t s 819 り92 380 1り5
による妨客ゃ，統計不足によリ、有度、な結果（エ い106 が）

得ぅれていない。 一方、 P の理 表2. 核面起確率f/)理論的推定4直
論的推定1直は、 B(E2) は文蔽｀ィ直、
〈nt'ler-(し+l)lnt〉は水素原手

疇わ即数t利用した言t算I直から (EA(Kev)) (EN(Kev)) 

Nucl Ide" —atom Nucleus IEA-ENl(keVl IE'ICeV> P 

求められ、表 2 にまとめたように 1271 

なる。 これによるヒ，検出は
かが1 困難なように思わ K がため、 75As 

現在、これら理論的推定i直ゃX緑 209Bl 

直度分布等を含めた詳細な解枡 109Ag 

む検討中てある。

表 1 ． 測定糸件

As Bl Ag 

Irnns It Ions 

7h • Sg 5/2+ ~ 3/2+ 2, 12 
(20り． 96) (202.84) 

4f + 3p 3/2—• 1/2— 0,93 
(199.58) (198,60) 

61 + 4f 9/2-+ 7/2— 3.58 
(~190,2) (896,6) 

4f + 3p 1/2ー+ 512- 3,42 
<~411,9) (415,3) 

16,0 1, 1x10-4 

16,9 6,6xl0―り

127 2.5 <10—3 

13り 3,lxl0-3 
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2A16 固本飛跡検出器による 20~Bt (stopped..冗-,f-)反応の研究

（阪大理）篠原凡・獲山咀彦•°午安i均｝・斎藤直
馬場宏

自由元中朋手は弱ぃ相互作用によって自然能壌口（元→戸吋み）が、中朋塙
手を形成し「：：元は、内殻秋道ヘヒカスケード遠格し、原う核と接触すると、強い栢目
釦罪用により核内瘍手に補獲されて消或すふ その南，運転量保荏のためにj2
叫亥手も朋与レ（元＋ P 十 N →九十 N) I 元中朋丘静止慎量ェネ）レギ｀ー (ILf.0 
Me.V) は 2核狂運動エネ）レギ｀ーとして与えられる。 これらf/') 2核手は、核外に

飛び｀出す前に `1如校内核和衝突する堵幸が大きい。 もの湯合には前平衡恙呈
逗て、排獲原手核全1本の励起に至る。 尿手核の元捕獲ヒ｀その結果生じら櫛カ
起と脱励起については、広汎な研免て｀｀哨らかにざれてきた。 冗捕獲による U嘩
分裂の発見 (1) ば、紅豪状態叫亥分製研究の途を開くものと狙待されたが、上記
の紀過程の明確なI讀佳が困罷なために｀賜子による研究む凌＜｀｀に至らず，すぐ｀ド廃
釘：：。 /975""年にJINR(2Jと紅N (3 Jて｀‘、元捕獲原子核があぃスピソ核も生
成することが発見された。 コ実験結果ば，それ庄での元捕獲理論てば設恥れ
ず，新たな考緊ゃ実験左要求するものてあった。 元捕獲後の宦核0 平衡品起状態
に限れば、核分裂ヵ＼｀巌通の研究手段と尭えられるので、われわれば 209 Bしの元捕獲
核分裂 E 固倅飛踪検出器も用いて研究した。
（実験］ 后中朋子叫暉紅 KEK の冗µ
チャネルで冗 X線測足用セッテ 4 ンク‘’屯用い
て， 93- 『と 9;- 'i?サイク］レの 2 回行 Tゎ T：：：゜

鉛ー『サイクルでば、 Au及び‘B以＝ついて，固

体俵跡検出器（マイカ、ボリカーボ｀ネーl-等）
のテズトも茉ねて、予備的実験屯行なった。
次(::'子(1)奈吉果の検討から、 BC I ：：ついて図 1
に示すようなマイカ飛詞検出器、乏用いたスタ
ックを作成‘し T::. 。 ：：：(1)時、 Bt中の正確な
stopp砿冗頂豆未‘あら「：：：め元8清浮から(7)

X線を測定すること及び｀，頑捕獲核反応生戒
物の汲lj定のために，厘ぃ 8淘末試｀床斗も括入し

た。 83-8 サイク Iレて｀｀ l J.'こ(7)スタックに

↓元
トr",9心けャ994

!: :: ：号：： :: :: ：：と：： ：：と：祠：I

ト”'が一如叶
l l 

ド如ヤ←I)やャ4

粒：忍餐：翠恣翠：l
|祝/、が叫枷9”)4

= MICA 2 
13~23mg•cm— 

一BISMUTH0.7-2.Img•cm•2 

四B1SMUTH
POWDER 
1.8 g-cm-2 

図 1 ．照射用スタック

ついて 26 時朋這射及が、 X緑測定を行ない、怜の後直ちにげ紅j足定行なっ「：：：。
図 2 にや (/)X線スペクトル王示す。 B~ 中の Stoppe幻元数は、主な元B口の X線5這
と元捕獲当 I} の X緑収率から求め、予備実験ずの Sわpped.元数は、ヤ (/)1直ヵヽら冥
験希件の違いむ寿慮して推定した。 照射済マイカ[;J;雌酸て冷心除ぃた後，繹怜
HP に浸し， 32°¢ で約4時朋エッ干ング｀した後計考文した。

しのほら あっレ・よこやま あきひこ•もりやす しゅうこ・ざいとう ただし
ばば｀ひろし
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回 2. stopp五冗

阜象と同 B寺言t数し
r迂CBi:.の X緑スペ

クト）レ． 数字は

各X線応起因する
主骨迄（冗九＇）
も示す。

4
 

S
←
N
n
口
u
)
3
D
1

8-7 7-6 9--7 8-t; 6-5 

I I ど＼ど
7-5 e..-54, 

＼ど l
6-l, 

“(j BOD 1200 

CHANNEL NUHBER 

1 600 2000 

［余若果） 現在まfl ：：

得られている予備実験
<J)結果を表 1 に示す。
元捕穫当 Ifの核分裂確
幸Wがよ、それらから予
備的1直として，
昭＝（4， 0 ::t 1 、 4)Xl0-3 
となった。 こ(J) 4直ば、表 2 から分か
るように Ba訟sov等が直とよく一致
する。 また、現丘解枡中(/)ヂ—夕店
加えるごとにより、より確かな4直幻犀
られると思われる。 表 3 に本実験で｀
て‘，検出された冗補獲核反応生版核程
を示した。 譲瘍てしま、こごて｀’1尋られ
に Wt~昇／巧の 1直から核分裂時の年·
均励起ェネルギ｀一忘来｀め、一方、長 3
に与えた核程について刹定した元捕獲
当りの収率のデ｀ータから元捕獲i知核
(!)脱勧起邊程について考祭忘行なう。

表 1 ． 実験結果

Mica No, of 
detector tracks 

Fission 
events 

No. of 
stopped"-

応

#1 709 土 82 443 土 56

#2 2325 士 91 4470 士 280

5

5

 

0

0

 

x

x

 

7

4

 

9

9

 

1

8

 

(2,6 士 0.3lx!O―3

(5.3 土 0.3lx!O ―3

表2..冗捕｀獲当り核分裂碑幸

Author H f 

Perfi lov et al, l4l 

Batusov et al, l5l 

Present work 

吋〇， 02

(3 .7士0.8 J x!0-3 *) 

(4.0土 I,4 Jx!0-3 

*) From 209B i /235U=(6,8土 l, 1)xlo —3 
using 235U=0,54士0, 12 (Chu Item et a I. [61 l 

表 3. t線測定で緩測された生威｀核種

Reaction products A
 

（参考文献〕 g

u
 

l

H

A

 

b
T
A
A
 

＇
ー
、
＇
ー
、

P
A
 

ヽ

l
n
n

A
 

ヽ

l
n
x
x

n
x
p

p

 

x
p

2
3
 

9

9

9

 

—

-l-

1
1
1
1
1
1
1
1
 

(‘,`‘'\( 
207 -197,204m, 202m 

203 -196,198m,196m 
(203,202,200,198) 
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2A17 

碑総伽ふJ負：ユオンのi鑓
（見丈疫） 0蔚翫虹仏諺尉，瑾饂

叫．急 5ユオン研）は灼野 Iてうちこまれ｛てとき，媒使口粗互作用Jこり
疇訊，つ IJ /-:. I項環ヮーロン打力Jことらえられる。ーか暉い祠璃
チと呼ぶ。狗釦‘｀ぇ稚以上の原知｀幻｀紅易合（たとえば孔冷杓）にJ Jiが｛lガん'
遭馴心囀釦＇圧豆心I直広いかぶ叩蜘＂ぁi。
パ南這ふIf d}¢もパ知虹（ふ噂．2 （西＇〉， □ ヽJ Ia クーロンダIヵ，て
り和蔚への蜘（心）1 <f} 27 吐詞：：J.＇)珈幻紅心這瑣 I"-.
依存するの 1＇：炉這心屑畑碕今立をつことになる。滑か I孔こが
吋伽差愛さ利用i k l ifet砿嘩IごJル這区絃炉‘ら浮合杓，府痴直ク
扉紐かi 7事扉てさ［：： 1河紐7.,1 炭素，塩素，イオウノ /K紅
砂t艇濯釦認ri緬絵I口狂―遁｀f差 l：：フ 1/ て知プる。また化吻
1ごと紅えられた凸砂い·ょび｀幻枷秒勅Jこが 9 び組叩こバ淑拾すi.
事·峠恥＇Id I I和立）レや疇約励が知疇畔厨叩翔史
絞諏ザ2 がi一り‘らのパルズ杖¢ビームを利用廷。謀料化着止した炉境
虔f'放出さ水か犯戸 7/) ラズキ ‘7 7 シンキしーシ 3 ンカウンターにi')検出しマ
lレチストッ lbrf) C,てJ')時l節杓L1 }ーっ鯰畷（鴫パ 7トル）さ得た。
“スヘ°1 J. 9レ該渭微I：り四m, グバ＂れの印遠釦已 Iご"l,•Jパ滋
直玖｀めた。明碕知鵡60~?o gを鑢紐（ 5xSX 2 ~2叩／ょ砂
rf I~ 入れ， 1 -ゲ'、7 卜と l 1-:: 。
韮·絃恥方(}て，紅椴紛灼 C叫直 C'./(H心a につI/て，狂f
水北れたµ這縛｀獲ヰドー［合］紅がド証］を表1)こ示す。化合判 A砕ベ
）こか’ワる創料l匂知源打絨I］／原這身と和及：：：江ff')Jると II う F釘‘心—
Te/1er 和1(Z和）），戸［合］ ⇒ 戸’AI立9 ，がある 4)。ぴ厄絃験虹叫譴
の結果I這峨したとさ 1 H屈紅合まなり化合芳 ('‘lむ滋的予現＇雌吐砂ガ‘ン出を

起 C紅西， C叫ふ，：刃圧和紅縛比
几紐勿 ドー[a J 几合ゲ勿
(1) CC14 0.10ｱ0.01 (11) C 2 H 3 Cl 3 

(2) C2 ~Cl 6 0.15.ｱ 0.01 (12) C6 rH6 rCl 6 

(3) C2 ~Cl 4 0.23 土 0.01 (13) c6H2c14 

(4) c4 .cl 6 0.28 土 0.01 (14) c6H3c13 

(5) C5 ~Cl 6 0.32 土 0.01

(6} C6 ,Cl 6 0.40 土 0.01 (21) cs2 

(7) CHC13 0.18 土 0.01 (22) c2％男心ヤCH2-CIt,-SH)

(8) c3HC17 0.18.ｱ 0.01 (23) c3怜発

(9) CH2 ~Cl 2 0.30 土 0.01 (24) c2H6s2 ccH3-S-5-CHJ) 

(10) C2 ~HCl 3 0.32 土 0.01 (25) C 2H ｷｷ6 S 

µ―昼iJ
0. 35 ~ 0.01 

0..44 土 0,01

0.58 土 0.01

0.83 土｀•0.01

が[.fJ
0.26 土 0.02

0.53 +: 0,05 • 
0.60 土 0.08

0.63 土 0.05

0. 95 + 0,06 

がガ（ I Jうヽ）乞 じみ［げ’f:l1 し· I ）した＂ガフひこ． riがみわヵヅaI平＂
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釘むものI1 µー［ん］が正の知f司）：和h.'flこtが認厄紅 o ご紅韓這I[] I)こ．デ1
紐戌刷知呼Jに［研籾釦‘らのす｀｀幻麟樺蒻i崎物OHが必C1)屑，
手tt Hie (rx) l‘• あう。加争］合が人が rJ、 5,ー＇フれて，ず＇い‘,,人き< ri囀r砕｀＂

かれうが；二i ln f西心砂炒｀元知囀噸澤Jこり疇fて鯰賛
叩臼＇Iレ 5)の夏這王＇でる。すrよれ知lて1扉援さ水ゥ心戸＇ノ／辺l勾
t'‘C-H 箪直四朽知粛釦嘉．初蒻履されゎ過程が存在しノクの 1：：め
叩（ご示す戌1係が｀柑わ囚：：と芳えられ 5。この追程の杓在 I-Jふ叫ふ化合ゲ砕 I：み＇
l1 で， C幻ぶz. If) 2っの成危襲ぽ炉暉tげ峰］を［滋することにか 7 も寸，
されか CH3-3-5-CH3 ば）の祁釦／滋辺今て C Jご蛉合して、Jるか｀• SH-CH沼f2-5H(23
1"Ia,4 涸 IJC)こノ噂l加：：摯紅 I／る。逗叶加幻麟疇在げI) る
(Jら 1 が＇／ 匹斎恥＞ドー［念］ば）が鄭待されるが：表l 疇されて I I J J:ぅi：：ノ
四結果,,;. fの在在む乏埓すうと兎われる、
知砂枷凸杓勤過程4`'在在すか,/4'がう力＇紅紅‘る［：：：め， C屯午と（ふ
が鯰和：：：が 9 て／）司種しの究瞼を朽9)µー屡Jを求めた。 cふの五／し分幸を丘
し／上訟のiぅrり乙羞l勺＃珈麟鰭立す 5 ヒ和r…-T-e l/e y-fJ'l妙，ー｀か肉
印｀が得吠る。 ¢［合］ ::: ／え (I- f)...,.、f ＋ふ6(I-立。•7/(#)-0.62

が 11 ,f

池,a C,H口 Hr..とらえクれたf―ガ‘"戊に（辺＜杓勇hL店（Jと仮釦f：：ことに相
”か叩 I:: 、現合みにフ（／て埓られ［が［社Jた厖 I：：吋iて］°ロットした姉
屎左示和勾配，t刀片とも上式｀列直とJく一致iてあ’ゾ／ L1：：カ＇＂フて分チl句町砂
秒肱m過程I3L1 以ぷ'•rj 9) と房え切れる。

:` .. e 
ふ。

10 
';' 土． . :: e 
呑

8..1今ーゎ．3

日：＼
•1a 
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゜
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ヽ
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疇

ヽ
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゜
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ヽ
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、-0.I 

ふ
＿O L 2 0 、- 2 

卑ふ呼r..-;:,•rJ~ l妙‘らが［合］のず＇れとか騨．血 C匹凶紐紅：：おけるµ玲Jと
億l中の"3 表 1 に和f化合杓I::ぇJ応する） が加尿．

1 ）．叫．畠禾，該疇 B4叶直秋季年令 z複液 (Im ，募憐）
2). 通井．釦k，狂．嗜，鱈矛 47り呑季年会心鯰 (lm ，点紆）
3). y.Sakai,T.T0砂呵o.., k, I st..',Jo..., /<.Na,炉mine.，血心clie爪・知0研ol. L€北，bt. press 

4-). E. Fer'hl,i., E. Te lier, PAy.s. f<..ev., 空， 319 Cl?々7)

5). L. 1. pかomrev,Aか•r<.ev. N叫． Sci.,益， 395 (l9 73) 
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2Al8 畠ェ才 Iレぎ‘-po‘品居シー 1レド‘づングリート中の孫岨放知能

（祖遺） 0‘血巌健如祁，平山茨夫、｛辛糸ー， 田井厚パぷ

石升睛笑．

ｧ 鎌 言 : 品エ井 1レヤー加速悉施設にお＇し）て危コン 7 リート吝で‘逢板遠

r＜ビ‘ームラ 4 ン、 ダーゲット室吝は加迅慈運弟玲 lミ面ェt 1レギー／＼ド‘ロン＆伴う煤

芥尻、睾喝 I~ 曝ぅ；れる。 加私痣祁、ib a奇＼旬の消証 1：：：＼半り、 トンネ）レ内の胆退揺謀昼

シー Iレド壁寄がか矢射化され，加速船為と呼• 11)｛手吋｛乍象ドお IT る{ffg I)枝喝かドがJ
m雌となって I\ 3 。 茂九に放如化され T, ＇む臨了の加足弗喰危棧からの息互’”":
卑は局所的な逗蔽ぁ｝ II l1 足判的咲禄r.,;ど 1こぷっであ 3 翁疫コンI- J]ー）レ炉可詫巳であ

:?i. 勺トソキ｝レ 1打シー）レド長 1 よ..t:言も加‘昆舜筍品吝 I, 屯軟し波的"t.吐呈度 l幻全 11

ヵ泣濱遁］にわ"Ii.:-,てお｀），京隙心巧迄蔽か靱かしく，ま「＜迄和滋 liー厖定祐'"lれさと程全

々 "'l直力‘う 1祓広．立修がうじ序 Iこ｝困難である． 4足ってその銭堵放紅能，1 匿弗的向と

i;.も 1<: 恙籍しシー）レド戌からの給短佑葬ヵぅ項者 rょレベ｀ Iレに立1 3 ミヒか森塙：れて，，る。

本報告で/d.沐このとう rJ.錬見泉から直弟凩，｀ぅれてい b コンク＇I -卜象れ（みな欽

鯰陵録鉱，灯利，・ビメント） ＆心‘・炸也打 l r. 11)えi九がケヽ l 大理みにつ 9l て K l:. K-\ 2.

G-eV 薄手レンクロトロンの渥ヽ、ビ｀ーム取払し施禄 1-::. 1,, 1 l て照和し，光の宅杖放節能

支 C‘ ＼＝翌如埠危卑の経括度化ももt. I：：，高シえ）レギー加‘あ舜泥設 Iミ也苔なトンネ 1レ内

シー 1レド府 I::. ?II て孜‘訂しT，。

ｧ 虔 験 : イ）試料—--- l!旦知試‘耕の虚昧鉱民な規鋲鉱，だ環 Itそれぞ｀れ岡

山昂． 1こあ 5 同如肱t （枯）の金平，梱·原絋釈所r'£.のものと, セ'fント心l、齊lfl-セ 1ント

（伊｝レトランドセ｝ント） K, i Tこ砧ケ手‘l は '.!-'I 租 I’l i氏偽iて＇‘窃屎したしりと同 Il た。 セ'f

ントJ;j.. 9卜\J.粉砕し．q.0~80 メッシュIT) t..のしアク I/ Iレ，，ース (ZS n,"'-, ~むら 2mm,

恥山）に入れ照約拭科とした。 口） 墜約—--- l::託試科 1J I< I: k-I 2 ~e V 喀｝シ

ンクロトロン五，，ビ｀ーム和出し施設 (FPZ) Iミむ， l て， I ユ<i;-eV ーンロる子ビ‘ーム屈仏＇‘

＝次社｝終（，，・ロ了した。 一次渇子岐射のig合 11 .r. t己拭叶と必cんし汀 I句どを初し

た。 沿｝ゑ/1-同時 1ミ翌約した A丈ぶ，f，こユ1A J. (p, 3 p h),’心且尿（か＝ク、 e mb) で‘

生坂し「＝ 2”／ム0\王紋を力‘ぅ＊、11), 吃の I!- 11 s. q.'I x Io 11 P"。1:ons /sec.. <`、あ;;,た． ヒ＇’

ームサイス`· i'J. 5 WI  C (竺た一~ →口ion{zat,.^ ~……む）か己＝ ？ーし約 3. 5 mm  (& 

12 ) であ，た． ーカニ次私手繕．翌知て‘'1:!. 1=-p 2-A ヒ‘‘ームラインの甲向手祭モ同？ーゲ‘

7 卜 (P-t: I vm. ,A‘―心，ゲ吻·勺） の後ガ， ごーム師 1< 灼して的 30゜の" l1) 

斥):..-J＝ェ記毬卯誤‘料屯迂ヽ 1 で 201.5 吃 1日照負ずした。 ハド／ユン呆 11 同跨／こ翌和した

A 1.凸 Ifド宝奴し T• 巧／＾ 0)生奴屯力｀ら I、 OI X IO •7 fko砂／ ～ュ I,.._....c E2 30/りeV)

であフた。 I¥) 捌定―＿---墜射．試‘叫 lふアクリ lレケースに入小た'l- :l. Gre (Li)-PHA 

心l之した。 各試坪の生狡放915色 l l-~峙 l；；墜加し"f.: 7 7'I}レケースっエ奴放柘免と

iし 11 、ヽて哀めた。 湿’l 足ば一、々fら｝ピ‘ーム吐如試枡 lこつ ll て 1よ約 S 呼｝司氏 i r;; 
二次＇介乞｝莉註｝ーを加で｀ l i 3勺午 0 9§IB 後 Iこ液’I足と用炸‘した。

ｧ 結果及び房廃 : 堕知し乍方tい料の Y 埠·1 べ？卜 Iレがう 4立厄~ぷ与 り

枚 1 叫切で‘1i咀卯導や箕 1：：四す 3 店手狡私弁がらの埼与のす z•0 :zび心 Iこよ：いが

こんど｀うげんじ＇うう，右らやiびて‘• 5‘, 'ずんしゅう，， 5, た 1) のみつムこ， I} し 'I

I J Jみ，
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文 1 く，蒋しウ叩，セメントで‘啜力て｀•あ？た。 加株鉱、象錠鉱Z." 11-2."久の位／ミ

巫Mn 、`了かシの虹生キ＾ n 崎；ずかな｀）の割令と品ゎて， I';; • ~,; V-°-これう
辺 6項：鱈私採がりL-f＝後に 11 終 .,..Se 、こ，巧V, SIC,.、 52/v1 n, S`  f左のい＜

り笞萩私筏ヵー 9互釦絋舟孝Jこ吟手 L てt 1 3.' とが明らかとな，た。 一方丈祝石で 1:1

r J" IV マジ‘7 7 {iサ姦t玲フ午0乙が宝汲んで，予視：れて,,るよう 1 ミ舜も主放放

如能がナく、主な生荻衣社 1 J:. 7Be,,.広，下2心でみった． を小ぞ‘れのg"1 試‘料 lこっ

\I て各王杖札柑 Iこ対す 3 Aぶム4 ぃ叫；砂 A.i (c、•l1/<p1s)) fみ‘め，

これとをとに照知した試科ォグの痰知絣兌辛< £.‘ R Iえ／'j/(P/ S)) と次文‘c•• *‘ぁ

た•

p =と［ A; (l -e)  e 一心 T… -入込 Tw
し

10-ｷ' 

さ：でに： RIん． C,; ー／必 I C!>H- -r... -ti,e,'出心C.l.、必．入え、.dee勺： Cが必． 0 f
也泊心必逗今そ n“必•み， T <AA : ~o..ol:,a.なが包べJ Tw : C.00臼tiれe

計箪系屁名の一f11/ t回 1 Iミ示しr, 。 胚、射＄皐t率 1這ウ‘シ咀らかなよう 1ミみ註録鉄〉

＂鉱＞叩1 〉如バ〉大坦lb dJ,,＼魚であ 7 た。 cooら芦が約 /O J-If.,._,.乙＂ ／よ大・

蒐ん力‘; n 媒呑幸[J雄叙鉱のへi/ioo ，芍れの～ ％。であ？た。 子紅紐釦う
が成鉗鉱にリも知 /0’／・媒セ芽も•お， 1 。 さ,; 1"- ~ lit. ~み唄莉 I ミ -,II て得．られた（直
tも\:.し＜灼際のコン? II ート（をコン 7`) ートJ者池コン？リート， 大産石コンクリート）

に 7 11 逗釘綽肴卑＾ ＃紅埓羨it:.t比荻し F が、もバ朽象 I d- J.ン 7')ート舟材のたれと同
叫｛喚（a と元した． しわ‘L --,:_翠んコン？リートで'ii日， I f：：セ｝ントカ｀らの碍免年ヮ
知が大王＜，こゥ泣疇因としてt 1 ント Iヤ"1 N久の登和5 }袖‘4度及た/: J ~加
の勺 ~Iこよること力｀弔う力‘,~なった。 為エキJ，，，ギー加足沿雄設で I d.｀迄蚤妙昇とエ．

Ir ; f-sめ公度 9 A 乏JI角コンク，1 -卜が心 l::. 用 II られ 3 が Ltc のぶ 71 ：：： ｝い釘放釘

fとが木芝い\:. `‘う欠長がある。 't ~ c:ｷｷ 1炉6

涼知従の少＾ II 下党石コン? 1) ートで‘トン示 1レ内

債1 逢ぅことら乃丸叢鉄鈷，．r..ァ虹心'.lン
？りートがづ分と rよっ r：コン 7 リートり袈i乍t

試みた。即·乍 L た（袋鉢鉱＋大理石）コン？

リートは他のコン 7 リート．と同社 200 I<y/叫,.

ジにの戸珈磁令せ持 9 シ）レドコン？ l）ー). l:.. Lて

ィ足用比iふミとが半11, T, 。 放：知t:,:_れた

蔓錠鉱ヵ｀ウ＾遠蔽と尻ぇ T, F-翠るコ＞クリー

卜ん危をは ID~IS ""'ヵー造苓 Z`‘ ，このよう「3 対策

を協1｀ふミとドよ'), 1糸守作予峙 I' ぶ IT 3 f乍

素届のシー 1レド壁可かうの放如埠によ 3 格

曝党：惑ら 1 ミとが出手 3 きL芝うい二

Yeor Irrodiotion 1 (!) Cement A 
Secondary Particles 、'2> Mぶble

~ Grovel 

@ Pyrites Ore 
,5) Magnetite Ore 

, 
゜

E
3
一
ー
。
さ
d`
J;
oヽ
q
、
r
-

10—12 

10ｷ13 

10 102 10' 

Time After Shutdown (Houri 

国 1, ：：ン又社う堺で l .zi- %)翌知した各コン

104 7 リート衷れの§を知紘舟幸のま｛ヒ．
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2A19 KEK 12<5:-eV PS ビームライン周辺空晟中の放針性
エアロゾ）し
（高工研）虹籟次訊゜j抑幼，神田征夫

（緒言］高エネルや‘一加函慇蘭加空気中で IJ'、一次ぁか‘ロニ双、芍ェネルキ｀‘
一粒五ょ虐疇·にわて虹成した放加庄核詫釘茄射牲平了\J‘)うしあるい 1まガ
スと l て存托している。校硝叡謬恥ざ応鵡莉の力 <Iぷ高い運動ェネ/l..ヤ
ーをも彊l恥詞Iv子炉り木、アトアト勾誌を経てエアロゾル化し乙＼ヽる以旦
りれているが‘‘f如に至る手で｀ClJ`翫屁、大き符粒狂汀すいす着虹｀の』ぅ＃物
珀遺疇知、 l手t-んど哨ら b‘ に＃って心い。 丘謬;(1い麟疇V-­
あ‘lT3 放射能．）放射線•V.:.)町；；知見ャ‘牒く尊求されてきてあ‘1) 、特虚叡占）味
即ll-JJ.入した叙紅性工了ロゾ）い：：よ詞部榜嘩餡麟直 L て IJ.甜記紅四ゾ｀
ル疇鱈仰和霞P‘ー・不可哭と rふっている。
麟J．前町硲長辱l ぎ領ぃて、高エネルギー町譲叩謬可〈 KEK) の、 12 <i
口 PS(Pゃ翫》n和如） EP-2 （立四よ如□斤右nbーた圧）周辺
鐸中のう2/ ;\Iムのエアロゾ几ぷ霞／分布，空頁中魂ば，非詞亨エアロゾ1し粒
径／釘帝について辞告する。
［史験］サンフ町）ング ピ P-2 {l)中洵子廃主用既ターゲット後方約謬四
じ‘‘ームライン氾じ‘わ｀ら上方 49必のi立岳に白頁採取口（聟 mm7>,わ）エチレン
｀花言灯、 6. 4-成1/fn/n. rJ)オむ 7窄使っ -(EP-2 肉の1!l.豆と痢危ヌ子一汀ンに
導3 う邸1定疫尋び紐2 河げ）の喝可這ーし応 剃危ステーションに恥ず3麟ll
定装僅頑喝鯰 l虹 1．口和乞
空気中霞虚急婁劾l定 放扉戸 1.Jゾ‘)レとして呑荏琢るオ釘釦、メンブ＇ラン乃）1/
？ー（オ°了すイズ‘‘凶巧戸t,”加呼）
上に!1/J.3/ によって捕第 l 之。（図 1
の日） 放卓エアロゾ‘)し勾肖集
効率は、 o.97以上であったo

加砂炉劾I足詞汀諏恥拡
詞(])晶~I砿御知が.1-fJB) と
叶ぃ艮涌頁キ勾応表にぶ＇）、）閃 1 0) 

F1 あふひ‘•F2 に揮集：がた茄現評t
・ーぷマロ‘)汎／のお足豊度（方誼玲旦）の
比砕。 (Ao I A I 六乞か？．、れ F11

F2 に痔第 2 位霞平）塁咄拉
知庶量名Cl)）釘I知‘ら、次のふう Fig. 1 Schematic diagram of measurements 

ぱ亮魂ぁ・よび｀方法によ＇）釦砂<f FM: flow meter, F: membrane filter 

と菜めた々 ル分。，佐，拉 0`}碕 D.B.: diffusion battery, M: manometer 

ぽ数£)這i炉、且晶元u.,s ~ EAA: electrical aerosol analyzer 

恥爪心にふてン如応：、与え収惚いる。 AP: air pump 

Air 

盲

M 3 D.B. 

こんどうけんし‘｀ろうむらjっひさ 0‘ ずがんだゆぎお
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ぃ。＝ 0.9149 e —3.770\) +0.0592 e-44ｷ66¥) +0.026 e —302 -----(1) 

3 こで、
nDbl 

¥) = 
aq 

n ; channel number (20 channel) 
2 -1 

D;  diffusion coefficien七 [cm-.sec -i 

b ; height of the channel (20 cm) 

認散係薮ら粒ラ半1む）月 1禾

D = ~ (1  +A~+ Q~ e-Br/L) 
67Tnr r r 

k;  Boltzmann's const. 
T;  absolute temperature[K] 

n; viscosity coefficient of air 
1 ; length of the channel (57 cm) r ; aerosol radius 

2a ;ｷ distance between the walls (0.5 mm) L;  mean free path of aerosols 
3 -1 

q ; flow rate [cm~•sec ~1 A=  1.246, B = 0.87, Q = 0.42 

訊l口庫靖紅：アロゾ‘）レv- フいて成立するが、今令苛汀―f ).]‘)‘‘1凶場合に 1J博荻
疇万皐庭導入すうこ豆よって、屹が繹心訊的疇3 ＞紅‘‘でき←史
隙叫、涌気う酎官〖J;. 1 砂ハヵ‘ら知砂‘“. l7}）叩·変化げ、達量各とル九。と0)釘i茶
狐訳、コれと応t,‘じ｀咋粒度分叩と対数琴砂布直定し／靖如忍方えて揺ぃた
グラフ□比較ょリ、最もよく合う令叩もっび詞布叩とした。 (F以4逗）
［餅果］ EP-2 叩記中の放身弁謬裏因加謬郵舜斤V-あ‘いて相謬わ心
られたャ‘`、今回麟 L 戸％包食， 3℃((/)環危り叡 I J:° 2四； 100: 1 疇ぃ割
合で一定しているよクであった。単均的rl空尋中塘度 I ir、 24加； 1．タ )(/0―~C/4点／
髯江ID芦心も心；加f冗如、ん、3 であっ広 紅I沖直｝定綽果
のう 5 、吹／幻厄？いて図 2 炉f: l 屁。 叩恥：和覗茄知‘-0、 25x/0ータ立で駅散
賃定 L 謬和計算直と示している。 言亡釦直と災測値口下必ずしも良い一取疇レ
（い riいが、加r/J喝知 l丘西霧邸鱈紅そ z知年で｀／沢f汀の小？ぃ令叩してい
紅予膠 3 れる。 恰乙が場合には約 20碍畔埓粒径ともっエアロ‘)万レとして和忙
してい 3 ど予躾さ爪立。 EA A 士用い辺固譲湘エアロ‘)ロレが比払澤剃定で 1よ、
心 01た…にザーク這っ伶如とし乙I.‘るンとが｀｀わ七‘った。こゅJ-う屯叡戸ともっ

非阪卿捗エアP.ソ｀‘鱈、杉ん勅和乏応がど‘てつ滋 L 1<:反応住に（活ん豆‘偉J竺訟原｝
ヵ‘｀ど乃よう＃柿互IF»l縫豆、最終的に 200~2,----0 A゚ りエアロソ‘‘)レに炭長し 2 叩く
のが I;fが知硬吠ぁJ認預である。

1.0 □-
0. 8 

0.6 

;゚ 0.4 
1 | 1 曰十

+H•I I I 『,_

閲：岳
I--4ー1万五•←-f-!-,--

ーI 

o. 2 f----t-H-H-1-H•ロピ
ー［口]-Ill二
合／

ー9→•9・『 1, I 

Fig. 2 

Measured penetration 
24 fraction of -ｷNa-radio-

activity as a function 

of flow rate. 

•4 9 I I I 

0.0 
ー 10 100 

Flow rate (1/min.) 
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2801 黒曜石の放帥ヒ研

（酌覆） 0富双翁餡＜健

1 はじめに

黒曜石 Ii'J<山洛聾1J I-:::. よ？て哨出したマグマが急冷して生じ｀た天然ガラスがある。
黒曙石 1ま日本のイペ表的な石器石Iわひとつ 1あリ．先史時代吠覧虹がら 1字多孝知累、

嗜石製石器が出工している．屹の産出する地疹が限ら水 1 いろ屎噌石ば、文化0 f云

渇ゃ交易ルート0)情報 E 1昇るJ::.t' 芳凸匁的に 1'1-重要な資料tある。元象含栢量 l て
基っいいて黒曜石の危泣£推定可ることが‘t"ぎれ 1-i-'.恙在学の分野ず）可輝な手法と
なる。黒曙石が釦包推定Iて闇可る従束叶；砂□ 1字．釦茨分元畏についてパ研究が主
t"徴量元麦に関可るも0))本ケないウ＼｀．主威分元棗の含栢量に基づ｀＜危地0)推定 lよ．
一般に困雅t'•あることが知られて I I ~。

本知I本．微暑元麦に着目し煕、嗜石の産地唯定に開すつ予涌斑樟とし7...非暖
戌放身:n直‘矛炉、＂主成分元秦およぴ俄量元秦 E 定量：し．考ヤ炉累なる黒嗜冗澗7..＾元艮
含量が炉｀のように変販するかと夜訂した。主威分元長 1ま Al, Na, fe, Ca../ M11 など'
徽量元柔 lが 5c, 位，希土類元秦など． 二十数元戻の定量を行なフた．分祈l：：用 IIT:.
拭料 lざ．中国・九用戎方q黒曙石這程沌t•あ刃登岐島（島核県）の久見と下曲
年（但い）ノ俎島（大分晏）、J:.場（鹿児島晨）り保石と・官尾遺昧（島雌
喰牧島）／タテケョゥ遺肱（島我晏松江市）から出工した黒嗜石製石器てある．
王た LEPS 0 手法を用いて黒瑾石0)'7ラン邁度を精度よく定量することか”t'3

T乙のt＇｀梵つ今謹もあわせt報告可る。
2 . 実蒻
往弄命楼種ぱ試料各声°叫をポリエケレン猿｀に封入し．立教文学原紅戸 RS 吐1

礼t..5分叩知、 5分岐喰．6-e (Li)半導i直土器・や9b 幻ンネ）レ汲痢分莉器
により 5 鐸q t媒スペクト 1レの項J足を行なった．長弄鈴核程 l;1:.. ~科各ゆ呵1 をポリ
工今レン笙に至ねし 立教：大学夜手炉 F -.2. l 礼t"18時朋照射し．ワ日闇冷苛後 3000
筋， 1 ヶ月冷却俊2.00 00妙似 L`l) 半等1芍知蕩・ 10244-ャンかい餞叩釦＂
が縫スペ 7)--)レが見l定 E 行なった。 檬準訊｀粗·ヒし Llま．JB- 1, J年 1, Cr-2 

崎V - 1 などを用いた。定量／直の崩~Iま t:!' -7 面複l丑fl11x補｀正不感時間徘｀正9
ゃ噸讃i正 箆董補正を行ない．棟準訊＇料との相対定量法にJ:-り求めた。だ且寿命核
種は Al, Mn なサ長券命核瑾 l本 Fe 、 $c／弗ェ粒元麦などを定量した。
ウランの定量）か知汎直）てある．各'.JO111:J t元）エケレン製 Iて封入した照射瞑i

5該料を鹿嘩該料ととも l2 カドミウム篭 I互入れ．立数大名原｝炉 RS 尺井 1 ふしt'.10
分闇照射し． 10分閤冷却像 Pu.,re Ere半導倖夜出器• LEPS l ：ょ l） lll負次 10 分間
づ｀っが線入へ°クト）レ砧見l足を行なっ厄。ウラン邁度の定量 I乙）ま．半渦悽月 23 、 54 分の
函 U がらのワ4.7KeV01 ¥線ピークを用い「:..

とみざ‘わた叶し・とみながた 1ナレ
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3 ，甜果t考疑
(I) 徴量元戻含府量ヒ産地の関係
碕分の該料の主成分元素含荷量 lま．
日本の各池t"産出する黒曜石の平均的な

釦聯‘人しているが｀，立臣鳥の試料lm 高ぃ
M冷肩量を示すという特徴がある．

屯「野磁虞籾Tによリ得ら木た黒瑾
石遣清元棗含有量は、産地のちが、、 I2. 
ょリ差冥が見出され h. 守竹3放術I“分
応繹度ょく定量t`33 5c ゃ希土脊元
戻など11 産地の證別を行なうの l l.も有
炉ぷることがみとめられた．図 1 /1.. 
“ん＾産坦を比較的よく誨初て..331到
として.以-Sm0散,fji区］を示す． こ0)檄
布記｀・ 1ま．隠坂島q久む黒曜石 1ま條突‘`
資国に分わレ， ミれ9ま黒曜石のを必埓
徴t反硬しtいるものと推瑳すれる。i
「国 2 には． Fe-Sc 堆埠図を示す．
今元秦が含有量P 基づ｀V't左地推定を

行なう統計的手法にクラスクー分祈かあ
げ、知の終泉I; ついても報告する予定
t••あi.

(2) ウラン含町量の定量
LEPS 這 l' li..ウランq定量私は．
譴がっ胸滋釘戸あって感度達
孜性． 1名棘度なとが． 1也の分析シ去に比し

てす（＇｀れている．国 3 /:. LE p S 濱lJ

定した黒晴石のウラン含有量の分和を示
す．黒曜石 o 差沌とウラン含有量遭i呆
いみると，九泊地方の女互島，上場痺缶
硫ラン含屑量 l可概して 1も澤度でぶ）．
疇曰パ急坂島＾ス見下西の屹れ1よ
高滉度 1.. あることが＇わか 3.

黒曜匂疇l濯閉浬すると思われる：
のような元秦含有量の相涅」'l:.愚曜石0)
危地の言餅5,Jを 17 なう度 1消液1)なオ辞稟とな
3 可能性がある．

゜
• 
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E
d
d
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E
s
 

よ
｀
▼

. . 
v
 〇

ロ

• 
. ・

10 100 
La(ppm) 

ロ女臣島 。朦瓶 • J:.喝
・下西 •久見 ▼宮尾遺跡
• タテケョウ遺跡、

図 1 La.ー Sm散布図
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゜

••• y"4 

ロ
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Fe203 (0/。)

ロ女臣島 0 月要缶 ▽上場

・下西 ・久見 ▼宮尾遺跡
A タテケョウ澄斜ト

図 2 Fe- f> c 散和図

;:'6 
ウラン含哨量

上
久

•• 

●
＿
・

• 

図 3
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2802 薪癖系痢賢土器の検出

（希紅秋噴犬／京大原げ） 0 式も利一，平哨章弓
和布涌穂司＞中叩広

1. 和釦退怠も））l濱海 z 屯ゞとし次氾和 5 一心釦直病砂／形式約 K 雌月

鉾糸と砂れる釦賃土器が(; mば発板される。乙が幻哀J噴;I:.混心果以朔籠ガ‘

如り応叩ぁるのか，それと釘郷配つ算尺f句エかふ忍這へ来噂っ衣が‘/

乙れ仁‘｀のと乙ろ灌i祓乞れ又’れなれ．合希化；考鋲1令斌y、よる吝代土ゑ知彦父叫餃斌

愧柘碕念l/ど束ぃ牽者ク同今回，矛滋池和鳴祈複碍肴浦複碍ヵヽ如豆
レ仄族］貰土沼1度を X翡今枡衷サJ氏忍葬イ乙分祈法、 K よフご分浙いい彦也
這走する叔釦得知く●‘／そ追来滋名する。

2，贅料は和歌山県欲市条国今灯紅濠肴委員会／ゎ‘丘｀ノ町紐ん心＂
縁和喝舷砕K。資料釆釦研磨ぃ項餐汚絢紅余去しれのち, I 00 へ2四メ
ッシュ可翌知粉砕パ。粉禾萩汁はがいぷー紐製咲光紅象知打峨どにぷ反
ノ Rb, 5rこ寮董するととも凡京大啄げ以疇化僻 V1 SらはそOJ釦和
頬ぇ素遠をいく。デ／ ？叶湿揉年試料y、しる戎翫釦示り似。

3 B和向ける蛾兎忍窯業疇以疇知キ，ヽと U て 5む釦知玲 3 るど吐？
り。伍者窯口疇泊紐び』り I V'び釦釦1.~"'が噌釦ぁる。し1 砂
之 1 5虹訊と＂わ炸紅碕直碍帝涌直郎直埓代 K 向すご,.I< /大板釦it"..
頑唸器烹度全角遠灰心 C との大り？紐rm疇河、武曰陶貧土羞沿
伍とパ閲呵和吠卵繹を表となければならなV\。iす＾ノ大板障渇q望郷
虹須兎忍遷ー5冷鰭這 1 K 示す。中央 r、多 l </;J吼心紅紬は全応紅出
遺唸ふ糾 Srの手わ冗にある。ーお灌箔産衝噴夕菟知砧ー5Y令手罠I と図 2k
示す．荊雌与半島 K か化淳渭ぇ恥窯蒟贔澤直似 n ぅ豆ノ 10 バすれ裏溝公
紅窮知恥もっ遺斜危向質吐合とし衣。＂すれもノ弟i群産飼賃ギ否 c•ある z と
叶）月達Jl1)"Jない。図j / 2 そ速するとノ窃叩 k ,1って綱度ヵ‘ノ六叛釦紐
がそ巌別す~ z 'l'."かてきる。汝I(/只島神73砕帝涌壼瑯から大土しヤ｝ば這の
Rl,予r分繹這3K 示す。鴨叩直郷の 3文と者i“` l い町噴心ぃ紐
濱配舷 k 入ってお）） ／剌麟叫匡尺される。 z のうちの 2§ば翻の｀ウ V餌
産遣だされて n 衣ものど｀ある。;J. y、ノ大 1叩訊成濯妹領成q重複するぽ知
喜 l 文 1璃）/ 2 f..鵡すれ叫這痢も彦＄）も＄履該に直ヽ）と雅吏される。
z れウの紅呆は放知薩オ『 rよる希土藉ぇ素の令肴差かウも詳繹 K検紅しアヽ 0

か？じ‘ と U クず‘）ひわが しよクぞう？めうら けんし．‘.)ながの ザきひろ
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町 紅乏回色烹類辟と二媛己品，叫?-5ャ合そ｝図
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2803 放射化分枡 I:. よる徴量元桑条穏碩物と戸棗紐汲｀
パ関係ー蛇紋虎節直紅‘定蜀の比較
（京犬原紅り 。 1トム睦夫・高眠戻弥

I. 1l-L-、めに

虹頑岬珈｀悦町の知叫、づ加，が「｝｀｝戸諷操t祓化名て｀みぅ花砥‘こ
皐知直金属這げ誠‘疇u蒋して＼＼ぅ碍ぷ')氏‘ク (F 浮・1). L r:ウ＼｀’
つて気候ふ恥笥でさほと｀度ぅ万‘＇，植均祖こ工磯虹‘遺俵遺べ`ぅd) I：：、か渇
で仏ろ濃われう。こ(/) 7 iールド，J,京ゑ欣営覆脅玖馬ら！）によって， I 7 7 7 
年～ / f7 1 年 1：：：汀象と（て枠ヽI 上 I1`、られ狐窃中あ‘よびェ煮平樟這碕砂'
ヶイ光x媒祢国：：ぶ 7 こ恥·らい丘二乙がある。六｀々屯／ 1 炉 2 年 IO /j_刃
這麟疇濯窃 60試乳瀑、4知，卓嬬疇項四0試叶ェ凜炭
石賓料を集め「こ、。和噂：：あ‘\I かも釦加揖穴‘,1) I\9ーセンテーシ‘｀了変うが，＼ 1
ずれのfセ硲t‘・｛冠吟遣窃につ II て攻迫． T ぅ程と発見巧う二こ 1す可陀であっf：。

2. 処理蝸枡迂、

/,'' , 9 ·‘9 「益 ^. 水悶;;木r：力でこ＼；；：］9：：1,品
9,.  •山 GR 甜； 等ぼ＇）広、）ノ条詠をふ‘)が,j涙

.'... • 9.  •. •. •,'.s p... 9..‘• 言·9,'..• ••• t̀ • _ 者後_6 o' C.で 4 r 時間乾姪、さ C 丘 0 .t
.',',.’·,’,',. ｷ, •; 0,.. • • ｷ • 9.’..’.. 9... • 9:;...'・ダ文、ミ、．：．．ふニニニ 知）気戦後 I 00メッシュ<?J 7 Iレイt函
ｷ • ｷ •9, ; :'.,'.:'.:.': 9..'9 ・；，．、＇9,’; —- 過 l r~も＾と (,o゜ C C4 8 時靡如
ーヘ··三＝＝~ ｷ ー = せ€．叫訊Iか祐ヽJ従疇＇）硫紅‘
- - ---- R--

，一針凡 ——----— 行 r卜つ丘。=== ===--[二 3 ．結果這康
Tabl e 1 に樋．窃導の分井柑碍、1l)―

恥蛇就岩f碍拉花親知疇這it 1= 
お Il てネが こi1)糸令果から誌元条叶直

Fig. 1. Geological Map around Mt. Ooe. 物中環度とエ戎魂Ii\閾係、について次
叫兼「ぃ澤が可能でみ知房えう。

i).t虔護ぁ‘ぷび稲i窃祠贄糸 rふく I iゞ一克ン濃度をこな元桑． k, Cq,11ようfJテL
界、で‘1 瀑直嘲和凌って｛要化パ該・J知 2~ 3 伶t‘あう。
護囀：：ょら丙｀｀ ／木詞鯰嘉滋知尋で｀欠さい．要翌伶J⑪Iげで見ら h/ I江
人 ‘C‘ の植窃で／花祖応よ＇）蛇叙尋げ力＼．、互t告祥笈大を、ヽ。「こ 6., L 純拓晨
危丑釦譴屈屈［て 19 うよう，：麟，了うJしう。

悩） 1哀讀 1こぷつてや＞景努辮tこうわるが‘ノ木直町村固月17)'性獲によつて特達夕）元屎
匁知吠き＜考化し乙ヽI る {n 。')ヨうず，シラキ"> Co, ムうす千シキブ匂
Cr-',jヌヅ T‘`n z の，凶，こシガ｀シラの凶7! 1J:じめこ巧ぅ命9 :r:.呑わ頃、等でみな．
ニふら以外に，玲ェ類元果の種初 I中でl7)分石速 l や，ハード，、/ 7 卜の 4 応の

概念瑾向逗尻巧 3試みにつ ll こ誌じ砂定であっ．
文献 1)ス、馬ー町研麟 ~4年笈祠係を補絨（峨漏謡）秋‘昂報告喜
こヤ 1 もっぁ‘ E ガ‘E‘‘ じ‘つや
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Table 1. Comparison of Contents of Elements in Plant Leaves Grown on 
Serpentine and Granite Soil Region in Mt. Ooe, Kyoto Pref. 

ー

1
3
9
|

S. No. Name of Plant Soil Na K Ca Sc Cr Mn Fe Co Ni Zn Cd La 
ppm % % ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

79 Inutsuge Serp. 324 0.877 2.000 0.0289 0.722 nyd 154 0.301 nd 1800 19.8 0.270 
17 " Gran. 65.4 0.918 0.850 0.0217 0.376 2030 84.2 0.093 nd 618 3.28 0.111 

87 Haiinugaya Serp. 927 0.938 0.500 0.0177 0.377 nyd 78.8 0.078 4.25 11.8 nd 0.205 
23 ’’ Gran. 64.9 1. 39 1.06 0.0046 0.138 nd 65.6 0.031 3.88 13.2 nd 0.149 

83 Murasakisikibu Serp. 708 1.15 1.53 0.140 1.28 nyd 436 0.465 nd 53.6 nd 0.556 
27 ’’ Gran. 721 1. 53 1.18 0.345 3.08 nd 992 0.586 3.64 17.8 nd 0.554 

71 Ryobu Serp. 3290 1. 24 1.23 0.0306 nd 1240 169 24.4 10.4 245 2.09 0.171 
12 

" 
Gran. 295 1.11 0.737 0.0183 0.358 946 120 11.4 nd 153 1.06 0.316 

65 Siraki Serp. 1150 1.69 1.58 0.322 nd 493 101 35.2 20.5 15.5 1.93 0.266 
25 

’’ 
Gran. 574 1. 70 3.22 0.0622 1. 70 708 479 17.2 123 8.4 nd 5.29 

96 Akamegashiwa Serp. 1970 1. 39 1. 53 0.0655 3.04 nyd 276 0.411 28.5 11.6 nd 0.196 
24 

’’ 
Gran. 754 1. 48 1.30 0.131 1.43 170 456 0.411 3.98 23.3 nd 0.518 

74 Urihadakaede Serp. 705 0.983 1.17 0.0243 0. 511 nyd 176 0.0133 nd 66.3 nd 0.175 
47 

" 
Gran. 264 1.16 1.42 0.0685 0.418 223 246 0.111 nd 21.3 nd 1. 24 

81 Hisakaki Serp. 917 0.761 1. 22 0.0756 nd nyd 75.l 0.0626 3.87 9.24 nd 0.548 , 
’’ 

Gran. 120 0.882 0.827 0.0357 0.226 645 60.9 0.0253 nd 8.90 nd 0.538 

89 Yamatsutsuji Serp. 777 1. 92 o. 967 0.0404 0.801 nyd 210 0.200 nd 253 9.8 0.165 
42 II Gran. 174 0.732 1.52 0.0322 0.395 1520 122 0.0782 5.36 16.8 nd 0.467 
8 Sasebi Gran. 28.6 0.894 0.824 0.0490 0.197 356 40.5 0.0235 4.49 24.2 nd nd 

94 Shishigashira Serp. 168 nd 0.630 0.0268 1. 77 nyd 104 0.309 23.3 18.5 nd 132 
19 

" 
Gran. 146 1.84 0.594 0.0200 1. 77 140 108 0.219 9.46 24.3 nd 93.6 

91 Zenmai Serp. 1650 1. 70 0.639 0.0604 0.857 nyd 299 0.314 10.9 23.3 nd 0.259 
58 

" 
Gran. 746 1. 48 0.643 0.0840 0.938 1370 144 0.191 nd 21. 7 nd 0. 828 

61 Kuri Serp. 3120 l.52 0.599 0.0084 0.333 390 94.5 0.663 3.5 37.1 nd 2.77 
14 

" 
Gran. 303 0.604 0.694 0.0104 0.190 1030 65.1 0.0510 1. 9 24.7 nd 0.558 

nd: not determinable. 
nyd: not yet determined. 

Serp.: Serpentine, 虫セ紋店
Gran. : Granite, 花涵名



2804 松弗の放航化分析ー董企底Iて¥る痘癒疇遺知蜘

（危這）
0 中叩此・古） ll酬

1 、はじめ（＜

夫疇知鯰属による）叩瓢し疇、知惰周辺の組邦鱈鉛精採所灼の
c綱探が麟である．定鯰饗認‘、大規模で‘杯くとt，大知韓l＜よる汚繁li、
もっレ鯰戸‘‘も考えられる。私たちは、ぅい穿パ湛，あるいば、粉塵の内容註袋
知するやリ泊として、房屡遠中松哲の元素裳度分枡からの考塚」t恩いつき、裕唆の可
紅惟n ある喝所t遣んて‘ヽ栄際に、その方；；去をためしてかた。松葉をも式料とし1.蓬
んだ理由 I各、ナーに、マツが日お中いたる所に生資する植初て‘‘、その葉は、一知中
採算可能なこと、労二に、松華の表和心ねばねばしていて、粉じん妍疇しやす
いことによる。

2 、受験
採集；令2年 1 月／？謬ワ月，象3 年 1 月の 3 国に I分けて、東羞印A製銀憐を中 1じ 9< 、

表 1 の（在） 1．に杞した把点以外にも、教ヶ所から、松蹂私採集 L た。矛 1 囮採集てい
Iチ．犬気粉危以外に、海、からの影響も考えるため、紺·周晶瑚因廂の海炉釦叶］‘らの
松咲臼象集も行なった。氷 2 国、沖 3 回採集て‘‘は、松葉は、一年就し二年漿ヒに初‘

げて採集し（それぞれ、一年度も B 、二年葉をc.. l:..する）、様艮元の土t肉峙（ c埓集し
た。ざらに、氷2 l国においてば、春先から採象碕にかげ-z.ビ'::::.ー）し袋をか、3、·せ｀
大気競塵叫紐千にぶる影饗を琲除した一年模（ A t.する）も同呼に採集した。iた、
J7 3 回に応ヽ L は、醤し国時に．殺釦森集した。

瞑すならびに測定；採集し衣拭料は、その 1 す、オ、’l) 袋につめ、江考幻喜互研の
丁 R l ~A1L 保い炉て叩々釘貶約し、同旅滋おぷび危大尺エセ：ターで、 Ge （し;)
半幕絆釦器，マルチチャ：：：矛ル痰姦灌莉器を用いて．y線須足をした。
なお、浅ぽ虚糸中、素（~ Iづ、アルガゾ金屁、対ー豊翁金属， As, Sb ノ 5心の分遺他

のみも禾し℃ある。

3 、会雑屎およひ●｀考癖、

表 1には、永2 回、沖 3 也1 採集の松痙17) Jit-.莉綽足t示す。国 1 では、特にQtre
に窪目して、釦肴の濃度が括間も禾した。この国力‘ら、朗らかなように、二年叡C)
砂冴紺直は、 I C ・ 2C 1 屁ノ£ C. 8 C の 3 フの放 I：大別て‘天、これから、 A 製盤）か
・らrJ)'J,且為紅疇間が認められる。さらに、 A 製鋼荊の「袋が 1九したー茸槃／ A と，「袋
が1t.Jしわかった 1 B t.の大きf鵡該差も考え合わせると、租海命内 1-J.、 A 製銀｝から
排公され 3 拘しツ｀ん中の C心 Fe によリ、夫気が、祖当秀究ざいてい 3 と奸蛉忙ぎる。

C卜， Fe （なしい、 1庄っきリしたものでないが、 Mし I C。JzしJ A5 ノ sbも同様な條向を示す

のて‘‘ヽ紛じんの中身 Iす、 Fら Cり改 lじ｀ししで重金属叩び、 Aら sb などヒ考えられ
る。（ N北、同様切螂を示すが、沖 I I翫、ラ詞疇集し 1淑料賛囀直り
うこと刀‘う、 Nぃ瘍合ば、海勾位起源と考えられ~.)

さらに、＃護に社られるパ該素の環度の壻弟 1-J:、すべ‘て、粉塵が、松惹表面に、

0 なかむらまさひこ ふるかわわちあき
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表1. :t2 回・オ 3 回採集の私噸豆分析結果（単似まpp m)

試ゑ Na K(%) Rb Cs(ppb) Cr Mn Fe Co Zn As(ppb) Sb(ppb)Sc(ppb) Sm(ppb) 
1A(7)j 2(1) 0.418(.027) 8.8(.4) 10(3) 0.0(.1) 71(1) 4(4) 479(23) 12.8(.3) N.D. 15(6) D(l) N.O. 
1B(7) 31(2) 0. 366(.024) 4.6(.4) 19(4) 4.5(. 1) 210(1) 184(9) 675(28) 25.0(.5) 32(28) 32(10) 5(1) 5(2) 
(l)jl56(2) 0.277(.010) 4.0(.3) 12(13) 18-.9(.1) 300(16) 589(7) 993(15) _47.1(.7) 147(22) 129(8) 22(1) 13(1) 
1C(7) 1258(12) 0.257(.018) 2.5(.3) 38(9) 25.3(.3) 443(2) 1290(30) 1520(50) 88.1(1.8) 602(74) 472(28) 40(2) 28(4) 
28(7) 121(1) 0.303(.020) 2.7(.2) 11(3) 4.2(.1) 34(1) 177(7) 
(1) 1158(2) 0.235(.009) 0.9(.3) 8(14) 24.2(.2) 113(3) 846(8) 
2C(7) 1171(8) 0.283(.020) 1.3(.3) 30(5) 23.9(.3) 84(1) 1060(20) 
48<7/ I~~< 11 o.339(.022i 4.s(.2) 16< 2i o.3(.1) 56(1) 5o(4) 
(1) J 37(1) 0.278(.011) 2.0(.2) 14(7) 1.7(.1) 385(21) 132(3) 

4c(7),~~\ ~/ ~.177(.013) 1.4(.2) 27(6) 2.9(.2) 229(3) 282(9) 
(1) J193(3) 0.276(.011) 2.2(.2) 27(9) 4.0(.1) 250(21) 305(4) 

6A(7) J 1(1) 0.252(-.017) 14.8(.5) 320(8) N.D. 31(1) 8(3) 
6B(7) 9(l) 0.275(.018) 12.3(.4) 265(7) 0.3(. l) 122(2) 15(3) 
(ll I 9(1J o.269(.023) 6.1(.2) 112(8l o.4(.ll 23505) 30(2) 
6c(7) 13(1) 0. 140(.011) 2.3(. 3) 49(7) 0.3(.2) 309(4) 44(6) 
(1) J23(1) 0.186(.016) 4.5(.2) 85(11) 0.5(.1) 388(24) 43(3) 

8A(7) J 1(1) 0.444(.035) 18.9(.5) 247(10) 0.1(.1) 18(1) 3(2) 
88¥7l I 6¥ ll o.382(.o3o) 9.1(.3) 103(6) 0.2(.1) 36(1) 10(2J 
OJ I 4(1J 0.254(.025) 2.9(.2) 25(6l 0.2(.1) 60(1J 20< 2J 
8C(7) 5(1) 0.190(.016) 2.2(.2) 33(7) 0.4(.1) 96(l) 32(4) 
Ol I 6(1) 0.234(.030) 2.6(.2) 22(7) o.4(.ll 88(1) 34(2) 

125(11) 13.6(.3) 61(27) 28(9) 10(1) 4(2) 
600(12) 45.9(.8) 409(27) 284(12) 39(1) 21(1) 
301(18) 39.2(.9) 602(69) 237(24) 49(2) 29(4) 

119(9) 9.2(.2) 25(21) N.O. 9(1) 5(2) 
183(6) 17.8(.7) 150(19) 33(4) 48(1) 12(1) 
382(18) 25.2(. 7) 242(42) 93(14) 93(2) 41(3) 
241(7) 35.5(.9) 176(26) 67(6) 60(1) 31(2) 

33(7) 4.4(.1) N.O. 11(5) 4(1) 2(2) 
52(9) 6.2(.2) N.O. 21(8) 21(1) 9(2) 
189(6) 18.1(.8) 30(16) 37(7) 77(1) 43(1) 
179(16) 16.2(1.1) 45(36) 28(11) 147(4) 148(4) 
462(4) 34.4(2.1) 21(22) 55(7) 157(1) 129(2) 

22(6) 5.9(.2) 19(15) 13(5) 2(1) N.D. 
8(4) 5.2(.2) 19(15) 9(5) 7(1) 3(1) 
40(3) 13.8(.4) 39(17) 30(4) 18(1) 5(1) 
55(8) 16.9(.5) 15(25) 33(8) 26(1) 15(1) 
60(8) 29.2(.6) 43(24) 40(5) 38(1) 13(1) 

（；主） 1. 拭料危中のアルファベットの祁の数年（す．採集地．老、も示す。
1 —東海印A製鍋知 0 m 2 一東海瑕A幻疇30 m 4-一影認A製鋲鱈東2Krn
6 ー先ち屋市束ム公園内 8 惰名屋命兌這内
アルファベット I ざ、 A-r袋ガ‘加した一年葉 B-r袋か It...Iしなかった埠翡 C ーニ年奨であ
ることを示す。
さらに、（ワ）は． Ig2 年ワ月採築（~ 2.国）ノ (I_) Iな、を3年 1月採集（オ 3 回）てある二 Lt示す。

(~主） 2. 分杓他の( )内の数I喫 I i>、成肘色時 1てわげる筋注袢呉差（裸落偏差に基っ‘く）屯示 1 。
（う主） 3 、今材低に書かれたN. D, l本，検武限界以手であったこ℃t斥す。

固1.C心 Fe の攘度の相関図
陪リつもったことによるものかについて肴
えてわた。表j_が袋か眈」したー年葉(A) と‘お
しも比較すると、 Cり Feノ他 1 Sb!-;l;、 lA

10 

と 6 A·&A との間に差がかられないことか 10 
ら、ほとんビ（広、松葉表面への粉•じんの降 Cr 

2 

’ 28~♦4c 
下にふると考えられる。これに対して、 C。

ほ、 IA が、し A8 A に比較 L て、明らか

にあい潔度t示すのて＼松葉表面から以外
に、粉‘塵が降下した土からの環縮iの喀Ij合が

(pp 1]-1`C兌4B
高い這われる゜ 10-2 
似¢.s lな、一年葉釘（砂麟< `もし 1 10 102 103 
紅繕砧（ておいて高い濃度も示すが、 Fe(ｷ;pm) 
和象の影紺がもっとも（かっき 1) するはずの （ぅ主）、図中の値 Iさ、すべて舛謬採集 (182 年 7 月）
二年菜(C)かな、紐域差がみられtJいこバ‘ の松葉の／か祈値である。
ら、；呑姿て‘はなく、その他の要因｛こよるtの'L月われる 0
Sc ノ 5ーおぷび｀、表に 16詑ざがかった訟／恥1す、拌集兌 6 ぞ、急崎オ履直を示す。
しかし、泰以外の採第沌では、癖土羨該条、における嬰I沼 1な認めら UL なかったので‘、
この採集飽特廂りものと咀、われる。

以j::.のように、松葉の元条分析（な、大気粉塵にぶ釘努知渇廃知に牧立つと思わ収
る。

- 141 -



2805 

1ニトロソ 2ナフトール叉葉によるコバルト咽用集
（放医坑） 0 河村正―汀「下珀思逹克巳
味田貞夫）古瀕雅子

抽出クロマトグラフィー 1ま 1 選択叫篠れているぶ容難衷傘酸を 1更ぅことがで
直tl)分難繰出澤易である 1 月動合村が可能であるなど17)特·菱をもっ反面 1忍拷·
応沿荼f知謬量妍ヅ尽ヽ欠魚、がある。このため 1 試料量に制浪があり環境裟粁
のような大量 o諏和処哩9:::.1遺繹＼‘`したがフて渇椅洛翌0 大さいイ如持1和閉
応噂望口れる看寿ら 1以吏紫が疎7庫であることからィ知特応してり使用汀莱
桂違べているよ今日は 1 ニトロソえナフトー）レ／ O=- トロソレゾ）レうンモ／メチ
）レエーテルを茨療玉付加し．これシの吸渚砕を用いて主乙して 60Co I：：対する呟、羞猜
桂を調べ‘た。
笑酸

ぃ凧汽した。

笈葉加牙 Iこ 1 アセトンと 3M 祖殴碍蓉
）二品で一夜放置し）シた過，水洗，アセトンで洸

1＿＝上旦‘) 2 ナーブートー）し生和主O戸」王以上：／）レ戸どモ／j.和レ王二叉比且立
茨爺• (lJ言屑製 1 ュトロ‘) 2 ナ 7 トールまたは O= トロソレソ‘`1レ： ＞毛ノメ'1 Iレ
ェーテ）レをノトルエン 1：：ぅ宕解し叉瑶玉均ーに付如でさるよぅ配急しながら風祐して
調製した。

唆渚炉測定法 放射桂枝釦含む考液30 心/-:_ I J:認0)汀ニトロソ 2 アフトール
付知亮素」がたは To ＝トロ、）レゾ｀ルシン付加丈紫」それをれ 1 牙で加え一定廂閑
狐｝滉む｀て，落液 /0·以必直叩飩を井杓翌シ＞ケレーシコン計救援置で測定しノ
はじ｀が窓衷灯反射絞から吸着葬心1埼 I"- よフて求めた。
結果

I 二ト砂 2 ナフトー）以す加茨棄 〇＝トロッレゾ）レシンモノメチ Iレェーテル付
-• 一·—ー・—·• - -- •一ー・ー ・ ・=・—• 一

加知知諏履浪討 I ニトロソげ 7 トールおよ衣 0= トロソレゾIレラン毛
一···---··

ノメ分）レエーテ 1レを卜）レエンにシ落解した逸翠況：：：）交葉を加えて希i詑注周製翠違フ
て，これうの試場とが閃喋に付加で‘さゐかど｀うか誰lべた，その結果／肉賤で‘みる限り
｀これら叶）試薬 l口均ーに付加でぎていることが‘府力‘った，

〇＝トロソレノ‘‘)レ三ンモ／メチ）レエ-'j- Iレ外検討--~ ー ・マー ・ ｷ ｷ • ~ ｷ • ｷ r - • • • • • • 

はじめ 1本 I l ニトロ、ノ 2 ナ 7 トールについて咬討 1.'.、すな→ていたが，—r 靡誌査ヽ

怨果）コバルトか比色な莉‘[」用いられている〇＝トロソレゾ‘)レーン毛／メ今）レエー
ヲ）レも）末実験の目的に府効であることが分かった。したが 7 て）比較i1)ため追加
以待 7 た。

疇逗マ慣討 前記q 2終類 4付加文業：‘゜乙た釦誨水に加えて八'‘ッ
ラ法で‘掠と）時間を変えて吸昔寺も誹べた。海水 /00‘九しに対し Co 祖体／叫を加
這水の？H I ぷ／ 5 . 3 l 8．えに調竪して吸帯年を測定した。吊の結果， l 印恥
振と）でほぼ／00 於迎く咳苦し唆着平衡1こ逹することが令がフた。
かわおう しょういら・たけした ひろし．くろたき かつみ・
しば｀た さだ‘お・ふるせ まさこ・
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海外くの？H とコノゞ）レト吸養亨戌慕 高）く／00 疇にコバルトオ且1本を 1 呵訂g,j
釦‘‘加え，縫々の PH"' 零夜を朗襲し I I ニトロソ 2 ナフトール交琢また 1 ま I 0 ニ
トロ、）し｀）＇‘）しシンモノメチルエーデル交嗽を加え ,2 廂聞揺とうしコパルトの吸着
年g測定し夜訂した。い結果／恥ょ） 1::J p H 値が高く和ても困嘴の唆惹芽

lさあまり変わらないが‘I PH 8 這＇えたところで I= トロ、J 2 アフトールに対芍冬

唆羞斧が‘イ区下することが浣‘か？た。
コバルトオ且侭昼\'..—翠着率の閲休 海水／00 訊¢ （こノコバルトオ且僻を I, /0 /20 
碍畔吟に加えた高知．、屹れぞれ I= トロソ 2プフトール交療苓た 1古／ 0= トロ
ソレゾ）レランモ／メチルエーテル茨莱を加之，振と）してコバ）レトの咳着率を言周べ＇
た，その諸泉，コノゞ 1レト拉件／叫｝の吸羞翠さ／再有ともほとんど／00 %であ永
・しかレコパ）レトオ且件／0 叫fC7/吸着革ct- I 呼違着率よりやや低かった。しかし，
コバルト担倅 20 叫名では吸羞鬼”‘芹り低下し，睾知 PH との閑で、関連ザ翫
うれた。

100 

80 

゜6
 

iua~ued 

p
eq
J

o
sp
y
 

•x““ 賽

. 
1-nlt『O●o 2-naphthol 文葉

一
x 

o-nltro•or●●0『cln monom●thy l ●th●r 史黄

2 4 6 8 10 
pH 

鳥居釣池 日化誌ノ工旦 321? (/？誌）

同 上し 廷 333 (I ？紅ぶ）

同 上 韮 研5 (I q 5"$) 

后 ....t.. 互 6~0 (I 9 ぷ夕）

固 ...t.. 筵 rr or (/? ss) 

他遣釦吸着
コJゞ）レト捕集のときと同じ‘
配丘，他遺か疇穿
直炸。その結果 I 2 つ
噂成棄羞レ S]F-c I さほ
とんど定量的囀着した。
し力‘し／唸r, IJ/cぷJ 144Ce 
は（まとんど吸堵されなか丸
狂硬直いた 0 ==-トロ‘)
レソ｀‘)レうンモノメチ）レエー
テルは）応‘度が‘哀＜邁淑柱
パ姿れたコバルトl7)分祈法
（比色月頂点‘試薬）とレて
閑梵a れたものである。関
蓮叶錢哀左疇もす。

島苦鉄翌叙村諺荘~:日几誌丑， 825 (11 S-5) 
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2806 フa-~ ステム茨況浮進ーによら水中の Co-€0 の
分難濃縮

（名大工• Rエ紙合もシター）

〇平出正浮・桜井賢一•水氾款
1. 絲言
迎呼原子力産愛ヮ発k：：イE, 各種水拭料に含吝れり超低皇炊射位枝種の定tに

大？な肉心が集.,ていら． Co-bO 13'その代‘表的枚種の一つであかが，束停シ乃ケ

レーショレカウシ？ーで 6線這和＜渕定す d 場合でも， so~/00 必，ぁ~ ~) 

11 ぃ、以...t..の試｀粁這ヽ 1 て Co-60 ~渡湘し，力‘-,(包のオ父身1推序紅奎力‘ぅ良好疇紐
す b 必要があ b 。このよう1'J At蜆‘料パ逗 l道、共況、イオン友換、液玖抽広fJ
どの従お知知虹‘急＜，飯今 z 長 ll"厄早すらた幻，迅逗喀易ガ薪 l ヽ）分就濃
釦知提直＜望まれて、ヽら。そ：： 2＂潔渇う l広．訊‘糾L流、 L 1'J h‘‘らその束幻
q己｀哭雌‘集及び‘そ<1)沢辰這是介蕊ttイ了うフロー戸戸そ沈出む知向絡し‘
がなが‘Co- €0,,., 有力＃枚身打い差分紐法(::.アよりt9 ら見通し屯｛『たので報告すら。

2. 史験方法
図 1 に茨況浮迅岨翌紅ふ観料水 100んに｛え H 塩綬soo~, コハ‘Iし日 1旦
”束 (1my→) IO4 ，ィンジ‘ウム涼液（ IOO 咋／4 ） 204, 1 —-1--ロ｀J-み
ナフトー 1し・エク／-,レ逃’液 (Smゎ／4 ） ｢oo m t添加し，十分に混合•した。洸還
七 IV I-::." t送気 l れがらエタ I -
（レ／04 ヒイオレた危k ぇ 4？屯加

え，羨気函度t o.s~l.,J, • Ci.t. -そ

m、'nー／に調舒tた。木°レフ゜とマク‘‘キァ；と唸水
ケックスターラーt作動づも，訊‘料

~ o.s .,l,,/1rtヽ．＾て｀’3克し， lM 了レもニ

了水t 3S4/mc9^’ オレイレ我ナト

リウム・誌蘇ドデシ 1レナトリウム
(1 : 3) 9 70 1J'/サ％エク I - Iし溶束

(O.8....”位） t lo ↓/”伍て｀‘注大し l ―
た。 1 分後二方コックt南じて反応―

”内のシ豆這逸も 1レ（サ阜7\..し， 澤氷ー カ‘<.1辛子
叩紅疇迭分畜佳した。液い c．キ直，ェl'I., ゞ

｀、j: : : ：こ；；：比：：：し。（~:虚＇~U) / 0 
試料臼 1‘｀て S各込も（レ(-:;.導入したの マグネ今ックスクーラー
う 1、0 レフ°及びゞマク｀｀ネ今，ソクスクーラ

- t止めJ水'<...t吹？〈寸 lfてれリエ今

レン Iゞ｀ンドに行名 l た沢殿も回収 L
た。 6H 塩酵 Too ,.,,.,1, c..添加＼むI<..

〇ひらし）て｀｀手でたか・でくらし）げん l) :$ •治す｀｀し） ＼プあっし

半紅力‘‘ラス板
(l(o.4) 

12} 1 フローシズアム共況浮蓬装』置

加
リ
エ
今
レ
｀
＞
び
ん浮
迅
t
lV 
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疎化イレシ｀‘ウム泥設む潔雨 l たのち、 7 t2ロホ 1レム/S-0 クにコ Iゞ‘Iし卜の 1-= f-ロ

ゾ— Zーナフトー！レ修倅t袖出＼た。？ロロホ！レムt忍愁険去役，磁製らつぼ中で有

様匂舒紅仄化し， 9g｀筈物t 8日塩疎 s ..Jに落箪し(:::.. トリ -n- オクがレアミン
・ト 1レエン溶来（ S％メ） 90 4 し加えてコ I ‘ヽ‘Iし卜屯袖虫後，肴祇頷tぇo 4 

l ゞ｀イ了 1レに移し， PPO と DHPo po p"'ト厄工シ熔没 /0 ~ "E..加え z Co-60 

の¢線を液体シンケレーションカウシター (Aみ-Ao.. 6'7 /型）で深1定（た．

3 ．姦舌菜及び｀角察

李す｀コ（V I レf-'ic... pH 9へ R S で‘7k競

化了iしミ:::.ウムゃ水蹟（し欽（皿）茄殿Iこ

咲かも 1 落也すらこしt校、訂 1 たか；
卵率足でィ桑作性が共に侵心二条伸Id
見ぃた‘屯fJ力‘った。t：：：で｀コ IV Iレトt

1-=卜 C J̀ -2ーナ 7 /-- Iし鎧係-~し』

この難菜控飯粒ぞ紅錢（G物違如兄
応頂‘集，次いで剪送、すらことにした。
麦1I二，冶様試蒸と水蹟{6如奴む併
用効果t系す。力‘名I ，肴様杖；棄のみて‘‘
l.1.::t /`'IV トロ収率 1-.1-みr メにす 9‘' な
かた。人工滲水、 /0~ l00 4 t, 7 
ローシスデム多）か各迅で‘代理した結果
~,表21g系ず。

知む各迅紺コ I ヽ｀ Iレトの鉗~I“塩酸
痣政がらクロロイヽ Iレム 1こ免全に抽出で
れ， 4 レジ｀ウム及な＇水酸紀イレジ｀ウム

に咲泥 l た板身J,1屯枝種．力‘9 分雌；で｀でた。
冠、コ／いし卜舘角が 11を赤色で‘(3媒汲’1史
の際色？エンケンク‘‘が｀鬼しいため湿式、、
及び乾式‘灰化も検討 I たが，乾可仄イも
の方が魂虎で‘I 力｀つ椅単迅逢であった。 8M塩或熔液がらコ It‘Iし卜 l.t.トリー几ーオ？

今 Iレアミンによういしエンに定、を的に袖出でれた。品終減紗夜J1 青色t呈していた力ゞ

この吸収スヘ゜？卜 1しt PP o • PM po Po P d)怒光スヘ°クト 1レ'C.. I~ lif l:..ん℃を＃ $ 

表1 1ーニトロ炉かナフトー 1レヒ水酸

化物況殿 I迂るコバルトの藷｀集

水絞化物 1-二げヽJ-2ーナ Co 担悴
沈殷 フトー1レ添加量， 回収宰J

m3 % 

(II¥. 100 Mi) { 

rn.(OH)3 

A』 (OH)3
* 

(M IOO バ8) { 

。

IOO 

え 0

9ぇ，？3

゜

/00 

ぇ.t, J-o 

?2 、?J

人工丸水．ぷん、 Co o. s-,.,,,3-、p H? 、

訊料 0. こ4/出i^ (* 0. ぇ ~0、3 ん／“‘'"")

表2 フローシスデム咲ぬ佑逸、に“
コ 9ヽ‘‘ルトの回収辛·

人工造木＊、北 Co 詮体口吹率，％

f o o ?7 I ?? 
ro 96 
え0 93 、 91

Io 9之，？よ

訊料 0、 S4/"','ん、＊れ‘料 1 ..eにつ？
C。 o，（以i、エl"I, zo...'I I 有様訊｀藁初..,}}紐0

＃がった。

和恥：：よ知づ｀＇ 100 4 の試‘料が的 6 ん（文況埒送 3.5 んノす吐 o. s-ん，？ロ
四 lレム森>1£ 1 ん，和G L ん） 2‘‘ 気或臼、イさ 1C.... '(IO叫‘C-i')/必の Co-
60 が定量 L 得ら。
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2808 ”'))II且雄(::::翠泣マ弓かン）によう
海如柘な射‘住該積吋紐
（闘涜苅セ）噂中i胄痔釦知且坂和訊、島屋豚也
（原丘和鰭煽）渭水双行伶麻戻複

］．逸＿直
紅疇荘す汀訊箔麟紡叩幻騎＊覇靡恥訊謬，葦
マンが虞鯰 A オン幻輝枷ょうがり嬬吠などを加丸あらか U‘の意
“：：巧紅’輝繹噸碇さ酌立暉訊復菖疇凶誌
巻で行なう謬疇釦れていう。
、‘、、もぁ紅平1噂匂邊滑炉革鸞々」和訊扉雌ぷ這囀慈

として 1 二巌必マンプ‘ンをア 7 1) 漬誰1手「加しに輝叩履‘しノ賊眉特性等を
砂ur爺晶：：：：ついて禄市する。

2. 竺皇
2·~?')1虜碓（二醗凶マンガン）が濱方芸
ア 7 加峨｀誰 IOoj l:..~ §'叫醜幻ド）ウム菊激ぶ芦Iき加之肛意呵ふ疇Cl)
恥赤／オレンラ‘‘包凌色低巌）忠い這戸、‘れを再び()、5J1逸マン刀、農
カリウ鯰馘：：4 月）祠劇齢知邑が、恩色さ示し「、？o ろ取り允し過剣の遠マンカ‘I
釦リウムを詑）に鈷庁し駆砂7鱈嘩燥し T：：：：：・
2,2 トレーサー添加頑鯰諏
紅しT（日しーワー叫輝と 表ー 1 便用枝菰

表ー 1 に元し「く。なお～、からの
卜 l9-m輝紅隊詞繋麟
水lご，IJ之「く。蕩水（テ与視む麟
序噂水） ］もメンブランフ A
JV]-(0、4．竺）で｀汐過し T:
も注嗣 u1 卜 l1 ーデ諏
を恥嗅p比豆、ル立、夕に関租
した．紅］開該殷ぁ卜し．，一
ヮ—葬麟噂冗詞遠
加IJ灯？叩かに
2 • 3 約疇と麟率

町仇：印式釦 (O..5MHa)
町ie :He ( 3 (O.!sM Hef) 
0"'Co: Cc(j2 ( |l '1 H(f) 
岱ぇル：み凶釦 (0.5M ti rj) 
防島： 5＇Y 釦 (O、夕M HC1) 
竺知：届jL!J笏 (4M Ha) 
fi？ぃ・、 C,5’ ば (OSMHQ)
母 Ce: CeU3 (I M HQ) 

懲拍床
II爪炒g9e
虚叫心f e。
綺砿始炉h
ス4吟砂品
?7成砂尻虹
仰爪筑炉
汲畑砂五

卜いデ麟這Jlりし「、羞墨／ Iら麟材／jを加墳疇（ふふ
瓜氾令）謙叩四醍率を知）にな謬輝麟ぁ処応、5ー／心的屯
叩(Tl康尋さ犀紐社製ユニバーフ記ス丁ーラ〈モ了Iし丁f)C—夕／））耳読u
て到定した。
2, 4-克む鑓平
”ヌ製JJラム（／伍研以必加）に捕昂汀／jさ克てんし、‘杓こJ-- L -Tづ仔

摯鯰し「滋水必伽）を況し；況迫を麦1ビざ亡通過波が放射箆き測定し捕集享さ
がc},J>‘のぶひう ひぐらし＼でお IJ‘んどうしJうじ とりいてつや
しみずし IJ‘ゅう くら 10‘やしかす外
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求労だ。

3。笥畏と芳祭
3,1 77 l) 心（羞亨‘シ）碍注
A). マンブンが寸信奮凍農、→用し＇「：：：舟集莉這取輝じノマジ刃乃錢 l

T：醜／ぶm鰭織誰麟レていう、、とヵ‘耐らかとなっに
且）．鵡（交疫）賛：京リエテレン製カラム (9加砂） I葺昂叩全てんし1/
コバ叶祖体と乞落成さ加之「づ紗這和む詠さ淀鱈麟喩繹の「塩，窃果．
麿疇ぇ？疇ク蹴塁であつに。 1()() 

3ｷ2 懲丹将）匂と禍屎
“を犀 1 に示した．翌慮冗'7 ダふ
芯）J疱沖麟／0かで詞和一定となク 80 

そ碍縣和霞lメ上であっに一方，況 1爾
嗚げれ茫｀叩7災虚％遣い値を示し [ 
「：疇祠翫珈とともに9享直加軒゜
す遁叩示し1に唸（公麟ヵ‘勉L爵（％）
由として）ふ戻捩虚疇鳴遠辺りで‘
ふ心詞疇之ら札屁源形lこしび環 ん
し「：：殉訊和 70% i嘉叩：：：。
3 •. 3' p月と捕集辛
毘い譴訳戸輝戸りウム
と麟粒ァH さ／、／・～が3 と愛i四せて勝‘
集恥尉‘T~蒻是／長匂心疇lJ

0 2 $'JO 20 
/ : ／となった。 哨升時朋（今）

`3.4 鵡と輝李 国一L 透呼蒔J釘と畔率
防果を屈l- 2に示し「こ．バッテ玄で｀危L‘
囀年を示しに4麟ともに） 1｛麟兄伶汀り紐ぱ這吋雌李を示しに
更I？叩麟］む虞叫摩も？0％の応ぃ齢要紅示した＂幻冠迂／ぷ叫偽＼
で初ダ0 0)f鰈幸と炉 Tこ。、‘れ砂阜からノ急清産，での消長が汀能となれ玖
清幻1通）知訊］紐比較的短凶調で終之う、〉と分できう。
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2809 
渾悠1-1:.放射姓）レデニウムのキ雨‘集

（名エ言式） 甲田恙生

揮発注ルデニウムはそのほとんどが四酸北ルテニウムから成るが）この={_,0> Iよ無

糠物として la異位：：：ぅ弗，き、が低く／ルデ＝ウムの分離精饂，定量などに用いられる外，

“碑液乞用いる核料再処理の各射応発し｝揺虹養の原因になること

ぶ知らがている。最迎ては放射性廃藻油の最格処理段哨としてのガラス固化の過程
で大量 I：：発生するので） ：：札バ前集が特に問題とされている。捕隻法としては，加

熟さがた酸化鉄やア）レミナが用い；れたカヽ，シリカゲル左用いるようになって加熙
温度応低下している、

四酸化ルテニウムは古くから知これたあリふがた化合物て力あるが，ルテ＝ウム化

合物の一般として複雑な性質さ持っこととJ不宅定な：：：とかしこのも勿の性賃I1 充
介I:: 1ま知 3 れ7.いない。ぅ寅筍瑾立：：の化合物の正魂なう弗，せ、交初めて実~Ji)する
ことができたぷ，・今回 1ょ：：：のものぶある種の有機化合約と反応しやすい，ぎ、を利用 L,

簡易なが知友た捕｀集することと訣乃た。
（実験）
これまて‘のルテニウムのキ甫集実験は工業的な予備拭懃：z 兼わるためか，実験窒的

に 1;t大型のものてし，＇lヽ規復の研究室では追試も雖しい。濱者 1まこれ左小型化し／卓
.l::.で容易に実験できるものに改梃した。哺菓脊Jと＼ 1 はホ0 1)エチレン丸用いうる竺
反応速度がャヽ遅いのて一分祈用可’恥らがる。反応桂が高い、恒、て｀はコ｀ム題が躁箸であ
るのて｀）主としてこが.;&用いた。ルデ.::::.ウムのトレーサーとし?. Iよ）測定と廃棄が

容易な点か S 103和 2 用いた、
103 知を含む）レデニウム化合物ば反応容器中で琉酸酸姓て｀酸化脊Jて＂酸化され，四

酸化）レデニウムになって一定ぅ記む空気況＝運ばれて，内径． 8 X 200 m'lt1.のゴム

管につめた捕集剤と反応し）オ甫｀集される。一定時間後，捕集管さとリ出し，規定の
長さに切断して測定試料とし）井戸型の 6 3 C尻3 Ge (Lし）半彰料食雌いf' HA 左
用い， 41 '7 keV のピーク面殺む則定し，：：：かから哺集袖線左作った。

〔結果〕
四酸化ルテ＝ウム 1む紅、の低さにあらわれて\,‘るように無微物と L ては特異な姓

質臼託）水よ，）四塩1ヒ炭素などの極佳d),jヽさい有虚落剖 I＝ぅ容 Iナやすい。この：：と
は極応,Jヽさい有撰おと反応しやすいこと 1：：つな応るようである。また不飲和紺合

にも付加しやすいので，これら E 兼ゎ備えたコ｀｀ム頼とは極めて反応 L やすい。
天然ゴムの史駆涛氏’ール管（アメゴム）在 I~ ユ mm 角 l ：：：：切断し l ..l:.言己反応をに
つめて I So ~I oo -m l/ 以； n.. の空気流逢<-~)室温て＂反応させた叱のてーは，担

体戸奸加えないとキ釦めてよく痛集さ札，図 1 に示すように礼のぽとんと→ h寸如JJの
1~2  c肌の層 I4集） I l\_の後長さの方向 1=- 拮叙卓敦的なう成少さ示し， I o Cit!.の層
で 1よ 10-r 以下に下る。空気ぅ知逹ささ大きくすると）この特集曲線の傾きがゆる

やかになる。この結果は黒色の天然コらム左用いた場合も全く同一て｀｀ノ反応がコ｀ムの

浪物I=よるのでなく）ゴムの突賃との間I"- 行なわれている：：：と茎表 L ている。

こうたー よしな
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ゴ｀ム粒の大きさ 1ま，醸化鉄ヤシリカゲ）レ粒みの大きさにならったものず，空気の
沿吏丸同様である力汽こ17)哺集曲線1ま加温下に行なわがた無栂国輝初の汽いと全

＜題似、の喰向と示すものでちった。
l03知，ュ狙体左加えると，図20 よう l ：：哺集曲線 Iりなt塁かなものになってしま

い， 20 屯の層ずゃっと揃＇集される程度に戸（曲線 3) 。この原甲 Iり反応生成
物である水和二酸化）レデ=-ウム岱表配授ぅためと考えぶいたのて..,9 ゴム 1璃動八゜
ラフィブを吸収させたもの左捕集剤 l：：：用いたが‘ヽ）表面の場所さ拡 If'る効果はあま1)
現がなかった（4) 。天然ゴムの 1もりに合成ココムであるクロロフ°レンさ捕翁狂用
いるとJ担体立含んて｀もかな＇）良＜反応捕集される結果が得心がた(s-)。
さらに粒鉛糾生戻さ懃知大きさ I=- L 直‘集 L たいか丸きわめて良好な捕集
畔駅得ぶり昴且L, 文献‘↑；いが I!油雌 1:eよる哺集 1ま反均鰈心<.,四酸化
）レデ＝ウムの吸着であるため，多量'-:,.吸着させると爆発約 1切合陪燦凝するとされて
いる。

ゴム麺 1ま四酸化ルテニウムの反た耕集脊I~ l て 1口砕となしのであるので，史歌望
的な揮発口生放射牲Jレテニウム I"- よる汚染方止t7Jためには，実験差缶末端4朝口苛
追追た長さのココム管とつけて匿< t云 l戸‘目的と逹することがてさる。
［文献）
1) 甲田善生： l3 イti 47 春年会予編集， 3V 3 s- (11 tr 3). 
2.) W、 E. Gi LL & V. E. Wlse んぃ元 : HW-3217.S. 
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乙B10‘ 電肝濃， 乙イ駅ック浪ンンの紐紆合わせ I~ よる極狐レベル

環境卜］ナウムの測定広

（九大理） 0 加沿役大・百島則辛・中村恭典•松囲渉·尚島良正

（日的J

環境中での卜jナウムの李動と推測する手段乙して、顕着な放出源のなし‘我爪国

で lさ．なるべくク種ク様の環境斜料 Iこついてトリナウムの分布択態店．蜆べ、それら
の微妙な差力‘5 推論しtふけAIぶなシない。このためには｀極狐L ベル濃度と精戻よ
＜汲’l定する 1)t.要がある。これまで、環境水中トリナウム瀑良店測定するの 1こ｀竜絣
濃綽汰訊いたリ、像I\、ックグラウンド液伴、シンナレーンョンカウンクー1!:.1更肝し
た数 10釦／L までの報告例はあるが、丙渚と紐紆合わセて、更にイ兵し尺ルの日 1
ウム濃反と精度よく求のよ）乙した例 l謬乙んどなし‘。そ.:::.で．本所兒は．Jやク
□ ウンドレベルに近\,‘力‘・．または麦1し力、微小な糸 1 こ、和去む組み合わヒた分前汰
と適用するこ乙と目的乙し、今日、その分析広の罐立乙、え． 3 の環境試科へ0適
用と試叩たので．、その結呆について報告する。
［史瞭］
1. 亀肝晨縮表星
1) 電肝間がうスセル［も、容積濃雅比で最ねいで可能な各積を拷っている。竜

得中 1シ極板の部分が訊面り昆出しないよ刃以専造，即ち席 Iこ史竜飛で亀肝が行ん
る栴造乙しに（図 1).
L) 電極姑．阿極乙しニッグ）以対吏開これることもあるボ、本研究では彎電肝分

離徐数¢値の尚い欽い陰性に採月した。竜極表面積は 12.Z5cm.4，極板間際は 0ふ cm,
乙し．亀流烹良1ま 100 叫＼ん元となるように寛肝竜流と 7A Iこしに。
3) 電得 1さ、日本尚寃研兒所製の安定イし定電庶電押、と用いて忍で発損失左少なく

するため lこ．恒温水侑環装置と間いて z.o℃ l琳に幻遷水浴中で、 8本~t I しと直
列に連結して行った（図． 1) 。 排気

2. "の手 l’履 』＼ピニール管
1) 今回環境熱沐として開いた渇 AC

水武料は、ざす頂訊‘と界くたの兒仝JOOV 呵二竺上ゴコにいに竜解セル
蚤留色行っに。桑留は．拭科 1こ吼殴
銀渇玖色角下し．自濁が見ぅ八なく
なる手でく刀込した。
え）雹得用がうスtiレに．庖酸化

ナト）りムと入札羨藩ずみの拭科
水と力0ん亀肝戒乙する。この洛炭力＼
、約 0．砂の水鰍1け卜）ウム洛成乙
なる占）に過欧1tナじ）りムと加ん
た。この役J:.合もの装墜で．亀肝策が

f-90,l 
8 m 

（霜解セル拡大図）

> c゚
o
 

A

l

 図． 1 電解濃縮装置

かし‘‘乙しお•ももしまの）か乏・なかも‘らやすのリ・まっにわたる・たかしまよし
手さ
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約陥量 1こなるまで連純電肝した。 3 本のセルの）5 2本は、対照t lレこして、 1ゞッ
クク｀‘うウンド水 1こ既却晨良の卜Jナクム水と』11 んた。
3) "於］役．悪水塩化鈴這量加ん中和して虎企座瘤と和‘ヽ放射能測史訊｀
料這製 L K 。測定は、 100 咸のテフロンIや［ァル 1こ武科水刊』乙了クア‘/`、ルJI.麟
を加ん． 1邸‘ックグ‘9 9 ンド欺加ンナレーションカウングー（了日力 L$じ― LB1)
で行フた。対、照tiレの電得前役のトリチウム晨良比，名稜比□濃雅奔数と求め奮
凋水試料引げりム濃度の計算 1こ用いた。
［結果お紅び芍寮］
＂前後の水の各猜と豆，巧，トリナウム濃良l-U.,廿，トリナウムの電肝介離
魏をかとする乙．斡＝ （T;f砂丘訳）凡•••(l)カ文成且する。以役．各稚濃稽比（＝％）
い N ，卜 1 チウム濃縮比（＝Tf'r...）左 Z, f止チウム雌率（＝初吟に）を Rで表す
認、にする。泣睛①式は、放＝冠．．．①'となる。爽隙 l~lt．水魚気乙飛沐水渕の排
土による水分手の損失力＼あるので、伶 lむムで示す爽劾分離徐愁こしてし力‘求呑うな
い。史際の試科水の測定 1こ先立ち、卜げウム:J...クングード水と用いて行っtt 1レ
間の変動チェック吋の各J\'ぅ｝ーグー佳を表． 11こ示した。tiレ間の N,Z, R.九
勁率 1諾げこ小こいが．＆植に対する
紐率↓古約 11 "foどや’ヤ大さかった。／3 り）

変動 1こぷ Iずす目紅しては、電極の種穀
と表面状應，竜得温良，竜束駕良等が方
んら爪るが．乙）か1奴蝉の場合は
畔による鼠食と史け易いにわ．電紆前
の1t専哺磨 Iこは特 1こ惧皇と期さなけ和ぶ
なシなし‘•
こうして求めた北太、乎升西舒低祷良海

域における卜 9 チりムゥ圭直分布左．m,
1こ示した。混合屠下に見ら爪る卜）チり
ム濃良ピーク前後の懲小な変イ砂株手力＼ 深さ (m)
、よくわかる。

本良瞭砂校土辰界と理朦式 h‘謬ゎ
認こう租吋訊紅so•/o として． l ． 16
位／L といシ箆を得に。こ和詞 0.5tTLI
闊胆Iする。このいに本爽，瞭広比火
名量覧舒湛罹沼のにの、商間と要する灰
点ほあるが．環境中這慰量りチりム
の測定，と）わけ I TU 以下の懲,jヽな変

ィt 1 こ~肴介逸用で：さるも0)である乙言；える。 I O O Ot : :::::: 4:::: :: ::: : ::::: :::::: ~:3~:: 

表． 1 トリチウムの電解濃縮パラメーター

z
 
z
 

R
 

Pe 

9.46士 0.17 8.02士 0.18 0.848 土 0.016 13.8 土1. 5

トリチウム濃度 (TU)

1. 0 2. 0 3. 0 4. 0 5. 0 

, •, 
I O l,  •, 

2 0 0 • • • I O,  

• L l C.  

4 0 0 , 0,  

, 0,  

6 0 0 , 0,  

9 0,  

8 0 0 +......,_, 

サンプリング地点

図． 2 太平洋におけるトリチウムの垂直分布
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2811 環境中の卜‘)手ウムの苓勃

（九尺理） も島別孝． 0中村恭要・高島哀正

（序菊）
卜‘)手、うムば、天然において ll14C r:↓、と｀•と＼司様に‘矛沿線、と久仇t(/)相幻国によっ

て庄戒、へれみが、 1960印ふ羞んに行わ幻浪茨隙lこ［＇）犬量に環虎中へ放叩れ
f:。現記'. l填災挽起源 l ：：よみ卜＇）手ウムレベ l しばかな＇） l岱＜「↓、..,て、へてゞみが、

原 3 ヵ施設がらの方冠出も絶硯できなく「←て、3 ておリ、核絋令閣発が進むにつ礼て
犬曼の卜＇）手、うムが環境中へ放幻れるおそれもあみ．i「淑戯 3 れ「：トリ千ウム

t: Jるバ本への影畢）も汚慮し TがT 札ば｀・「J‘らな、、のて、現丘の環境中における)-')テ
、うムしべ）しt知っておく Iむ要がある。

和叩tでば、全国か所•(/)表面海水を初めとして．各． 度戎試科中の卜＇）千ウム
濃度が回1走［＇か I：：ので級告する。
（茨、痰） 138ー 142ー  146ーE 

1 試科芥取 46ーN 

曰本にお可る硬I:r..(/)大然，水中の卜‘)手 S;Seawater 
L;Lake water 

ウムしベルを調べるために I932斗 /0 月か 応 River water 

ら If月にが日て幻 1 にホすように表面

海7K297 河濁K7 ヶ所．河叩］＼ 5.,. 吋
において床Jくとかに降水中のい）千

ゥら訊 a 闊べ＇みfゴうに九尺斡翫おい 38ー  

訂米lくを｀ if：謁洞命寸£素ナしみパ、｀表的
岱q !’l である呈氾l におヽ‘1 乎I7kおよ
び植物の麻昇紅 I祁釘2斗 5 月がら 'liってい

る。i「源 3 刀祀設周辺の毛二 7‘) ン 7'.

として玄海狩、 3 1J発邊吋厨辺 I K111..)..火内の

3 ヶ所において海7k ，松乗，工壌(J)麻取
な序93斗 L 月から九ている。

2. 環境試料の恐荘

1) 天然ぶ試料（海水，河叩l＜，部）＜認Jく）

34]・墨；

Fig. l. 

42ー 

' 'ヰニ26°N
128ーE 

Sampling point 

ば和径切げ別し「あと．虎全に乾固すみiて浮焙を杯ヽ 唄＇捉試料とした。
2) 主初拭科（松棄ミ ‘l`’‘) 八）ば、直克束結乾棗：：： Jリ含苅オぐ加して灼丘して

ヽ‘る卜＇）手、うムを分統、回収し「：夜、乾凍試料を燃吼装薔 1) て烈噸夜謡躙認）＜
素を 7}<.. とし 1 回収 L Tて．国収 L fヮ］＼t 1 ｀免全喜路を灯r八測定賦科とし「：：．

3)上求試詞っゞても記疇疇忍ょリ疇紅諏し「：ぁと、約囀豆し）含
iれる局巖戒分の水索をガ＼として回収しfこ．回収し「ご 1}( （お［全差坊§汀ヽ‘ ；別＇捉試
料としfて。

しもしjのリゆ、ろ• Tぶ刀＼むらやすのリ ドがしjよしjさ
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3. 唄’I足

剛定試科 lJ、試料7]<. t,. 0戒とア 7 ?‘I｀｀ール1I. 60戒 l 100 祉のう 7 ロンバ A ア lしに入

れて呵製し「：。項’l足 l: しJi岱ベッ 77‘、うウンド衰ぽシンテしーション刀ウン 7 -(凡

loko. LSC-LBI) を杖＼司し．測足試料と狡蓋中て↑分令却夜湮＇＼定いうった．

（話果t汚原）
表／に囚／ l: ホ~しに各ポ A ント 100 

l 沿 lT ん卜 1) 手ウム濃度をiとめ = 
:::: 

ていみ．冷）<.,胡水，河叩Kの平ほ

均卜＇）十ウム濃襄 lJそy'\.りれ、 > 50 

20. I PCi.I.R., qq.3 pC,_、/1, SI•印／i.であ ･ 
. .;:; 

7 ド。j: r: 因 2 いホして、・み九穴

晒l: 詞遣1）＼中の平均の卜‘}

手、うl-\潔度ばお戸／£ i疇であリ

.、も、、方がら並べると呵JK．乎 I

7K．翫l<. ，知］<_d) I’阻と巧み．

これ［お犯丘の曰茶にお lT み夭烈，才<.

ゎ卜‘)手勺ムレペ心の一般的fぷ該詞てある兄ヽ‘える．i T河叶7)くャ瑚1ドの卜‘)う
ぅいレベ 1\, が祖l<.(/) \-‘）千勺ムレペ I しよ＇）、芍‘、(/)ば、河 l'1 ガくゃ湖7klこしJ.盛誌の放

茨痰が飢高ゞl-、)手サム濃度の約t念む戎印］くが、ヵ‘Tよ＇）；尉＼して 3 て、｀み「ごめ
と晃れがみ．
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Fig. 2 Tritium concentrations in rair1 

'Table. l. Tritium concentrations in natural water in Japan 

Location 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
 

———— 

_
_
_
_
 -I-

——

-l-I-l-

— 

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
 

Tritium concentration Location 
(pCi/1) 

25,5土8.2 S-22 
22.2士6.4 S-23 
25.5土7.8 S-24 
19.1士6,5 S-25 
21. 0士7.4 S-26 
2 1. 2士5.7 S-27 
15.1土7.9 S-28 
15.9士8.4 S-29 
2 1. 2土7.5 L-1 
18.6土6.1 L-2 
17.0士7.3 L-3 
18.0土6.6 L-4 
16.9土6.4. L-5 
22.9土8.5 L-6 
2 1. 5士 7. 0 L-7 
25.0土7.7 R-1 
18.9土7.1 R-2 
19.0土7.8 R-3 
20,5士7.7 R-4 
22.1土7.7 R-5 
19.0土7.1

Tritium concentration 
(pCi/1) 

1
3
9
9
0
9
2
3
4
9
2
8
0
8
8
1
2
1
6
0
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

8
7
7
6
7
6
7
8
8
7
8
7
9
8
7
8
8
8
8
7
 

士
士
士
士
士
土
土
士
土
土
土
土
土
士
十
一
土
士
士
土
土

3
5
9
1
9
0
5
9
7
9
4
4
3
3
1
4
1
8
0
4
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

6
3
6
2
7
9
8
6
6
8
4
7
7
5
5
0
3
3
6
4
 

2
1
1
2
1
1
1
2
0
8
4
5
8
0
0
7
4
4
5
4
 

1

1

1

1

 

* S;Seawater L;Lake water R;River water 

文詠 1) る島 中村・高島 豹 2い日放射化翌討裟］な予穏耐集p 136 (I 行2)
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2812 大気軒 l) ナウム素知測史

（応） 0爵贖姐（九豆里）高島饂山譴也

原子叫呻の追展に伴って、原子力虹設応援境Iこ放出され3 知）量 1這大しつ
つある。また、現似醗閏嗣疇硼斜籾‘爽現奇詞、関連施設から放広さ疇
籾璃知渥疇るンとか‘‘予植される。従って奴蜘譴J::.<f)立場から環境す染
物貨とし1の珈望弗性が近年搭勘豆碍合めた。］れら吋抱設から大気中に放訳
れるトリがうム立認鱈Id 、 HTO,H 丁晃して C出T であるし考和られる。
H 丁 0 につ＼口は、地蔀.1::...の水箱環®研究の為にか紅）臥前ヵ汀渕史されい） 21.
HT につ＼ヽても、燎渕伺·処近江嶋の梯渫)'...関連して最池測定され始わた。し力‘し、
C 出Tl又つ＼ヽては、我が国で‘疇□心‘測定されてヽ）な＼ヽよう＼ミ思う．翫誌気
中の HTO) HT ／いがC 比丁濃度の分別捕集．刹史致1, つ＼＼て実験室行＼＼環
境におげる基千の渕起告果と得たので‘祓告ずる。
償集、測定加床〕
麦翫 1‘‘ 口、、1 り図~ Fi合• /1こ示す。本装置によるトリが戸比厨枷濯集I的ぽ

の直）て‘‘ある 。まず、空気中の夕‘＼スト成分芝フィルダーが朕去し艮俊、 HT o カラ
ム（毛レ-t'.l.ラシーブ‘4-A l/-0 o s-芝犯壌）で沖ぶ乞捕集ずる．加又、低トリ＋ゥ
心（氾島屎応漣麟所の痕井戸jK)と癒気分解して作？t-:... 1K素きキャリアー
として恭加し、 HT カラム（）茫うジ‘うム鍬裸}50 /3-"'t花境）に導く。］茫うジ＇叩ヘ
疇は、てイアミ大野も s t l l,Lhd う L 同じか紅‘毛レキユぅシーブ‘‘斗Al：：：）＼゜う
巧ムとコーテ＾ジ）＇‘したものと枝用した。 HT カラムに尊ザかれた 7K.素は）＼°ぅジ‘
＼うムが酸化さ如いい、モレギュうシーフ‘‘斗Alこ捕集される。j_t~兎気分催の
愚違も生するミ入卜が｀H 丁力うム 1ミぅ炎入し社＼ヽよう 1ミ、 HT 打ぅム m箭段1ミドうイ
インゲ‘力ぅい（毛レキュうシーフ‘‘件 A I ぢ o g屯克填）きもう寸た。水分と水食を
庶去し艮空気にメ？ンとキャリアーとして添加し、斗 00 ｰ C に加熱した白金欣媒．一
(0、 5./。 Pも・ア l\/ ミ「ペレット／ 50 牙を充填）で‘酸も後、 7Kの形ゼ C比丁力ぅム
（毛レキュうシーブ＇斗 A l o o gを充壌）に特集する。この課3乍中、水素ふがメり
ン臼キャリアーとし℃点加したの 1さ、空尻中に含よれる叔素屈松メダンの量直湛ぁ
て倣量で‘あるの C‘ 、シ謬までは誡約KL して十分は世が捕集負恥）力‘うである
・ぎャリ戸ーか‘又の添加曼雌、、サンアリンり‘‘終了時の H 丁力う L、'l. CH汀カラムの

7疇疇サ‘お記げ炉嘉紅ぅに調整しt:::..-.サン 7゜リンゲ流速応 1～ぇ柏I)\て秘．
各力ぅムに楠集しに水はマント）V込ーダt叫 oo()c に加熱し、乾燥した窒素か‘ス

芯決してコー）しド‘卜う、')70 T.回収。しに。 HTO 力ぅムがう回収しに加よ全量這祉
して牛0 c. c 乞ジンナレー 9 6 0 c しと栽允'、 HT 力うム込c. H可カラムカ汀遥収
した未は8CC とシン＋しーダ／え C C.と混世‘て、J1ロ h (J")低）ゞッりゲうウンドシ
ン今レーションカうンダー (LB-]) t\‘愛良した。

おかいとみお、たヵ‘しまよしまさやよぐち低おゃ
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Fig, I Tritium Sampler 

〔結果］
応ジ｀豆麟宴的Kい麒、捕‘駆悴lよ、像鯰 0 @-屯用＼ヽた場合JK素/3
f (1疇量／ 0， 5 g l事）まで9 9, 9 が心で1あった。また、鑓疇ー、よるメ
ダンの酸化効率lよ鍬謀IO O gと用いた場合乃ン8 必（疇量 13 合に相当）
紅‘9 q、 5 外咄人上であっに。空気サンアリング蒔 lミおげる水条とメ 19 ンの総恭加
量は、恥恥 l l 、 3 必と 5、 b 丘あるので、火気中の H丁疇‘C出Tl誌峨翌c‘
畔 Io o 疇裏で‘さるンロか‘‘麟‘っに。
砥和 57 年 I:;., 月打‘5 疇這結
虹｀測史した大気中杓）十うム濃皮
の結果芯詞で平均して F i生・ 21 ：：
麟．一年）汀のデ‘ーダが碍られてい
魯ヽので‘、 lさ遠リ凶嘉幻且いか‘‘

大気中の HTO 濃記よ 0、5~3、 l
pU,／碕で、夏埼疇痰期 lミは高
く、屁釦輯麹 1こ l哀4恥／直1`
い）る。ジ叫釦誌気7](奸トリ今
＼戸濃良問題［すると、 70~200
臼／必である。這中の町房渡
は 1、応 l 、 8 pU／戒と大き厄変勤
はい、繹疇も見うれ怠応た
ボ気中の C 出T遭度は 0、2.3~
麟5 p恥／碕であリ、 HT紐の1/牛～ lろt`‘あった。 HT t.同様•Iミ C出Tlミっ
＼ヽても年節変勤は見ら礼邸‘った。
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2813 大彰紐塵中，， Be~ f--爵オヽ／‘‘ン

（放医碕） 喩§雇ふ，術祁史莉，背援

担皇 千豪における大気シ徐狂塵中'IBe濃度変tい）様栢およ霞f墳象要奏と川閑
係については、第 25, 26釦幻滋冷におい 1 臨（た。
鐸は、比較的粒似t 1麦頌けiするすなわち大氣乎クBe ど大氣オゾンの大軒分
が、成層園においで知恥れることから、千蒙における犬気浮逍磨オク6嘉度愛化
と大気オヽ／｀ン環度の変化な対比させ、丙有朋 I立｀＇のような閑係が、存在するかt危察
L f：：。

立 犬彰碑知採1ま、放射終医学統合絣祝所第 1研知即に (35 ゜ 37INノ
杵0°061 E, 夕也表からの高さ約1釦'11(.)にて、琉骨弟約 1000 ル元 7'・｀グラスフパ
バ｀ープ,{ Iレクを用い 1行れれた。サン 10 リング碕間は24-峙間を立と（た。集屡済試＇
約な 1· ラズオ、ックシヤーしにうっし、 Cre{ Lt')羊噂仇寸祀h唇村がンマ線ズヘ°クトロ
メータによヽ）、計瑣1 を行った，各月のク8e:環度の値l太，その月の日ごとの値幻1算
（で表｀めた。
心幻｀ンのデークは｀舘紆 (36ｰ 03 IN} 佐〇°o g ’E) て＂のオゾン合い観輝 E

使9月した。オヽI>今青の泊j定lよ、 1 日婚また 1 日に牧困剌定、すれていみI/Ji'',各曰
の代麦位と (1 ．それらの乎均値遺1刊 l f：：。月の 1直臼長ゎすものど（ては、その
月パ尻 B 直の対算伍遺l利 l f：：。
括東名、よが秀秦 11g 1 年 1 月より 1132年 12 月ま 7" の 2 年間におけ屁蒙パ騨
遊康中 7起晨度と舘舒1-;: I,‘げみ大氣ずi｀ンの月むlt.. -ts Fi1, 11ご示す。
臼 1 から雌らかなように．千蓑におげる犬氣穿祖彪印クBe濃度の履勧は，藷

魯な季節妾化が｀みられる。すなわち秦 (3 且およひ’`4-月）のヒ°- 7 の侶I こ｀秋咋゜
ーク (10 月）が．、また夏 (1 月およが 9 月）に拉lヽカ1’'虫現（ている。こ＼で秋．tJ)ヒ°

-7 Iマ目店むけると， 11 g1年では、秋のピー 7 は春のヒ°ーク l ：：： ＜らべ＇ィ色めて•あ 3 1)\”、
19 g2 年 7" は．秋のピークは春のピークと（司岩度かあるいはや l 高めの傾向l：：あふ
各°- 7 の様中 l：：：ついても各年．季葬ごとに達っている。これらのことは佳成‘．気
象現象などによる毛プュレーシヨンの式ぃ E 示唆する。
他オ大気オヽノ｀ンの季舒受化は．すィ＂i：： l枷瓜通り、 3 月ち‘よび午月 9 ：：箱吠、 10 月

ヒ 11 月に紘lヽの様れがみられる。
こして・殊．目すべ＇ぎごとは、愁、のヒ°- 7 につt I ては、 7 Be も大気オッ＇・ソも同じ冷f司

存示すが、秋にお↓ I ては 7Be がピー 7 15 示すのに対し、大気オゾン（ま磁J、と示す。

また紐かく見るど．f月にはクBe ヵ裕ヽ（値を柔すのに対し、大気オゾ＇ンは高い4直ど
系 l ている。フまり秋と 1 月においては、 ク Be ピ大気オッ‘’ンは全く並の傾向{(ある

とt I うこ ~1" あゐ。

犬気ず、I’ン或枷万ー Iレアウトの閑係について，多乞りi)は特に 90Sr につい
て．日本ゎ、よが｀西貯這（カナダ、イフド、イギ｀リズ、アメ Il 力合象（国）における
教年間の季餌愛勧に関し，t::t::.穀店行っていみ。こ I t`,'l/)S プォー 1レアウt iさ仔月お・

あべみちこ，あべ｀しろう，ゆぎみさお
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Fig. l. 7 
Atmospheric • Be concentration and total ozone 

よ ¢5 月に届たが，g月から 1 月 I, 極J、が今＜尖現 L ているのに対し．た気オヽノ＇ン

の季舒変化／な府 I這べた傾向 1あヽ），成｀脅困 l：：おける大気オゾンの収支 9::./i,;.季絆
変化をともなうオヽ／｀｀ンの戎層園かりの率い除去を危危すべ｀ 2 と公＇柑瘍、すれて U る。
こ吋舷では、犬氣ガ、／｀ンと放射仕名リのぶ層困かりの；命生の連ざは比例すべ'3 1’’ 

あるどいう秀えバ碁礎1~ なっ 7 いる。
化に見たように．道象必述べている 7 l3e の秋のヒ°ークは我々のデーク l：よって
も苑食視される。ク8e,’°Sr ，大気オ、／＂ンとt. その大な玲l璃｀層薗に起源を有し
て II るから、成層圏から知輝直倣叫速さおよがその行勧蒻］ l" 1•あれ1f. I司 l`’
季砕愛化を系（てよい I古ず'fある。また本綺祝(/)”e デ＇ーク、すた三乞りの 9°Sr テ＇’
ータには．オゾ｀ン'I 1 月付近の小ピー 7 1寸雄当するものは見当らない。

町｀成層1困内の各核積の存在から．このような否舒的要勧に違いが生ずるという
ことは、それ迂這が這状態（オヽ／‘＇ツ 1if..._籍稽射、'78e11 脅侃絲強度， 1名は局
地的な入力）の蓬い、勅期のが布刃象いなども芳え合わぜ 7 秀寮する I炉＇要が生ずる。
月間値/':'..よる季竹変勧の様子が 78e ど大気オゾ｀ソとf異なる部分にラ主且 l ， 日毎

“直についで本的討（た。たた＊ （，この際｀柑似になる卸分も、比段のため l濃なる
即釦並ぺて見た。
1) M;yake,Y．必 4. ；氏． M立．伍丑戸・／竺(-¥-) I 3 ff (ff/ 6 7) 
2) 道家忠為う； 放射線，生(f〉 ,11 (19 ク7)
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2814 奴豆饂尼ぁ、五降氷も0)ウぅン・ト1 ウム）afイがわ
滋爺化が9 }口衡

（免少窃むr) ゜杉枯行勇．尤刷瘍乙

大矢冴選息｀ s u科＊中q
ウラン、トリウム互刈元桑
のうういがi 0) (:っ
II て 1古 fことえばJ.21％い＇゜氏

• ~/0ゃ。項ず平和喩土して

＂な，｀ ：：と (5 ふく知られて"ぷ 叫 I t 2.. Thorium isotopes in fallout 
しがし．長蛉元表（：つ II t q ~ 232Th 230Th 228Th 

Year 

窃克倒，こグサ’` o pci m—? y 

茸束戸(,I.-妬味（：お＇（ヤ 3 哉料 冨： :: ~:: 
（こつ I｀て苛紅碍で枚昔含る。 1979 14.0 12.8 

緊（な l ヶ月夕辺t．蕩違臣（本 :::: 門：： 冒
玲サ差界：心吠料tiヶ砂． ー1982-_—• .6 7.7 

また今琴成秤 (3 .L. .).6圧 P｀う＞ l i A田まずのナf虚（べ合グたtっを 1 ヶ月今そい｀れ！と

〗c 令芍（：イt百しや。今祈（＂絵ィわ咬杖合粒：後をゑ忍ー滋あ令析玖（：ぶべ斤った。
表しじえずとうし:.ま麦中 9 卜りウム表度ぼ年平ヤ勺怯 106 →oo r9 W-3 ずあ 3.

ュヘOT1tは．屁2S oe ̀.,'Cな） • :,.叫 I' 対し封遣逹糾（；存在す 3 。 8 f; 3Z9Th l t今-Ji 1: うナ

区;r 1合逆釘(: r}在す 3 。 辞水や→rk も巧"'-Tit(;対し足利tな 3 。 If9/~92 年{:ぶ・（ナ

Ta.b I~ I. Thorium isotopes in the air 
232 230_. 228 
Th ---Th ---Th Total Th 

-3 -3 
aCi m " pg m 

24. 5 士 11.9 - 221 士 94

13.2 士 10.8 - 99 士 53

14.1 士 6.5 58.6 士 49.5 112 ｱ 44 

15.1 士 8.2 59.7 士 52.4 108 士 66

Year 

1979 24.5 士 10.4 

1980 1 1. 0 士 5.9 

1981 12.5 士 4.9 

1982 12.0 士 7.3 
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怠り気叫中のトリ松叫かいの
如回 1, .2.(：示す。丈氣床逗危中

OJ -,:,3Tk Iな．研滋（とが（拉 k吐l CC 

芥 3 こしず硝り1>',:...ぁ 3。印1匹

み 3 と，叫んと 290戎の叩ぷrt

/}ば｀笥し＂カ... , 2名Tk （ヴ•てしな IO 

:::.,_3:9::7:t:U旦；汀□。1\/I\\I‘\ _. 
218U 

Tabl<. 3 Urani皿1 isotopes in the air 

Year 
238 u 234-.t1/ ,238 U Total u 

aCi l'l -3 -3 
activity ratio pg m 

1979 7.9 士 5.2 1. 10 士 0.22 23. 7 士 15.4 

1980 4.3 士 3.0 1. 09 士 0.20 12. 8 士 8.9 

1981 5. 9 士 3.2 1. 07 士 0.16 17.6 士 9.5 

1982 4.8 士 2.9 1. 07 士 0.17 14. 3 士 8.8 
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2815 虹長中の 'l9 I の枝和ば＇分析法につ，、て

（菜成文化）関李紀 0 ，高袷俊ん木村悦令 泡日長生

阜江最近、原手力平和利用の進展に伴い、廉ふ這投がら長半料町枷謬出
ある ll'?I "'lす女パ量の違加が予想さ叱る。ヨウ素， 1ょ紐直直し 1 人体 I：摂取：叱
ると｀印還 l：裔精されることが少、放印謬繕線ti手1面の観、ヤ｀｀つ‘＄注目さ吼る。
一方、jかが中て、土壌 lj. f合下し □ I も捕提し、褒疇鎌への対、11本＾役割屯果t: ] 
と考えられ、土壌中の l』’I ぐ定§するー、と，ょ重魯 1•• ある。土壌中t11 1'~I t定重する
場合｀非破壊籾もjス、りft 1•あ 9 、詣訊tJ中性令i枷t'..,分析も月、、 1 t、照韮l
l‘、上虔がらョウ点t分謎濃，利ばすることりヽ，．炎•専である。 i 1こ｀虹噴．放射化され 1:.
徴党直物から放射「生 3 ウ令のよt這 1 る必要がある。 2 の崩処捜と 1急肌理 I：っ
ヽ,-1 1.1'ヽヽくつかの殺培例．があるが．，通埠の化年 1如乍t99 f履叫ぅ：とのし．．ぎるも
の I J'りtj.ヽ）。 そこ 1 /f l9lJ、簡易化を目的とし、応糾往を的碍、、忍溜，庶祀渇，節
I: i) 1 行ヽ 9 ， ヨウ令t浴1生戻 I: 0ふ着 3 t，、吐 l f:後． イオン女 1危と；訊1釦茄て•'
遣 3 b 訊直i1 したの 1・＼屹の合も足I: ついけ反告する。

立
叫射前の 4t営分離牧作和1真をf 13•1 いホす。土壌諏斗 /0 "-『O Jをと') 0̀, 4 ~ 
り日 h 碩昆成 1'加然し．有槻物を見全し；分妍した。土1哀中0) 3 ウ点の化学訪 IJ 10; 
虚一さ礼ら。分闘，宦湛i 1玲評 L ` 30 ％也＇）ン肖文を 60 t,,父抑j__ 1 ヨウ点1J)化
学形をft l た。次 1:, /()0 •c,心、~Ji L. 娼分も約 l DO n L 1U l I:.. 。福芍の PH
をおよt 6 I ：湖舒して~\ら加熟 L. 約 /0 "'~ J 1ゞ星、梵濃締 L た。 P H 籍］if iこ'~.熟
が丑 I: i.1 する核反訊諷の 11 ｀ ］り）k 蛉化＇）手ウ A をi~Iサ L た。：の後、濃麟ー
のp H t輝 1.. 1 とし 1 がらがり度の力 7 L¥ I‘一掻 L, 1 ～を a必着さt tこ。出認（加
光純骨製 7 0 マト用） 1J'あらが L'' ゎ．ホ函化力＇）ウムと 1品設口泡譴 L 1..ぶヽ’
1~ 。咬羞させ 19 後，：諺戻も乾煉 l' /4桑管，：封入 L 1 ̀  !、引船 lサ訊莉ヒ l k 。
2) 懇豹 日本 l原．ふ力祈案知J RR -4-! ̀kf ") TI ＼゜~ 1゜（熟中i'豆束 Sx 閲／c必 s)
1 `’3 8 i間｀懸身．1 L fこ•
3〉照籾食q化学分紐恥乍手 l’Iit f i各． L t：す、す。、照射 l fこ：紅度をる是落 6ヽら取｀）
出し、 1ーと柘）iぃ釦、初t令じ水蒻化ナト＇）ゥ謬森の中で、放肝l'1"l I←を：奈品 l
fこ。：昇汲,: 1J 3国が出出されたの 1’’ 、これも叩、する Iこめ I:. y念ィオン交援を行
っ［こ 0 5 、い~応ォン交紅1H (NOJ昂）を克 1 人 l tこ力うム↓：通 l k 役、iず，
BF も硝酸t卜') 9 L＼て｀ ：謬 L 1:... B~ 17) i)も出後，屯亜虐素蔚ナト＇）ゥ碍液を流して
IOiし：叡 L 、 3 ウ§を，：這 L 1こ． IOi形の 1 ウ素の炎尋を分滋 lJートに入吼．
顔ヒド｀ o キシルア：ンt'I2.と l 直． I叫疇も層 I: 袖出し［。袖払t紐）恥
た役~虹雑闘 l`• Iーと l. 71< 層 1: 迂抽品 l 「こ。逹柚記知の水柑 6 ""~がら 5.... 文を
闊 l 、ボ').1うしン艇q討叶常に入れて舟J足 L た。 r 糸梨入へ゜？卜 0 メトりー 1↓
“° I と “‘l l こっ" 1 行、ヽ．それぞ吼") I:゜一？祁枡から mI と ,n I を足§ l fこ o

ゼさ＇）さ・［こが 1Jしとしやさ・ぎむらたっこ・し＼ lナ 1こ``rJ I.Iヽ●｀ぢ
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斜良）よし＂名察 府熟J里し，•, i,椴分肝，患留，慮氾農蒋裔t通 L 1, 1 t:学的収争，i 80 ~ 
% % 1 •9 ふ，t. ~桑作"t:慶jれら峙間 1J、 1峻分糾ヒ忍留！：約 2 呵間半、ヽ菟発遺’緯；． I~ 約
L 峙間f 1'' ふ） r~ 。i tこ、！吐J I廿 19 ィ4 と L 1 池，1’}炭を 1司、，ること，：ょ）、 る是ヽ冷ぶ
らり取）出 l 心ヽ＂吝易t 1,)、) 1こ。袋久I\]登t‘IJ. I.1 4的直し 1 のit..年的岐争 I J j..し一
サ一度．g足へ紐果、約§0% t'•あっf。曖 4 オンと｝容楳袖出 1: J）し晶終的に放打）生 3
ウ令、の山｛分請 9 ら：とが 19’ i 1こ。
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stand for 30 min 
I 
filt, 
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filtrate charcoal 

ト＋ 1 HN03 
Liol exchanger | 

2. 5M NaNo3[: ::::□ 
eluate 

Fig.1 Chemical procedure 

(pre irradiation) 
!E--7% NaClO 

t1+1HNo3 
NH~OH•HCl 

。［ロ
back extr. 

l l I 
org. 

ac: t~ity measurement 

Fig. 2 Chemical procedure 
(post irradiation) 
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2816 海かわ鯉ョウ素追董抜

ぷ匡茄）精却討訟薔、高江）＼、阿単

叩、i麟叢蓬峰戸雌国が存在而崖／ガ和あよびi的戸い 7 畔年
f，くぅ移告ぶ見られ ぞれうによげ謬ぅぞ定1月位伴‘t)司湯炉年動す 3 かりt
りう T｀なりウ" q叩こt吋知げ7止。紅，一つ豆肴が海印撲楊石ら
以上うい詞T存在すぅ鳴冷口は佐々ぅ罵食ぅ度‘似遣叶尋町放出鱈位
炉挙 b影睾すり最が和告 ;~7 し） 3. 紗jえば泣炉；ョウ素っ盗角鐸 Iユ｝う
喝紺（1 ついては湿Kが存在崩ぽ l1 1―t冨）ぅ星り n よ）マ宅， 3 石更立
叩応す｝守年ゥ差了i農霞ねわっ 7 も邁縮保数直が丈ぎ＜直：松すら：：：豆索戸
れてい 3’,z:l鵡惰影謙噂直質汀汀匁炉生つりか藩府 I..,_ つし、7.も租告
てい‘‘ぅ丸
召裟が謬ヲゥ素這闊かあり 7 は｝＂ぇ素叶類さ由て＼I う対，i為脊告拗
応讀朽iい疇＇恥乃見％（ 7 8 在‘人け｛諄がョウ壼ぅ丈郭グ[i諄約
ヵ湿取し 7 V) 3 。従って， l厖叩訊が放紺将 3 ウ危（ I孔J)II) ぅ挙動直町
ぅゅ要がいがそう為 I追紅戸を定ョウ素ぅ化＇翠骨げ‘よびりぅf農度 I i毎成ぅ
棗り I辻げ恥差星了心記邊非汀ゅぎ配マくぶ。二ぅ要康名［蔚す身 1-Z
叙‘々疇永杓屯定ヨウ素ぅ疇叩］口を食法 IZ つり噂討も加えてずT-i-が断いへ
只げいで和告す；。
喫簸がま天艇這水牛 7｀ョウ素は IOa―あ‘よが I―イオンう形で存在し、こう
ぽ力‘に繹幻覧qぅゥ索ぅ昨疇 5 □ ¥/1 5 ぷし汀1 げi息度が1い戸分囮湛討
心象tしなおつ石。 1―'l IO~―り定量恥う 5 I―ほ中1笙 3 名け5わ lしカリ将
ぅ氷麟和う葦りオン Iマよ') I2  R 蒻化し訂紅応□ エz 屯卜）しエン／2抽出
し 7 定贅戸が，こっ肝予の放如性ョヴ索 (1謹形＃ご）なヌ／＼゜ 1 つす 3 \I司位
悴袖疇 h い）放り作認 79/T勺疇直認遺‘和粋賣幻，ク索ぅ鳩包ぅ
応一定ぅ l輝刃うるこしあ□ I) 、つう）月少桑な記用す〉：：'t_ I<- 企') I―りオン惚
展這屹す;::. ℃ぶ｀できぅ？ ：ぅ分厘（図i息方ぅ由怜はサニ頷 1 オン 1-.. 占~ 1 — 1 
才｀／つ酸侶ぅ鳴令戸祠＜ ｀酉紅麟戸麻じ /v コー 1レt I―イオン；誌さ
せ 7 71パ Iしつウ表t鱈｀レ｀二中芯 r Jし屯： 9哺があしち隊直馴酌い（エ― 1
才、バ農霞 9l加も同尉疇つあ渇））パ‘9 E．こうシ 1 万：ぅ 7 Iレキ 1レ“
応は 11 セし汀戸直蒻ぅァ Iレ）ーり）応むこリ，｝剥え 1す？｀リコー／しやグりで
') ：，箪 9 9 価ア 1し).- 1しヤヘ｀ン和しァ Iレつー／ご号，芽肴旅f lu つー Iし Y ガ且わが
ニしがれかち。巧疇違行さで 3 町栢麺汀直遺晉） Jぅ疇配濱
酸，請酪あ 1 VI I;;)"碕酪tいっち輝吋色ぃ＝ 9 がい｀っち。
ョウ素ぅ 7 ，しキ Iし化豆這畔蔚で進行すいこ酷灼ぅ虞1、夜牛臼 I ―'t
TO?-'I, 1 ン這l でぅゥ希q紅硝百応コ、尋疇：う為 1-z. T.-t ~o)― 1 分｝＂
I,~ 使えないが直営な方法て冴u 賛t菊ぇうこど（つか 9 をョウが定舟法し（て
“できう。羞席吋恥平ではェ—て工0ぅー／）オンが準印扉惚疇応て心入‘

かうの レずぎ、 手つば｀沿）え， こや存ぎ在＜
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ういゥ素ぅ兒噌っ恥厄は1/)ずれが一つぅ化序恥統一⑳けかばな夕なりぷ
仕惰祝昨 ,-d争う疇打謹□か狐l- 17 は金属麟ま I2 } l) IO)―ま丁

1必戸ぷか墓案It` Bレ2 で It IOf遭化す｝謬な爾ぃ在。嘉豆シV\
這叫疇了レち筵麟ま呵別すう~ ~ (7.か 1), 1-'fi-Br逗醤直す＄こt
h もっ？誌砂渭去ず〉ことができうがり麟ぅ将傾；釦こ｛冷―わ応

｀樗作 1 遺）すシ/2,J= ~ 1 ―イオンぅ蔽粕，あぅV\ □ Iし 3 - Iし心酸 IてJ
ぅェーiオシq ? l レキ Iし化亙応を行っ古後 卜 Iし了：で含荻‘し E 丁，ぁ 3 りけア Iv
~lレコウ素も呻出し｀ 号ぅク‘菌政力‘；ェー 4 オ｀／ q [息應℃澄）史し才うしす｝こうず
逸て＾け、求のも／這虞豆応が一史ぅ条件り下で平術/'2差レ在紆りガうでは存t)。
ー虎ぅ条件り下で反応が’わiす汀前 12 □ £ん；J1;::の、！っ晒奏/-z_おけシ分戴比 Y
了りす、/°)濡恕引蘭 1'2,見ぅれ 3)旬俵冷 5 予の杵喝線名作灰‘（てあい 7 1 号ゥ曲、鈴
一｀叶：扇料 Iわ 19 び伶 5 小鱈応いう r 1オンぅ骨t亨IY) J方法であぅ
方ぅ史青森ft°}条件、窃疇紅
）叡杓がt濱保もi約DI マおぽ
た苓止い丘違叩厳気違
乏汀事が料襄直直履渇；
狂q糸砕いなう．
考象、石図疇碇比」に輝
り一例炉示す．これけ IM-CIA＄伽
氏 lN-Hふ位 0ぷ叫ぼ lo`
J.這ん（身i t工―召含む）
I1 7 " ？コウ 4(oエチ 1レで告成さ寸

戸象も直翰であ 3。添加すいエ
がしア（レ::i -Iしぅ量ぃ曼ぅe- ¥'.'l< 
Jりり菌均ー情磨 m恥 l\Q 9 —ン
t gえうこし応できか牙丘恥
“で変うこt(--,_} --, (.,t m釦
I\’ りーシtをぇうこャ乃”でき 3 。
伐っズア lしコー lレ，tゃ抽珂
叩咽ぅこしh.-よ＇）羞当な~;分
似如ー「慮也曲締□ ぷ‘のて枝ん、炉
可； こセもーでき 3 。
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3
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麟文献． ョウ考環屡
l) 3 HI‘pah(), -eT~. だ戌）／ 0/ .S O丁OPE S'，盗， )!9 {I知）
:z) S. H；図 ho，ぐtcJ、l，革I')ぶ3(I叩）
3) Y、 Ml.,(心 ma応、立糾プ、厄心加込．必戸泣4
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2817 

御母衣地下設置の極低パックグラウンド放射能測定設傭とその環境放射能

御母衣地下放射能研究グループ （代表者 金沢大理・阪上 正信）
金沢大理、名大工、金沢大工、福井衛研、滋賀医大

極＜徴弱な放射能の測定は、字宙化学、年代測定を含む地球化学、その他環境放射能等
の諸研究に不可欠である。そのための低パックグラウンドを確保するには、µ中間子を主
体とする字宙線シャワー高エネルギー成分をも有効に減少し搭る測定設傭を地下深部に段
置することが望ましい。
このような測定殴傭の設置箇所として、 宇宙線の高エネルギー成分が地上の約1/170に

減少することが現地測定（198 1. 7) で確認された御母衣地下発電所トンネル (~700 111we) は
国際的にも遜色のない箇所と考えられる。

昭和55年度より文部省科研費試験研究に申請していた地下設置低パックグラウンド放射
能測定設傭の襦助金が、昭和57年度後期より 2 年間継続で交付されることになり、御母衣
地下発電所の倒孔トンネル（図 1 a, b) 内に図 2 に示すような設備を設置し、その有効性と
利用についての基礎的な研究を開始した。

本設傭は、放射線検出器と関連機器およびそれらを取り囲む重遮戟材を収納するための
気密性で断熱材内張りの鉄製コンテナー、および地下トンネル内に高濃度で存在するラド
ン同位体とその娘諸核種を除去することを目的とする空気浄化装置 [PREフィルター FA-
610, HEPAフィルター 7ClO-aD, 活性炭フィルターt-2.5P-RN と 3相200V送風機 0. 75KW] を
組合わせたものである。これらの設債は、図 1 示す約1.2 kmの斜トンネルを通じ昭和58年
5月に搬入し、図lbの平面図中（＊）で示す箇所に設置した。 これまで、以下に示すような
種々の瀾定手段により、この設備内外と周辺の環境放射能、およびそれに関連する諸要因
についての矧見を得つゞあるが、それらについて一括して報告する。

1. Na I (Tl) 検出器による r -Spectrometry (3・¢ x3 讐， 3”¢ 球型）， 4”¢ xじ多チャンネ
ルサーベー．

2. Ge検出器による r -Spectrometry. 
3. 電離箱によるラドンの測定．
4. CR-39による“粒子トラックの測定．
5. ZnSシンチレーターによる捕集エアロゾル粒子の“線測定．
6. Nal(Tl)検出器による捕集エアロゾル粒子の r 線測定．
7. 空気中のエアロゾル粒子の濃度測定．
8. コナンテナー内に設置した低パックグラウンド液体シンチレーションカウンター
(A loka-LBl) の性能試験（地上との比較等）．
9. トルエン吸収ー液シン法によるラドンの測定．
10. 水トラップによるラドンの娘核種の捕集と液シン測定．
11.鉛遮藪下での NaI (Tl) 検出器のパックグラウンドの測定．

Attenuauon or cos •i c ray 

1 「°
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図 l . 御母衣地下発電所・搬入トンネルと低パックグラウンド放射能測定装置

設置箇所 (*) 
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渕定翠'1l竺納

平面図

ラドン吸着ファン
フィルクーユニット

コンプナ
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1. 85• 

縦幅 2. 657■ 

幅
I_. 80 ■ 
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図 2. 低パックグラウンド放射能測定室の配麗とラドン吸着装置
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2818 1 M 艮知名f l:. ぷる地下水中のう F ン合有量の逗俎t剃定．

（裔J(.環） 戎ククシェーJヽ即•O 芥［田泉羨・誉茫英夫

緒角

也農咤生明の地下伎勤 1::.. fヰ r,; い・地わk中のラドン合祠量にを叡が現られること

nく・ダイうタンシー理論からも予想つ孔．いくつかの鮨頃珀現t靱色つれている。

紅科紐環がJ.静l~晶下色地の地下水にフいて．月葬fiLでラドン環度£須lj庶する
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釦c さゼる。一のちつの象舛·

€安ぇろ二しにJって．粂漉の

!)J坦象iキを求めf：：：：。

ii)須雌認妬現
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2B19 温昂ナ‘｀又中11)ラドン名•よにトロン., Ih Si如逸＼造3広

（却立大雌） 。か） 美料， 矢永試人，壻内公キ

直森 ko 豊，中攻弘迫
（北翌丈衡） 科”..l::磋虻雄

＜鵠言〉

天然 1::, 存在する放身採直終のうぢ．地釦ば、這境斜津恥逗目とれか、ヽる可も

（うドン）と屹の日ん立年•あるエ平（卜 0 ン） m叫紅．遥累丸 0庵伶等 I召b 追

まれて、ヽる。シ＂ら 1さこれまでに、立懃水．湿艮水中のうドン，，澤直：：関 L ｀ぅド
ン疇 L て大セが渚怜虔セ埓っ卜 lL エンな用、、た海佐シン今しーダーでギ由広 l 、楽l

定 L -z. !たがりぅドン Aが‘トロン浮釦乞よ＇）よく理陥内る I"- l;l;. 3昌果が又中での
屹れ 5 I) 3棗度な楽I史古る事が望ま L \‘°屹ユて•今回、遥晟ゲス中のラトつづ農度の棄＼
か知滅糸での卜 Iしエンキ由ぬー海4おシン今し一ション痢走菰t用ヽ＼る争t栓士「 l

免紐t・の ~l泡屯怯‘ ⇒ t,..。

またI- D ンな液位シンケしーダーで｀呆直する場合｀イ知来兄バ紐偽である 212rbL‘}..

下，，放射艇につ＼＼て、言紅碁斗屯石可桁宦り苗t'阻）遁'l楚 L -z.きたぶ、放肝能強度が§かま

り．認料絃＆な喚l定回穀の剥約tう It "l.、、た。そ::. t'現埠で羊滋炸廷｀“す＾トロン

t色ぢ/::.澤＼泡iる目的でだーりつ• lし滋佐シン今し一ションカらンダーロ輝 L.J.）そ
が特悼い園べ‘たりち 1::. ―現迫で、If)喚＼楚屯該コち。ガ‘又の採和心恥＼定 11. 噴缶 +L サス

のトロン含危皇ぶ合、｀ L ＼ヽぅ粒き 3）のある急北池汚 n 黒瀑遥果、王 I恒晨艮で行なっ
た。

く支駁）

表 I 1-:.,皮球： I-::. 甲ヽヽt＝；1：：ー勺っ. IL 苺体シン今しーションカウンダー仕樟セ示 L i.。

子＇‘^7--- 1 1) ミネーダ 1なユoo~ O,  3 の～ oo ,f./. o0~ oo ，ケ‘オン I~ ><.lo 心釦包 L ｀棧叶数

沫屯用、‘Z うドンが定曼かをる 哀 I ポークブル裂液体シンチレーツョンカウンク仕様
畢t手め史駐 L た。この設定て，、 検出部

フォトマルチプライヤ R331 -05(HTV製）

史駁宦1-'、＂パッグりやぅらンド計 m高分折器
チャンネル散 独立 3チャンネル

秋名が／o ↓ cpa 屯現し玉 l‘1 遥畏） ロアレベル設定 各チャンネル独立に任冦には定可謡
ア 9 パレペルは定 3チャソ不ルに共通，任きに改定可眠

で l2O C.P｀ち‘.,た。

がス n 採取 I~ 朽 l..., よう 1＝液

糸礼の上/::. 0 -卜t逆 I= L 、 2

ロ，，注射術 I::. 淫飩之七たすン 1°

t)ンゲ装蓬屯 1ll tヽた。 すばやI...

がスの万／00 4楕駐し｀さ 5 /::. 

ト Iしエン糸泣し條シ ::--+L-9-

(Pro 4-P/4, Po Po I' O、 1 9／ヽ） 22-t. 
t用、、珪与1箔中で 30 約閉板巧

L 袖.t (0.. ,. I) L -t-:..4紀すf- 9 

ヂ lし液征シン今 L-均ンカが炉 V'

外部用出力

リニアアンブ
クイン

外部用出力

外形寸法

菰童

計測記幻部

(10回転ヘ・リポットによる）
スイッチ切換で任意のチャンネルを

外部へ出力できますよTTL正論理）

祖謁竪： X 10 X 20 X 30 X 50 

激！昂竪： トリマ・半固定

正ユニポーラ，最大SV

0290X 胄lOOX Hl20 mm 
約 2. 5kg 

プリセット回数 自動tt切］の場合の最大は返し回区を
設定

計測間隔設定 9 イマ（サンブリングインクーバル設定 9 イマ）
ブリセットクイマ 9999秒迄 1 秒ステップで設定可能

表示及び出力 手勁時はスケーラ表示

外形寸法
重量
霊課

霞池舟命
充ミ時問

i'.l動計切特にはデジタルプリンク

360Dx !GOW X 220H 口0
約 9. 5kg 
充電型霊池及びACIOOVの 2逗源方式

完全充霊後約 8時間
約 10時間

よ L 4vb tで｀き．ゃなぶ まこt.（呑リうち をみこ

えんむ‘う かi·ヒょ ．なか［がら ひろみち．むらかみ 中 5 t 
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洟直した。該糾採和終 3 よ＇）瑣）定南怜まで→的 920 衿づ‘今＇）、楽1定吟園ュo 約、遠＼泡rg

踪／0 保戸茂直した。 妬 I Gas Colle,ction from a Spring 

抽出4麦布＇）のがス 1か令匂4袋

／し温度、 4本仕屯楽）泡 L 、 2 回

めの抽出(%•ユ） t行っ乞

0r,.I のトロンにラドンの放

術能乞現地で乗1 迫し-r:.. 4笈、再

1/ 0ヮ． l と°ウ・ユの曲危 1＝つ

いて、東駿屯 1-:.. -zうドンの放

韮セ迦1楚 L た。 ((R..)()ウ・ I,
年） o.-, ．ュ）
＜姥畏し考寝＞

トロン屯栓瓜古る I::. J;):該｀糾採取、キ由むt今卑＜

行う、必字が‘あ＇）、ケ遺む滋正の為の温度、佐令廣t
＼司咤 lこ楽l淀する峯 Iょ固紐である。吃::.で袖位、たユ

咋，た。 2 回めの神 A1:l:瘍複｀イ科養t逓I 淀 L 、

|、 Iしエ＞の世然への分配争（Kュ）乞土｀め、再霞乗＼迫

したDr,. I'｣. Dr,・ユの比℃、現走で｀の分配セ攻のよ

うに袖‘正し-IE,...
的。i,-,.ュ (l+ h) 

(Rm)s血r北 =(Rふワ·1 [l+ (R11) 。ウ·I ]
↓、J...上の裕王也奇fヽヽ亀黒 3島遥泉~、玉 IIl 逗泉での珊I

103 

謡果t石 7 4としtのぶ+,·, 2, 3 である。皇打

が液唄,1値でおり、 これ 1::. Batemah の式‘.,):‘)辛｀めた

ぅドンの生虎‘曲銭（磁紐）立フィヽ‘J卜士せ、曲維比
虹直しの羨ガゞ白れ℃、あ＇）、 トロンりわ忌｀其q廷、l,窃102

0. 

約 1::. 屹，，て玲‘条する祝打椎祝｀分（浚紐）屯筏瓜で点 ・・をた。このユ本の曲紐ょ‘)分｀ス和釦£ ＂ラドン＾ [ l 9,\•?•-··~巳ユ•-色L ●●-•2-._.,-•99_.
トロン n 曼セ訟めた。黒渇滉泉で｀―R^ : 2l. 4- :/:0、? 10'‘ ，ヽ

叫／4 ， 22•R^/-R^ = /、 0 玉 "I 邊泉乙'’Iな =Rへ: 3、 3 :t

0、 3 心／ぇ， no f<.,. /唸＾ ＝夕0 年七。

↓、J.....1::. IT)ように篠東用ヽヽ 5 れてをた魂4年シン今し·

一う心）定法t気—液桑でラトつ n 定受 1』前で｀

をる辛、また逐述でトロンの羊満｀J月 1::. 屹って法｀案オる放梢帷南‘分t今資崖 l 棧瓜iる
阜が水°- 9 ヂ Iし浚柘シン午レーシa ンカらンダーを用ヽ9 て、特学に初めてできた。
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（文叙J

I) 呼釆化 ナ 2は放射4心紅我命会該茉キ鈷集 'f<j (/'tf/) 

叫た枷他． 地租訊瑚竹令設廷 2行 (l?fo) 

3) 蝕団 已和い含雑誌竺 II午3 (/'I｣/) 
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2C01 スズも含しゲルマン§謳ガラスのメスノヽウマースヘ° 7 卜）レ

ば虚柿立大遅） 0西叫豹哨 高島艮正沖田元已＊

メス／＜ウァー枝棺［あ 3 HFeゃ＂ぶを 7゜ローブ lpro f:,e) r して 1麟肉 1゜喜入す
うこ'c I、̀ょリ．代号綽炉輝疇、べ坦霞叫隅r-t.緒品り〈噂た号の1?<
疇詞恥かう。）スパウ 7 ー／か夫沼 Iすtリわけ X令＄疇ゃ中心詞捐 l 、̀
J濯建応瞑釦ぅい旦疇了いか句濯追ヤ、更 1裏印謬打1 号 1: i 
リ呈しぅ疇樟逹ゃ蛉姜収還ぇ反応冴も屁兄す 3 .Lてし秘あて齋効fdづ『平·ぁう。未
□11げ l し1:7 I) 濃度の影叩乳閉鼻紅あうケルマ＝加疇位放かい
b →-/-'r.度 I必す 3 I) こしが記わていうゲ Iしマン酸塩ガラス0)料遥 I｀役］ね知見卜
筏 3 0 応だ、験を行万？「ミ。
［賃〕
疇店、令位の比凶， GreOz, S叫叫要董項叫．哀＜濃令し Sかか 1iさ
用いて電れ‘炉石 I ス00 °し、ぇ呼閉吋葬豆1度、色洵｀、よ＇）点色這9月のカ・・シス試料
E謬し T、。こいりパ崎/1一般式 1 詞•(1戸） &eOi.· 2応0ぇて示さ K 、
ズの他か l O, I S'，え、広， 30 の計 5穆粒 I ―、ついて史靱を行Tわfこ c 了f^、 X緯1回1『0\
涜l定1 こより、こトシのガうス試料/1今てき定説'1·J丑こと砂乍認 l f:。メス／＜・ウァ
ースペ7 卜 1レの測定11 望温で行f;\‘0 累 1縫シフトの位 11 恥ふ 01 を困喋物河t l 
て慕広し．速度校正 1 ―:I 1心長鉄を用い Tこ。
虚果＼序慈］
メス／くウマー入へ°ウト Iしけ＼ ‘1い場合1: t見力‘げJ:...シング Iし ~-7 カ‘シ訳］、

図 l ド示す1ぶ I ｀ヽ釦覆シフト 11 I i lずて｀ 17 I 迂＼、他ど示して＼‘うこtヵ‘し、ゲ Iしマン
硲y羞ヵ・うス＼オてのス lく 1ゎ遥和打• （し丞位）も嘉すう件価/l)4 1 ンしして［謡し
て＼‘｝ ::.. tかわか~.従っ 17、ス 11

&e04-四釦店ゃ G叫八匂オ（年び
叫碍玲l1\’ ］わも立和緒今）わ‘シ
戎 3 3 謬叩樟逹叶守、魚I~、 K+ Y 
閏庫怜飾4 1 ンしして［ぃ五して
＼ ‘3 ンしが1桂浅＇にれう。
叩 I、̀ |1 ア I し-p I) 濃危遠厨＇＼半

、7 釦這シフトの要りしが示さ卜て＼‘

g 10 0 ド．娑．．定・9:··:：・・・・ご元翌、 ，、燐乞詞·.埓•食·.衰：］.. :; 
ｧ 99 
iii 98 
竺
E 97 

': 96 

• 95 

-6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5 6 

Relative Velocity/mm s-1 

｝が｀． I正｀ヤ lに l し乏 9し 7ぶ上のア @I. ゲI口滋嘔ガ‘うJ... (Io r:,..O 、 90 伍02,· 2玲）
1しカリ：農度効恥皇 1羞ぅっ｝が！魯 瓜メス／く｀沿ースヘ°7砂
欠 l て1.‘うこt 1J‘•ゎヤヽる。 この皇担
応フト”大 117文疇項門立置 I`、おけうふ霞誼度のジ屏大；き味してお＇）、
手ウ褻溢ガうスユ）ゃ乎ウゲ 1 疇炉スJ)(7)渇合覆測さわf口］疇祖(- oｷ) 
の知成 1｀停這知里 1喜シフトの；践ク（ 3-電謬度{l)),紅）ャ穀似 L T.、さ讀t言え
う。尚． I日 Z 1-. 示す他 11 吸収セダフレットしして醇析 LT場合1`、ネ号~ f' T・ーものであ

ドし・ T:· 1 つあき 「こかし弓J l ';i、、 かt一｀だもしみ
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｝が、こい：：／ング）しt::- 7 'cして崩枡してし

応 I汀じ値！が得らか r` ｰ 
一方、出面のス 7<A 1 シ（以勺心1蛉習
直日 1月 4 1 ンの同釦詞11 と表してし ‘3 が、
旧 3 がら？ 1v 1Jリ和〖が I /,そ Iしグ·亨 I `、なる
とゲ Iしマン砂紅‘ぅス才のスス、 4 オン叶窃牲

か｀麟I~、知していうこしか‘↓心｀う。、、の四柏
功

／讀戸応I1 .l廷の、丁、咋謳的スぷ、iウケ

直溢ガラスう） ＃囀輝疇亘成疇I 、̀も
叫,,観測ぅ Kている。
叡灼手位店 11 シン］ lし℃°- 7 しして餌；；frL 
直い、あ3 \,‘HI日）の放釦·示す1象 I ｀・ダづ
レットしして絨祈 Lrー．渇ふの＼、すか I: おヽ‘1, t、
応 17"'<.I'-' □ ..tのア lレャリ濁鱈叩 lげ lレ
カ＇）：鱈遺加 I ―、 4 手って色漱．がっぱ lJ釦
す｝こ兄がわダう（回l/-）。この手他性の孔：入
IIスス••II オンを中Iゞとす 3 ふ釘八釦オやス
ス澤註閉の令玲合涯肴且呼玲角 I`、力‘r; l) の I J`.5 
っぎ句‘屯じ‘・マ IV カリ：農だが記＜ぢ｝ ｝呈その柑
応大きくfi ｝こしを示していう。しこら C 、
戸蒻魯ガうス2-) ~、1ウケ小萄記ガラス3) 和
知オン (F£3十） I ̀、よるメス／翌、ウァースペクト

）レの手隅 li非謬扇冦或疇汗疇l·戌
戸うこ Y が‘．腹 l-＃諺うわ1 \‘うが｀ ：疇t
\‘I租罪構成 4 オシしして h在す筑訂 1'/ ヒ
叩噂ゃ4 六ンしして私在すうスズ /1 1;ン疇一
紅加見 Iこ甚っ又ものと巴わり·
),,メl:.咬も知‘し、ゲルマン硲彦ガうス中で 11

マゃカリぅ農度いか叫｀、出‘` GeD戸伍o、→年0“
の度 I) 必がア I レカ＇） ：農月忍0~30 屯 IV 7゚ ｛迄たビ
-7'c l て生じ. ~ r I 可 I丹 l ・．ア l: :') i農度がお
ゎJ ]I b そtしグ0)/')、上/'、 T；うし力 7 入＃ （おそ
しくほ心叫7'4rt)疇麟攣が生成さわ
｝し結論命さわ｝。

伶ガ文祓

゜
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U] 

[ 
``" '-o -0. 10 
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国 z. ア Iしが）困0) う農肛‘、夕113 黒1iI1店
"-，，叶‘lりの知し
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図 3. 7心 ')(K辺）う農月 1 こ汀すが可立
今裂 (A) の変処

1. 5 

1. 4 

1. 3 

立
E 1. 2 
E 

こ1. 1 

1.0 

0, 9 

L 

゜
10 20 30 40 

CI mol'/。

国4-アIしカリ lk 2. 0)濃度 I'が日ぅ
和逗幅げ）ぷ要代

1) K. Kamiya and S. Sakka, Phys. Chem. Glasses, 丑~/ 60 (1979). 

2) T. Nishida and Y. Takashima, J. Non-Cryst. Solids, 旦， 37 (1980). 

3) T. Nishida, T. Hirai, and Y. Takashima, Phys. Chem. Glasses, 五ら 94

(1981). 
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2C02 鉄韓砕ウ蝦塩がラス虚釦t.反応へ(/) j..ス／くゥァー

分光法這·用

（九大理） 面呵哲叫 0 辟ャ函冠： 高島良正

メス）いうァー分光法 1さ通舘紅法-z I項駐とされる無定形物質直所的な精造を
知る上で極めて有効な方法であることがこれ 3 での著者等による一連ぶ祈究でも明
らかになっている。すなわらメス／豆ゥアー 1亥棧t}ある 5'1Fe, "？ふ苺とプロープとし
てがラス昏の祟足形物質に導入することにより、これらの該稚と話合している息 3
ゃイオンとc7) l囀鯰遣類ゃい強さ，更にはメス）くウアー板を中,~‘とする力面
応坦T、性ゃ祈鼈輝這する 'l青椴も得ることが可能で•ある。がラスの結晶化につ
いては、 OT A ゃ D.$ C を用いて怜っかの凩淡がなされてお‘)、がう入転秒、ゼ、以上
這度嬢域での結如ヒ反応においてほ結晶衣の生成が重零な役魯l も果していること
ヵヽ・級告されている。店碓克では、メス／く｀ウアー分·光亥とぷり蔽温がう入の締晶it反
直追印、結晶んい速展ゃ磯庫灌する知兄 E得る日的て§爽験誌った。
（臭験） 一般式‘xRュO·(100- x.)· Bュ 01 • 7 Fe i 03 で示される、r、ウ酸塩ヵ｀ラス（

礼＝｛あ 20, 23, 3D; R = Na 』 k, Rb, Cs) は各言式乗の 1炉｀専暑： a精秤後，良く混合
し．亀気炉中で 1000°e, 3 峙間店融後、急分によ‘)誠製と行なっ T：：。これらのか‘う
這料は全遺恥，透平•わり、又怠屎国折直I定(/)§辞泉、無定形であることが碓
話され7こ。

（結果と危察］ メス l＜ウ 7 -知~'7 卜 Iレ幻乗1 定の括果、：：：れうのがラス試料中
では艇J這であり、叩配籾莉心有することから鉄が寸、ウ柔と昼換してfeO'I­
雌砕 E形放し、組日構成ツ（オプ（叫畑必伽切厄ん）として府在することが推定さ
れる。 3 Iて夏性体、ン 7 卜 (I S) と四極分裂いa s) の値はアJしカリ濃度が一定の
場合に 1ま、ア）レカリ金属イオソの稚類に
蘭係なくは 13で一定であることかり応り酸
塩がラス o 甚本的禰追いものはア｝しカ

＇）金属イオン｀類と謬輯紅(i l手一
定で•あることがわかる。

これらのがラス試科t眉日報告しt-::、
寸、ウケィ酸塩ヵ｀う入のアニーリンゲ爽験 ヽ 0. 80 
と国一条件による専羞アニー') :::-ゲの結

・果、 1 ＄に 1J届干の増入が載哉l されたが、 0. 70 

和統的な定 At l] 全くみうれなかった。

これに対してQ 5 ゃ翡藩（ギ復稲） 1l ア
ニーリンりによ＇）連続的な減少 E 示すこ
とがれ応 Tこ。 I叫 I I: 示すQ S の裁）ロ
アニー＇）ング温度と癖朋の聞数7.ヽぁ l) 、
温度が高ぃ程、謡卦蘭でQ. S lJ減 lj;、し、

1. 10 

1. 00 

,゚ 
゜5
 
W
W
 

l

,

 

430 °c’ 

450ーC 
440ーC 

400 ゜c

ム 10 Cー 

゜420 c 

゜ 30 60 90 120 140 

t Im in 

母 I. if釘蔽塩ヵ＇）カムがラ7-. l 1.~ 2o) 

の等囁アニーリンゲ 1こよる四牲／祝裂
(O.S) の和t

にし「：：てつあさ・のばかとしあさ． T-. かしjよしiさ
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公アニーリング温度に1応•じて一定の値 1 ：：：

蕗らつくことがわかる。このG. S (7)減少
1-:: I 沢0)速度式

伎尤＝ 島（』o／△） ｀―-ー (I)

い導入 L K 。各温度にお IT る速痩定数虔
lJ、アニーリング崩後のQ S の値(Lio,

/J) 0 比の自然対教も？ニーリンゲ吋蘭

尤に打して 7゜ロットし得られ Iし各羞度 o

カー石媛きから釆めた。得ら1}I..T: I 次~
Ol 速度定敦我 13 、 7 ニーリン'7`‘によリ、
飲 (F討） tと l) 手く 4 個の酸係が、よ

‘)対祢性の高ぃ位量 1こ杓勧すい配速度
E 反瞭していることになる。そこて＂戌の

値と俗アニーリン 7｀羞度（絶対羞度）の
述敦に対して 7° ロットと行うと @2 /l)様
に店＇）傾ざの夏 7j.う 2 本 a 直線が得られ
ぅ．そ収をれの直線0)磋き心アレニウス武‘

10 
ー 1

10 
-2 (1) 

べ

10 
-3 

-4 
10 1.4 1. 5 

T—11 kK—1 

国 2.@極 I分裂 (.1) 緑幅 (2) ">座化量

かう得られる結晶I.ヒ及辰｀の 7 レ
ニウス 7°ロット

伍 ( b/kュ） ＝ー E/R ( I/Ti 一 l/Tュ） ・・・. (2) 
心リ、反屁叩紐iヒエえ Iレぎ｀._ E に対応しておリ、国 2 の嗚合にしJ.1J‘、ラス乾幼点

(2 本の直線ヵや交又しているラ品度）以上の温度頷域‘-Z:·1J囲極分裂と繹哺り＇変化．よ＇）
2b 知成．m孔―1 と Ir"/虹吐•四じ という 4直が、i tこが｀うス舷衿点、以下で•1 J 72 如込？加C'
と 55k 口£.“-l という値がそれそ..れ得られ 7こ。

ヶィ酸塩がうスて••みられたア）しカリ金属イオソの値穀の退ぃゃ 7)しカリ濃度の速
いによる祐性ィヒエえルキ'‘- E の産豹1)~ ,t、ウ酸虐がうスでもみられ、 aS ＾裁 I!,- カ‘5
得られ T滋性 4ヒ工え！レギ'- E 1J Nぶ， K+ と含むホり藷福ガ‘うスで•IJ.、イオン手径 o
1h でし 1t Iレカリ金属イオソ (Nぶ）も含むf｀り酸虐ガ｀ラスの力が‘E の値， 3 大きくなっ
7.いる．-J 7: l乱ー 7 ルカリ五属イオン£含むif、ウ酸塩かう入のアル1J')ぅ農度ち愛、4ヒ
させ T: 実験ょり、 7 ，レカ '1 環度7J＼:$, "程 E の 1直が大きくなることが明らかになっ Iこ。
これりの結果ほホウ 1 イ蔽溢がラスで得ら1k. 7墓果 1) と非伶 I：よい一致も得［こ。
虹が結果から、す、 Iう酸塩ヵ‘うスにおいても結晶 At Id-7 ，レカリ愈属ィオンの拡巌

により爾始され、イオン矛径ll) Il＼さい 7)レ1J')金屈イオン肴藪素原、手との乱百合が歿
崎 l: E ヵ＼・火さくな‘），一方 7)レカ’J濃農度のi魯加 1：：汁ぅ丘の増心碍架棉蔽東の生
成 1；よるアルカリ金属イオン一薮表蘭 o 静竜弓I fJ m 増大に起因すると結論される。
“"'哉 I~苅ヽらも叫肩くの緑論が得られるくとがら、メスバウァー分洸．~t_ I J.がうス/J)
結晶ait.口渦究する.t.でも極めて屑クカなオ玖 Zヽ ・みると言えう。

畜考文板

(l) T.Nishida, T.HiraL and Y.Takashi叩， Phys, Chan. Glasses,in press 
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2C03 シクロデキストリン l灯北中のグスト分手の勤的尊鉱

（九火珪）崩豆歳り］、）1/展弘喬島良正

1 凶召及びすーシ70 デ‘共ストリシ 1む琵構造の中にむぽ沢直径l.j.、 5 メ、
パ、 8 、 5A の空洞を肴i、その中に他の分手も包按ダか、｀の空洞肉 I：森訳の
ゲヌト麟這将するこ、低羞てはゲス／、分手 1J'如、点て層疇釦 I な\ I 'JT0 、 5盈
虔が高くなるにつJ八てゲス 1ヽ偉ふJ空洞肉て詞拡逐動之は 1‘' める。ゲスト競f'あ
るフェロビン（及びフ；；日ビン誂導偽）が鵡運動をするとフェロセン中の鉄の恥
＇）のも喝勾恥麟疇面する。そ疇い麟がメスパウアー，麟疇犀）非
翫長J成 1ずメスハウァースペク）ヽルは四柏分裂！を示すが、娃< gぺくる這捨
繹の緩和現象ヵ縦風賢．れるよう 1こ厄る，
汀、分□ 1内如の大をさの曼なるメ B /.,iひ｝ーシクロデキズトリンにフェロ

もン及び‘•フチ O 也ン誘音停を，包括丘、ゲス／、以の大きさこシ 7 日テ’'・キズトリシ
の内jしの沢き認の関係 1こ注目 1 、ゲスト分手の叩譴勅の直いス）＼‘豆認
；＇人を扇 \1 て詞べ尺，

づ・ I)
乙必ーシ 7 日テ\Iキズトリシ）勾乳が＇，ばゲズト分．｝ i4等が挫同肱痙亥心ずるつ (F-
i,9 1) それに対 I /3、／ーシ 7 /Jダキズ1-リン内和中ではゲス7-0•サイトに 2
サイトあリ、々の一方のサイトにあるゲスト分ふガ夏羞卸釦9劾をずる、、とが‘IP
ヵ‘7 た。（已， 2. 3) 辺、シクロデキスト、）シの内孔の経ヵ‘ら考えて 必一
シク〇テ、キズトリン疇ィむ口鯰、団#~ ;~柔戸うに分る翫°砂透に、包祷
も 1/l 1 お＇）、）俎しの大ぎ 1 1 J?し.r -ン7 0デ＇キストリJ包排綽~て｀＇／1, 図 4 下叩ぅ
に分ふ）村に包埓さ爪ている乙肴んが）tるっ
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低羞て•'は必、 9 炉ーシ＇］ロデ・キヌトリシ
虹ゲス叫芦‘虹も尺きな麟疇を行可る
ぷーンクロデ｀キスト）こ包接條ては、温度
疇＜瓜るにフれて）夜収叢ヵ‘v iだいにプ'l-7 -

ドになリシングルヒ°- 7 ど柔月。/J. r -シ
クロダキストリ覆葛びて、は外篠1 のと゜ーグど
魯残 l だj ]疇 lこ新たなピ゜／ク鱈ゑす。
さらに高誠になる乙外樅l(I}ピ゜ーク這知、す
べてのサイト・て｀［極が砥‘るJうにりる。
また百'•(!)埓合も謹愛知棗‘る乙夏惟件
シプトが累徴裏‘1グ／ている，ヽ‘i几i3 回鳶；炒｀
麟る、、 r1：：：J )S脅這度9大が生 I’ て

｀冒髯
fig, /,I Sch匹tic reoresentotlon of the 

ferroceoe rolecule In o covltV, 

いることどよす ·e .f)て、ある 9'-‘))LI1結存様式の愛此を床啜するも訂’ぁり伶の検
言寸も．要プる。

こ 1礼まぐに差岐 1 たデ＇ーダど長 1 にjこのた。＼‘の表力‘ら、ホストの C叩西 Iく対
l てゲス履各ダ吠ざ 1 ぎると回肱せず｀、逆にゲス人分るがJJ.,.とすさると 1目肱ばす
るが他の屯·のに比べ‘釦殿をは 1・｀め這度が高く、7.0．転 1 ／こくい、、こが）n /J•‘7 た。っ
』）ゲスト虹が麟ずるためにi訪',J...トが）ポストの叩UIげ灯］・1 火ざダぎても）Jヽ
もすぎ＇てもた＇｀めて•ある乙言える。礼ーシクロ・デキズトリシ包拌痔の瘍合．9 回載の渋
匂ぃエネルギーば孔ーしyD -ぷ Iレ、｀ Iレフェロセシて‘‘/ #, 3 火J厄o/ 、rt -CyD -
メナルブェロセシて'J, SJ k J/mo/ 、孔- C_,Y D 疇エラルフェロセンて‘'¢、 0, 灯
Imo/ とな？た。

3 、メス）＼、ウf．ーハ方メ•ーダー (OO績鱈．身鱈ジフ)-)かり肴初反錢曾量遥
ぷ該パか I)しか、、J礼j・てのと、‘うい如積改皇iI}邸Ivと｀・グス k (f)桂桑負に依呑

l ておリ、 メ又バウ？ー焚鳴蜘 Iてわ＇ 1} ·て肩初反像覆昼に影薯翡えるのはゲ砧競·の記

Tobie, / 
GUEST MOLECULE, 

FERROCENE DERIVATES 

FERROCEHE 

四HYLFERROC団E

FOLIIYLFERROCEHE 

ETHYLFERRO庄NE

HYDROXYl匂HYL-

FERROCEH!: 

ACETHY圧ERROCENE

DIETHYLFERROCEHE 

DIACElHYLFERROCEIIE 

HOST MOLECULE 

d-CyD di匹ter り． 5A ~-CyD di匹ter 7.OA 
depth 6,7A dePth 7,0A 

ROTATE (0.59) 2 SITE Cl.03) 

ROTATE l0.65). (0,97) 

ROTATE <0,63) 2 SITE (0.95! 

ROTATE C0.65) 2 SITE ROTATE 
(0,801 

HOT JHCLUDE NOT ROTATE-C0,91! 

IIOT IIICLUDE NUT ROTATE (0,87! 

T-CyD diameter 8,SA 
depth 7,OA 

2 SITE ROTATE 
(0 ．り9)

2 SITE ROTATE 
(0. り ll

2 SITE ROTATE 

2 SITE ROTATE 
(0.2り）

位厨 1 {‘｛ある、‘じ

応‘n 場合には立甑
さ．）れた。j厄諮5羞

度に関 I て/Jc{,のガ
が§ J・リもf9 Iクスさ

〇嬢向がある＾夕綬
\、 1)しらのテ｀ ; IJ E 泉

n か‘し 1こ』）邑持
如，合的f)が各3 ヵ釦（7
な I匹釦採る、．と ld

郷味．ー、忍］問題ぞわる。

l)滋謬糞年夏大塩党紀塙島艮乞虹碍会誌／卑逗） 1 q S. 
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Absorber: 

,,__-K4[57Fe(CN)6J 

• 3H2 ゜

In situメスパウアースベクトルの測定

われわれ 1ェ虐柑倅表面戸瓦誓，下熙社店応Em梵

光メスパウアーズペクト Iしオ、 5 その At:'.学仄Jg.,て
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2C05 大豆種子中 5'7 Fe のメスバウアースヘ°クトル

ぽ翌研） 0忠舒静子・忠抑文紋•野崎正

鋭埠物にとって 1虻多負研旺元素の一つであり，しかも灯透漫ぱ砂徴虹表
にくらべて比軟的多い。植物において鉄がどのような1噂状態I~り／またどのよ
うな灼ぎをしているが環揺、が多い。メス／⑰｀がアー効果l埼腿壊状施分析法
てあ 1九植物中の叙叫達ゃ機能の鰭明に肩月てある。伐々 l磯々の植棚：：：
叩， 5'1Fe を同時に与えて二奎標識したのち／録の分和ヤその化淫状徳．を調
べている力＼ここては大甜吏が中の鉄が，もの成長過程および発芽過程l：：お
いてビのように変化す3かをメスノ窃ァー効妥を）恥て帆べた。
｛史険］
和紅て・大豆桂ずを発芽さセ 1 これをメスノ＼・ウァー効果ぅ則克瓶農綿裟定l腿体
切Fe (qo. 61") 3切］を EDTA錯体として含狂諏翌培養液を用いて，
椋西朕生状態て｀•生背さセた．聞花結実羹まだ懃 L ていなぃ絲噸否
をさやごとオえについにままの状危．昧成皇内の棧3 をとリf：：：ヽ、し 3夜4本喧素て＇クェンナ
l たもの／成熟 Lt逍ふ発芽
此磁認どについてメス）、．、ウ (a ) 

アー効果を測定した。線堺、として 100 心勺... ：河＾｀，，f.‘.,.,,屯•："1，ぶバ'·.いぷ·.寮．9.. な蛉··界；ぷ’ぷ·
呪。 I Rh を用いぷr の 7°ロホ°―: : ：，；竺りン；；は贔ご：▲'ら99.5[  (b) l 

I 結果均紅） 1 ...,100 .. `•，.<•心汎炉ー ！だ•，'`.0.1,~.~•悦．沿吟， 1
枝についた旦和、名t(J)桂合を·:尺聾t［芯嘉言富。；，9 - •.f',•‘,‘;,"',\·;‘' ., l 
この状態においで極めて小さいな．ざ I . (C) ! 

がら 8月らかに吸収が絨剥された．竺 100-函--—へ．． ~·----五砕J

この未成熟0種紅さや力‘らとリ虚 ! .^ : 
t孔液体窒希て直らにクェ注 ,• 
したのち 1 液外窒保躊直捷 i 

すると）国 lb のように 31函と ! 

み滋）の鉄による吸収が得ら i 

れた。金失辺準としたこれら(J)
異性体三フト（エS) あ｀よび＇皿極
合裂はそれそれ IS o,~2 QS 
0,70 7 工S l. 2 I QS 3 、 2 切切豆 ( a) immature green seed, in vivo, 297 K 
てある。成懃俊採取し姜ヶ月放 {b) frozen immature green seed, 78 K 
置 L た黄色の桂和液体免靭該 {c) mature yellow seed, 

゜
2
 

4
 Ve l o c i ty vs Met a 11 i c I ro n (mm s -1) 

回 I. メスバウァースヘ° 7 卜｝レ

78 K 

あんべしずこ，·あんべふみとし• {1)ざ達 ただし
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でのスヘ゜7 トルを国 I c. l ：：示す。
絨懇9()種否にくらべ入1函の割
合が減少してい急ことがわか3 。
C の黄色の成熟種ざ13 未成熟．
枝紅晃なリ国認に示すよう
に 1 を温でも l i?J,)とした吸収
か得られる。この式懃．し r逍ぎ
を L めらセt涼給上 lて吠詠ざ
せながら I a ）笥虹品で測定
l たスや7 卜）しを巨126 に示す。
唆切｛こくらべて吸収埠良が
弱くなっていかさら 1 ：環っt：：：汐·
紙上において測定を綬ljると発芽
母誌奴 l国 2c l ご示すよう
に壁温ての吸収スヘ°クいしは
殆んと見られなくなる。ごれを浪
1本社温度て測定すると図試
に示すよう l.:31面およ叫函くわ
ずかの幻面の鉄 1 ：：よる呟収．が
みられる。これらのメス／⑪． lう戸

ハ°ラメータを表ェに行、§。
未成熟の栓評発芽過程にある
種3において，鉄を含む物須I~,
9患凌1 こ近いi犬伯． 1 こあるため，無
疇砂率が小さく壁温では吸
収が潅昆測されないものと芳え
られる。
金属イオン lよフィチン酸温と

L て種るの中に貯えられてI,)る。小麦種砂の鉄は，メスパ｀わァー効果によリ、
加吻仲/4G p仔砕且て存丘してい 3 と啜えられているが‘)火睛評の
｀らアパラメータ l3 必K巫占t必 l釦Io これらの結果について検討
素 I メスバ｀切ア-)、°ラメータ（ m呪 s-l) [ 

| -100 -—一．べ゜一、 r゜―.,.—三
>, ·..,• 
.:.,.... r. 9... • 9 1 

: 109:]、た＇一，，ーヘ、‘./、、:•'. .~/9-こ.... :1 
婆 9+ I 

100卜—----1
l ¥ 0), ! 

100 紹吟＇心や，ーヘ ．デ，·ふふぶ.... -ぷ"'·-.... ~ 

9 7[ ¥ • .,.,',9oi .. a、:

97 

-2 ゜ 2
 

4
 

Velocity vs Metallic Iron (mm s-') -1 

団 2. メス）ゞゎァースヘ° 7 卜）レ
(a) mature yellow seed, 297 K 

(b) imbibing mature yellow seed, 297 K 

(c) sprouting mature yellow seed, 297 K 

(d) sprouting mature yell ow seed, 78 K 

samples 

immature green seed, in vivo 

frozen immature green seed 

mature yell ow seed 

mature yellow seed 

imbibing mature yellow seed 

sprouting mature yellow seed 

sprouting mature yellow seed 

temperature 
of measurement 

room temperature 
liquid nitrogen 

liquid nitrogen 

room temperature 
room temperature 
room temperature 
liquid nitrogen 

Fe(III) 
IS QS 

+ 

Fe(II) 
IS QS 

0.52 0. 70 

0.52 0.70 

0.33 0.67 

0.33 0.67 

unrecognizable 

0.53 0.60 

2

2

 

.. l
l

 

3.2 

2.9 

+ 
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2C06 メスバウアー分光去によ 3 I\・ンクシア／ニt-ロシ Iレ練(]I)醸
ナトリウムの知叫壌ん，，研兒
（東大理） 0邸千紙・私是基え・策袋＇佳斧・富永健

1. <丼＞ ＾°ン 7 シ 1 I;;.. トロシ Iレ~ (Ji)破t I-りりム Naぇ年（Oふ NO]. .2.H.2.0(: 、

締晶埠温1‘•光照わすi ：し（：より、仕湛t"のみ奴な如励起壇t仕し‘• 3 こい、・知
1,1, 3 

伍ていi1}..デ、さ＾央励起程のにあ叔｀態・光反応逗揖 I t未に得9月かにていtか・

メス Iヽ｀｀勺アー／1)\光浮心印， 1 ：：： L叶↓メ:Z Iヽ••ウ？—屎み＾電子北懇．・釦紐｀紅竿の
伶殺い闊が衆的(.:年え 3 ＾で、困祖知匹反応り追」 l司 TI 揺究キ綬＾ーつ 1• あ

“ ふ条祈札1.サ， 2 ^光,(“”m.^ 9応磁構＾鰯明［目的しし、 5q和メス／＜勺—
伶光滋・肴、9巨紐注により，屁·生点｀初＾キ？うクダ＼l セーシ 9 ンt仔ヽ 9 、胚·追

程逗跡した．iに光反応． l戎すす｝，祝位み・対錫 4 オン4杉尊 I 巧,, 1.も放討
した。

2 ＜虔験＞ N叫和(.“い NOJ・革0 l J.、市飯の特級試英t水かり再＄甜省し、単品晶

しした．得喜られた単桔贔：｀約 0.3mm の厚さに研磨し澳I定湛した． K の他の試
窮1 文叡衣敷＾方法 l, )i_ ,.,•1 ヽて合命｀した。、、ム 6 拭料と、 Ar打．—ず !>14-、恥ぃ及び

起志圧水緑燈（や0~500mm) 左町、液倅窒骨中で紅在した。メスパウアース
^•7 卜、し1;!:液倅望素温度で妾l定し、得ら小本ス＾~ 7 I-I しな 0 ーレンツ曲練＾複型＇斥告
がし滋 ,1ヽニ乗法により解析し 1＝・麻外吸収ス～クト［しも、同禎 l ぐ外M苓窒素温度
で練 L た．
3. く結果及が兎寮＞ N心［和（凶）sND]·2HzD単結晶 (^b) OO ，，メスバウアース＾・ク

I-1L K 国 1 a パ示す．図 1 b l ;J. Aャ九ーす｀、P互射後のス＾•7 I-、しであふ。位温t••知

約励起種の吸収の異性はシつ卜•四叩知 （゜fo)la
”"よ‘)大きく、光励起種澤板＾各わ 100 日呼己～， お上土

l]]]-r喜□］］口也袖州炉
追笈L ↑：：：。

a. 試料ぃ物理的杖｀他． 単緒晶相以斗で1 な｀兆
邸起極叶対日該料面に応らす最大 :;..0 ％ 団 1 ． Na入[FeO紐0]・叫0 cl) 
珪度（心し一寸" 5l4ぷ....)とな 3 のに対し、

粉末翁晶試料で｀ 1 ;t同一の照射谷件で約 5 ％ヒ
1;. り、伶祖祀向い閑逢性か認あらム 1::: 。
b ．光禄起南圧水紀舒□00 ~~O 0')> ».)l~ 

おお！ 1冷レ ちえ•よっお もと中さ・みな｀‘

-4 -2 ゜
2
 

ム

Velocity(mm/s) 

メス（＜→] 1'-スペ 7 (-ll. 

a. 照射約（り'1k)

b . 照射{£
(A:,.+し→r 引+.t;.....』如 IW, ユhわり71<.)

よしたIJ、·とみf5がた（↑し
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よ 3 照射いが A：し一寸｀‘で段射した鳴

令1 ：：比べ｀て収辛I”恥て ,1ヽさく｀光の

偏光性·日千渉性し、光尿9起種＾生ボ
量 I~ 梱か•あ a ~とか·見出されt<。、、
如 1 a.が椿呆と矛危し 1s ヽヽ． c. 配位

み・対繕4 オンの彩響ニト 0 シ l埠

t習複した Naw (f~((.N),;(N出）］・出0 l ミ

ついて同じ茶4牛て・・光照射と行.., fa1J....̀ 

光励起穫l5観1 むムず｀夜た＾遅行 I'
ニトロシ Iし其か柑1 年し'2.、、 3 こし1)..赤

された． No..な Li ·K·Rbて‘習喚した
為,1.同じ‘光孜た·が底きシ，＇しがわ

1 9 た．

a
 

：のたん•こ K和広1くよ 3 肴、外吸収法

で追趾すiと、財．射I-: よ＇）、 l i 3~ c...:I • 血

I b ら知ふ：：：位、吸収か観痴1 -:rり(®.2.).

16紅←→，，喝勾 19 約 100K 、 1 ?35ら％ 図 2. Na2[Fe ( ),NO]· 2比0 の

喉収 l1杓 l q O k 匂輝ぃ果 Tf ~温復 噴朴 0弘収ス(',..'7 l-、レ

欣存性t示す．、‘れら 1 "l 2頑の光励起 a. 照ぶ柑l｛叩")
種に対たすらと茂えら此 3..::. \..ロシ ►. 烈射 4£
叫[ Ill " E'r N 1"習換したしころ、 (A .. -tしー1t·r;1砧正 9 出力 lW, 2I,r, q'1le:) 

IB 灰…→＂吸収 l1眼瞼打 l司肱椋シ 1 卜左示し、ニトロシ、レ募,, NO 伸．縮派動I:.'府属

ざれた． 3 ^咲収i1 出祀物哨^;;:. I-ロシ Iし其 "'N 0 伸綜垢勅（約 I q4- o c.--1) に比へ●·7.
釦夜敬艘lヘシ 7 I- l,...てドリ、 NO 伶みの NO 科刃奮禄釣(19n?—→)に近ぃ。（練蝠も二

原砂吟 l：：：似1.磁ヽ）さIt\, I さ、光照射 l-:: cl:り d →必皇衿な応り、終令電=t tJ..·ニト
ロシ 1し碁の及、紅合性紐道 1 屯ヽヽ 3 ため、 F~- NO~ '1J.·N- o 結合fJ、•ともに私くな，

たためであ l ） ｀ニトロシ、し其か・鏃1}..ち孟すかっt：：北n．パ対応す 3. :の，＇と,;、メ
ス lヽ••ウ 7 —伶光で緩痢l "れた画函分禄が知いー一致す 3 。 1沿．温角上尋iてよふ｀
I?35""'--1ぃ咽収が強度＾渾17 t I ゆ～200(< 7,’•緞妥lすよと，反応返皮l こ 3届痕妹存性

かみられた．徴伶,-l l ：：ぶり 1 q o k l.”＾反応次敬t楕走で 3 し｀、約 I• 5"次とな，t,.
凜液相で，，光和応・と＾関係 I, ついても検村す~ r~ わ、凍弱溌液系で＾光反応 9 ぐつ
いても祈呪こ追あて、、 3 。

2000 1500 
cm-1 

四0 即

く文會＞

1) U.H紐年） V． 0e命e；ふ伍」 H.D. Rok...咬ek, Zf知ik）心如 )17 (l't?'7) 

2.) u. Hau夕r, v.0es伍吐心 H.J>. ~ふ～もぶJ.., A2.8D, I .2~ (/'l'1'7) 

3) u. H＾い丸..., v.o吋~,·cl -,,I H. D. ~ふ吐叫．J A28々, 9Cl179) 

4) T. To.... i n^3＾一 H ．S点，J Ra』,10J...,... Ra J、banaI．ム什， 3J) 53(/f'78} 
s) H.S叶o~ T. T。,..,`na1^ J砒II. 乙． )oc..甚a,9)'2) /“{)2 (/179) 
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2C07 マトりッグス単離 L た船営維のメス l<‘ ウ 1 ーゲ知去 1-;. よう孫＇佼
渇 3 栢）マトりッ 7 ス単難 L た1-')ス（ヘキサ--J Iレオロアセ今

）レアセトナl-)鉄（瓦）錯体の光化＇挙及応
（東大理） 0山田底角薬袋佳界、名永健

1. 低温のマトリッグス中に4ヒ合物左単箆｀捕キ足す 3 マトりッワス単薙法は，禾
守定な化労種の分光学的孫将沢、悠温における反応tJ)叩 l＜を要な手法f‘あ瓦マ
卜りッワス単餘 L た化学維のメス lゞ｀ウアースペグトルから、単庇｝、単分手の電手

状態、揖逹穴反応、マト＇）ツワス中での分飯状態た知ることがて｀｀きる。ぅ度店ら 1な、
悠ぅ品にあ lヤる兼祷化合物の光厄営反応文、禾安定化合物の合戚左g約として、マト
リッグス単離 L た船営種のメス lゞウアー桑l定装置左試作しり宦嚢マトりッりスキ lて
おけう、1-リ]... (アセ今 lレアセl-ナ1--)鉄（1iI)錯体）元（acac)3 ，の焦および｀光励
起によう拿拡蔽、凝集などの分巌状態の変化についてすて‘｀に報告した引本喜訳 Iお
卜りス（＾キサフ 1しオロアセ:t° IしアセトナI-)録(lil)錨体，丘（h怜C.)3' の光化学
疇の母揖左箪叩す 3 目的て‘＇ヽ：：：：の錯体と低湿．マトリックス中に単離 L 、光照射に
よる如丘慇の変化とメス lゞウアー分光法により研党 l r-::.。
2, E(hfac)3 はd.-1i'I応 03 (90 ％戎縮）から．常法によ＇）合成した。団 1. 1こメス

lゞウァースペクト lレ測定庄の一音刈と示す。紫タト｀可展光照身寸およで‘メスパウアーぅ則
定のために、窓材は 1レミラー左用いた。宦温．t＇気化 l t:. fe (htac)3 庄マトりッりスカu

スと混合し、開サイク 9レ極イら温Iヽ型冷凍捻によ ')20k に冷却したかしミニウム坂J:_
に捕裏 L 、マトりッワス単薙試粁左得た。この試料に、超高圧水鋲煙土用い光照術
£行なった。逢遇去によ') -)..スJゞウアースペクト Iレ左痢定 L 、ローレンツ聞数の保

型結合として爾新 l t-.::.。
3 ，石（地c)3 のメスパウアースペクト Iレは、常磁性鉄tJil.)化合物の常瓜l這知

のために．微結品て｀は常底牲広‘分のみて‘あ
るが｀、マトリックス中に分恭 L 、鉄ー鉄間
紅肛が大きくなるヒ、磁条ク裂萩‘分が緩禎j
ざれる。 2叫くのエタ）ールマト')、yクス中

に単離した E(htac)3 （モル比は長（伽）3紐soH 己
= 1:250) と，：：：爪に 310~3 qO hWl の光左

6 ~l41 時間照射した試料のメス 1ぺ｀ウァー
ス＾°クト 1レ左国 2 に示す。紘氣ク裂が哨ら

・かに親剰され、石（h他c)3 が｀エタj -ルマト
リッ 7 ス中に十分ダ蔽すかてい 3 ：：とが｀ゎ 固 1 ，メス l\‘‘ ウアース(\°グ1-- lレ痢定糸

かる。照術峙間が長くな;;> Iこつれて、生叙

した品スピソ Fぎ（ 5 ：： /,25”m /s-eC.) 4Ee 

:::: 2 、 75 血'/5ec) の吸収券度が増 L 、
恥伍）3 の紘氣分裂氏、分は栽少す 3 。
Fe(h-fae)3 には況昴m に eにTC.逮移(C.T 

TM) による吸収帯があ＇）、 こ水互励起す

a．りライオスタット冷却舒

b、アルミニウム桜（マトリッワス生点面）

c. 光照街ょ·れな｀ぅ且I] 定用寛、

d..マトリツワスがス導入）ス｀‘lレ

e｀石（hfac)3 導入Jズ｀lレ

だま杞‘だすひろ・みないよしたか・とみながた It l 
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ることにより Fe(h和）るが光還元さかたと菟ぇ
られる。

一方、エタJ - Iレマト＇）ッりス中の E(Mac)3
(22 k ，間（い： C退oH = 1: 心o) （固 3 0..)に

珈～4犯ぃいの光む炉暉照射し、 450ぃへの
ぜ心g逐絡 (CTTL) による吸虹帯庄光

面起 L た場合には．メJ.. 1ゞウアースペ 7 1--ル

に定犯 lさ見られず．石（坤ac)3 は犯還元さ水な

い（国 3 b) 。この試料左 345hm て｀｀さらに光照
糾すると．釦ピン Fi+による映収が現、われ
る（目 3 c ）。：：れによって、 C TTL帯は：：：
かい遠に関与仕ず、 C TT'H苧心起によ
リ反応が誘起されることが明らかとなった。

官素マトりッワス中に単薩 L た石（K伸） 3
(21k) E（祇c)3 : N:2 = 1: 1 s-oo) て｀は 345血
遣射 L た場合にも協スピン Fe2.十の生戌 lな．
みとめられず、に(Hac)3 カ灼縫稟 L たとみられ
るス尺クトルが喝•られた。光和起によリ供給
されたエネ Iレギ｀ーは、迂元反たに用いらかず．
熟的にマ1--りックス中に殺逸L 、 Fe（珈） 3 が‘
雌｀ ｀庭象 l たヒ考えられる。
以上のことから、エタノールが光逗元に隻
要な役釦果 L ていることが｀示さ爪t=-。この
結果は、落浪中て｀｀の Fe(hゃc)3 の光逗ぇが、 l 99.~ 

CHc.Q3, C、 H6, (C退ふ0 などのう崖媒中ぜ起 j 100,0 砂••い;,:,、'、こらず、ア lレコー 1レ某存下てへのみ起こる：：：ぎ［，95[b 沼，
と一致してい -3 。落液中て‘の先逗元と同様に i 99.0 
街品の固休エク I -ルマ1-りッ 7 ス中て‘‘毛、 舟 100.0、
この錯体の光 l＝よる還元反応が起きてい 3 :::. 

とが明らかになった。

.-~·`~—`— 
、．、

ゞ 1•250

'-9. r---•9 ,,~-... /ヘ・
•✓ vｷ--.,,.-..; \• 6 hr 

ヽ．
ら^r,·ｷ: 

-··•.---.... /-~-
9.,  

g i ; [ •C'ー、-·.、ヽ、今、／·_：＾ 20 hr 
全 97 9 

g i lii―ーシ•‘へ．9,..へ三’→•9；□‘
i 9)t ｷ:' 
c’^T 

、,.-―~こ

‘‘^...^し·‘',",.,.—^•.:—̀;'70 11r 

‘·.“-., 
.. 

．、.,-,"·-··心'--
ゞー·-.__ .,_r~、．i‘

、9--、:‘’-->.
し．＾ • 141 hr 
．ゞ・ｷ: ... 

-10 -5 0 5 

Velocity (mm/s) 

回2．エタ）ールマトりックス中の在 (hfac)3 <1)
メス／ゞウアースペクトJレ
(.l2 "'~6K/ 'fii.(h如）3 :C;,比01-\::.1:2ぬ）
右下に示す0\ Iょ光惹釦(345,i m) 時間

-15 10 15 

.9,, .. ’^:·#v.9一‘』
••·ク．．
p •?、.,,,.()()

950nm 

ふ必姦ぞ·,•ｷ. 
C.'  

••こ••9・パ•99.. .:••'’\ 
ー：．．，••.‘,:.:.

4•ク函·:9•f.,.;.. 
:>.:\·' 

、 :3'5nm

-5 0 5 

Velocily (mm/s) 
図3 ．エダ）ー／しマトリッ 7 ス中<l) ll,(h和C)3 <T)

メス／ゞ｀ウアース(\°ワ1--lレ
(22K / Fe(hfG-c)3; C2HsOH = 1 ="!-~o) 
や叫m (b）よ•さな9 345hm(C) の光竪射
ぉ打加ど｀れ 20 時固行な，t::.スペウト9レ

-15 -10 10 15 

）
）
、
ー
‘

!
,
2
3
 

山田，佐藤富永第26回放知虚討論会 (l192年 l0 月 新潟）
山田，萎袋，富永 日本化紫会第4'1春今年会 (l183 年 4 月 京着f)
H. D. ~af ney, R. L. Lintvedt,叫 I.S. JA.wo巾i wsky, lho噂． Chem.i, 1'7.2% (lljrzo) 
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2C08 円衛鏡型電ナ分光器を用 II た敬乱電う人スパウアー介光法 dl研究

（第 3 様）一硫化,I<.案によ 3鉄表面の廣食反氏の追跳ーー

（東大理） 0松尾基え，魯永健

1．く序＞ 内評転換電令散乱丈ス l＼・ウアー介光~ (C E M S) C-J:.回体表面の人ス

l\、・ウ了ー原手パじ学状包を還択的に観測す 3 のに逍しておリ．わすかに腐食反応が

進んだ表面息におけ 3 反応生炭物を介析す 3 有用な手役とな 3。本研究は．円筒鏡

型電手分光器と用＼＼うことによリ．敬乱電手のエネルギーと還別してメス/'{'ウァー

スペグトルを測定し．一般の比例計教嗜て得 5 れ 3 教．千 A ょリも．さ 51こ薄ぃ良面
層についての稽叛と得 3 とともに表面屠の的層介析を行在うことさ目的とす 3 。

砥炉K 紫 I｀しよ 3 錢の雇食反応の機構l3 ．さお‘十分 B月 5 かにtれてい在し＼。喰々 Itこ

れまでに．知l'..,水缶l豆iが硫位1J東か‘スによ 3 鉄板衷面の腐食の和期過程につし1 て．
4い和文良の時向茫化を追跡した． 1) 本報で｀は．F\荀鏡翌電手令光唸を用 19 3 ことに
上リ．展食柱成物ぃ新層分析ど柁々.,反応時向につ II て行九い．生戒物の深さ方向

の分布．柱就比等に関す 3 検討屯行なったので報告す a 。

2. く実験＞土唇さ2. 0 jl'11t,の銅箔上に．s-r F~ q o. 6 ％濃縮鉄を約 IOoo O 
A d)厚t I~ 電羞した．直径 6 傭仇の円板杖の試料を用いた．硫代、水素との反氏 11-.

空温で佗和硫4い水素水中に一定時向浸す方法をとリ，反応終 3 俊たおちに 9K3先足が

工グ）ール況落を行ない．乾燥し．空気酸化）され a いよう 1こ迅逗に電ふ分杞唸~Iこ

セットし．測定に供した。

上バ l\‘ ウアー測定装置 1-;I. Au.stin, Sci eh c.e 杜穀,S -600 翌メス II・ゥァー

ス"\.クトロメーダ＿を使用し散乱,'i[,+ (/)工本ルギー還別応1 自作の円筍錐足電

手介光発幻ど用 ll た。電手パ検出に I';!:. 包うトロン之用い．ア）ード電圧は 3. G kV 
とし．壁か 5 の 2 次竜十と隙広す 3 ため、ヒラトロンコーンの直if..l lこー 7 S- ov .n

阻止電圧さかけた． 7. 3 k-e.. V ti\電うに対す 3 エネルギー令解能 1な．約 8 % tした。

比例計教嗜によ 3 散乱電手の族：出に 1さ． Allsti几 S ci ence 杜崚 BSD-2400 型

フ°ロホ°ーショナルカウンダーを用いた。線源は 3 0 '111,(i,の 57CoI Rh を用 n た，ス

へO 'Jトルの解析!"J..個々のヒ°ーグの動をローしン＇リ型として．コンビューターによ

~ c. u. r ve f i tt i n.9 l 行几った。
3. く結果及ひ考衷＞

a．反「ゞ時向 I Jl'- ~I S Js-のスペり1-ル

鉄始と佗如磁似Iく緊，K に浸すt'...数．秒で光沢を失し＼．教十約で表面が黒変し．そ

の後は時向とともに琉化が進んでゆく。及応峙向 l 介～ IS 分の試＇料で 1ま｀反氏11.

成物として．メスバウァースペりトル上でダアレットを示す F必四J+ s t伍X) が件汎．
時向の経過ととも 1こ、ダ｀、プしットの相対媒度が噌大した。 この庄威＇物は．反た心JJ

期過程て速皮論的に生戒したもので．時向径遇とともに異姓体シフト，田極分殺の

値が糸統的に滋ヽりす 3 ことが訊べ 5 れてい'3.1) 図 1 に．反氏時向 I t分の試＇料(1)
人ス lゞウアースベクトルを示す。この反応時向はダ‘プ｀しット生戒＇物の量が最大にな

る時向で、さ 5lて反応が進もと住戒物はシシゲしットを示 9 Faq S8 (Mackinawite) 

よつお もとゆき， とおなが たけし
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が主瓜分とな a 。環収法 (a) で 1＼・ルグの試＇料を

見 3 と．硫化物は 7% しか生成 L て l) ないが．散

乱送 (b) て表面 3 o o o A 之見 3 と．すでに 26

％が硫化さ礼て＼＼ 3 ことが示とれた。電ふ介光喜

によリ表面層を断層分析す 3 と (c, d). 高エ

ネルギーの電ふと還別す 3 （まど夕aT‘L,リト生成＇物

の相対面積が噌大し最表面層 100A 程度 (d)

では． すでに 5 7 ％が記2.+r)+ s(f;:x.)になってい 3

こ乙が確かめ 5 れた。 メ入 II1 ウ了ー／＼゜ラメーダー

I3. 0..~ d で l了ぽ同じ低ど示し、 3果層と表面層で・
硫化物の生戒董は異っても、化浮形は同一のもI/)

であ 3 ことが捲定された。

b．反た時向 2 0 分～ 30 介のスペグト）し

この瓦応時向掌では．生成物はダ←r• I,.ヮトさ示

す Fe回）＋ s ぷ:x.) t.恥 S8 の両岩が見 5 れ 3 が、電

る令祀発によリ粕屠分析が可能互、表面 I o O~ 
6 o o A では反たはほとんむ終 3 しておリ．さ 5
に深層まで雇食さ礼てい杞．ま杞．柱松物］の一評

は鉄箔か 5 剥離す 3 ので．硫化物剥難俊の金晨，記

沢を持っ試料についても測定と行(l,..,た。この試

料につ\\て． ド｀’'）フ°ラー速度倍域之狭めて、中 1ゞ

村迫乞拡大したメス 11’‘ ウ了ースペクトル之図 21こ

示す。金属光沢さ尿す試料も表面に 1-;f.硫化物層

が存在し層の唇ては 6 o o A 凡上にふんでい 3 3 
ことがわかった。iた最表面層では．ダ‘、フゞし，ゾ

トを示す生成物が主成~ l:'..なってい 3 ことがわか

った。

C．剥離生成物11)スペクトル

反応時向か‘長くな 3 と．欽箔表面か 5 硫化生的
物の制離が起こ 3 。 そこで． 3 O 時向反応俊の試

粁表面力、 5 条1J離した黒色椅末のメス l\輩｀ウアー吸収

スヘ°りトルを測定した。主的令 1-;1 F-e.'I Si1 (Mackina:— 

wite) であ-,た加内評磋現 30 3 k 伍の磁気

分裂ヒ°-']も見 5 れ． F幻ふ (Gre i a ite) と推
定された。

く文献＞

1) M.Ma.tsu.o, T. Tomi na9a.,脳iochem. R叫ioa叫． Le也呈， 163 ('t2) 
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2C09 スデマ 11 ン緩コ 1ゞJレト (ll) の祀光メ又パウアースヘ゜ク｝ル

阜

糾立-K.·涅
舷見大＊

。紅‘}雄一 ご埓‘太ー 筵私和t
ャぷ］人韮石井淑夫＊

;,l又／くりァー分む知よる表るかよび表面層の研兒よ、ここ｛いよ、やオIn~t J¥ 
叶虹Lを｝直針錢、｛和 l'.{ 広項なかれてきた。
iた．紅’たヤ CD スベ 7 ;.. Iレ直戎II 心')庶分｝杖の，炎紺物1]生とく此；た元石以

.)輝t/) 4•生貸屈知ふて｀’る。
紅メ、1... Iヽ・ウア- tf... 1t.試糾ヤ n H 的アt7 -プとなる”たが遠が杜徴釦··t -U

孤'1 で‘、キ a 峙欲と£，て、， 3 たり箪的 1史遥扱する分J- f l＜分政さt }ことによ
り表西物］も漬す 3 足v i1,v屑i小i.:.とが刻碕ミふ 3.
本謙四．メ-;...,ヽ←ウア｀スペク}- lり即1//) 打繹直酋するた幻,--.. f',c。・根

応デア 1) ン殺ユ I, I叶~ (][）の累柱股這製 L. ~えメスペらァースベクト 1a.
殺斤l L た。i勺紐する Iもレク（はが這）り見，ー核楳ズデ 7,} ン雌 7 /, /叶(ll.)
の杞光メス）＜＇ウァースペクト豆竹 4 aul し， IL 如這這な，たI} i·祁告す~.

文験I:.e“
iず．祀光スベクト／U直析す d fべめ｝＜、ズfイリン組＆紅） K’ よか＇ズ千f l ン

農紋[JJl.) 0)メ又/,'ウアー 0及4又又ベグ)- Iレと観創 L 1 メ1-... Iヽ·ら 1 -/\'うメ- 1 -!ポ
めた。

（いデアリン戟鉄（1l.）の沿奴） スデア＇）ン紋．の取窃璃政(/”...,4) c. I tJ 
の V“'が蒲だし”I?ざせて．スデアリン腹ナト］ウム乙{t i．こムに 1司ざ脅q
ルaュク房度口lIえて．必輝奴オfした応て、口矛l. 1と 1f•乾炊さi1 3 。なも，．
こかう吋紅 It 1 べて望委気 9た中で行な U ．令欲は夕00(..,Iく｛和且 l --z行f1 ，た。

(7、デ 7,) ン酸絞(J!J_)） ギ販（東京,{(,攻:i:..f_lc-.1::.酪）のもI}どがた。
叉 I｀バル 7 （ぐ“以~)と lむ這の内し想試＇スデアリン紋えコド叫(Jl) 1囀＼

茫充メ;Z..,~·．う 7 -スベ 7 J- Iレ乙妓虹1 した．
(s-7c。一棟泣訂？＇）ン穀コ 1,• Iし卜の合扱）
灯マ，｝ン腹鉄は）と磁様にし~. 1-.デ 7,) ン磁ナトリウム乙作りこよ l＜虹量

の店、,{<t._ J. Iゞ叶 ('l (o t 2 伍 c；令む） a[Jんてで 3 たi't股こ叩． lえ吊．乾恥
・ゼ 3., 合祗，J， .tp9c.. r1On()] a•;er o 「 11:f'lrophohic Plate, 

Procedure o[ llorizontal Lifting Method 

f'ig.1 

はっかわヤうヽ）今．みううた、 I 7 /えんと••う力‘す＂しよ． なが I辻りなうみり．
りl.し）よしあ‘
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（水平付斎 l1、によj知れ注スデアリン年，、＂ IVl̀ (1l.)襄積股遺笈

乃—レ/-:=.,水乙、より。ここに至．扱体tl-co 改．ュ 3 仇＆ E 加え． I バ H cJ.り； ／ U 必＾＂H 1̂ 

柾 3 遺屈し．，J<.-平 l-::..1,v 1 粉ずゞ£灼ーに殺かす 3 。
.::.のl:..にズテ 1 リン腹ベンぜン｝釦幻iO唸／ml)1 BI。伊心ぐペッi

13 と．f Iし 1 0\ルとわ l ねャ＇てスチアりン紅り単！） ｝辰がでぎう。
の力 Iレぶ 1 シ 1v キ，刈直 l てt、 1 、 ここ/~ -:J I.::,v 卜 A オン•ぷ釦ti "1. 

スf 1 1 ン 9含:J 1,ｷ IV トけ）がで·、ヤ 3.

紅と比，ば理したゲうスオ反t.腹で砂｀わ収た樗 l辻し· It. 1 り／塙かう
静かに従面に」、-K 3 ~.多け｝成が力‘｀ラスオ反に付著して< 3 。1J・ラ社：反 E 中っくり
K面かうひざ磁すとがラス板}~落幻 9灸が｀iクしとう小i (Fii-l) 
奴付籠残危雌ヽ・たり、この拉｛乍乙＜リ泣し吋なってfl>分｝屠＾ X股の累積り隻王
知た。<. I目一和和屈間 L 尺尊分｝殷のが,1:tから．ステ 7 リン腹／りd) 6 府
訊し（て．ユo.§i...々ゞ釦紅。：墨足がうりj腹が生於 L て、， 3 手 2 直如
1,;.。

吃。棟諜スデマ＇）ン酸コ Iゞ IV/-(JI} 
f) I炉戸た他の汀K での私史スペ
？卜JV"l:_；；り・ 2,吋示す。

Q．ぶ．の丈きな尚ヌ¢ン翌船JJ.)と
釦ピン空死（直）に帰島sふ 3 共喝
線碍びlさ小た。

瓦J -3 /,:;心訊応メ 7ヽ lヽ・、うァ
ーズベ 7 ~！レ之子、した。 I\'Iしクのオ父

紆．ヒ必I\｀て k }と、畜スぐンル(11)
l遺応すJ Qふ lる 1J I墳し・1.でわるが
非叩凡双広ぷたさ’`, 1 た政杖釦••
は．厄("!I)//l加愧丸クヽ丈ぎくなっ
ベ “3 ギ々、町13 いた。ミう I遁I足
ヂ｀ー 7 乙ii t．スベ？I-,..,.,,絡析を

行なう予庭であが

で／ウメl 加

ユか吋挽水《
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2C10 叩ssb o..ue'<'I\。ラメーターの1"10訂算（ 2) フェ〇亡ン誘埠倅

（者雌天理） 0 守田茂•本山 良・好野博敏

.ｧ 1. メスパウ了ーパラメーターの__,_つてあク四袖子分製 (GS) 1.J、金婢うの位

置 1 こふ‘ITる憲喝罪tの主軸萩分に比例可が直とあ＇）、鉄の 3d 軌道にぶTゎ憲Jり
分ゎ2 反咬する申知情報涙どあるが、その系統的解状I打分と 13II ば｀,,。" 7 1 J、れ’叩年会1：：：砂ヽて、心 in.itio (c.oye¥ess) MOR 用\\て、フェロ
セ泣水柔尿刃食欠喝柔届立｀置魚して,,った~I.:::., C父，ーと（年 7 ェロセ沢て誓も
測かれる天3 か‘GS が直叩足肴的刃｀所釈にフ 11 て報港江rく．温柔讚食：：：よ')殺屎5
:.::: Cャ弔と 0 餌応 1`和‘'るこどに.,J" l J、 Cp壌ヵ‘ゥ欽石うのふモ，，今ぇ約1連I\ 9)霞
｝か｀滸れ込サが成）、天さ匂｀因＄か庄ず｀ること 2 示し、 Et阜的文さか｀餃ーc.,,噂距
離の呼ぶが起こって ll GJこ L Eず窓した。
今計喬会z:'1,J、フェロセンの OS (2 ．千 mm ぶ）に的べて、約内ZAヽ3 3`i直2 禾す

i) 
CII I仁伝0Cen豆況）4ipten'J閾eymへne と C9 .I 1,- f-erゃcene叫） pten)IQphospt1ｷne 

が這否叫炉心蘊魯：：：ふ‘ITる場罪tJ::.や /n iti o (co l"'€ )ess) M 0 可\\ご計算
及行か1 ` ：：いウの a)フェロt)ファンり os n 定養的な角年択と薗みた。食砕｝と
Ge や P保和 n)即、直怜り祖が和町‘｀・信社するのが命が、又、小之な OS 9和四

がこり相が下）可 1こJるし叩‘西 n‘典味痢 1 、e、之‘ある。
.2.) 

.ｧ 2. Ba.-rttielo.t l!:. D u-ra..nd I 二Jるpse以40-戸区ntio. l 法詞lI て＾b,niむ0

(c..o-v-e I e$S) IV¥ C)言T埠とばなフた。用 11 r,:来応 1囀数 1J知通）ご‘もる。
①和原J ---(4$) To和ol らのか喚展応寿冴）訳数（仲） 5p= 0.2 。（国）

T西wa屁ら乃喚叩経南悶：：：函＝0.2 PJガウス 1祠如屯加。
② e m -•-c2SJ 2p）応—サが｀ va..lence 用 I＝乍 r：：： 4噸辰荊9 来店）河数。
③ H 保 3 ---(IS) 四le 砂 STO- 4G 。

⑨ Ge 迂希｝ー・―（今 P ，， d) がれ乏‘れ之項辰加 doやI E'z..e.訟が奉底閑数：：：：j_

iOO りが軌直涛惹X直加。
c1,1/-fe'f"Y-OCened,'IQ) phenyしpho.$ph.,·ne 1 ：：：フ 19 ご I3 、飲位置0 電易勾醗I.:: ァ辰 5 J:.

V) 4 軌遺が｀奇与すが1店噂畔I\m.Cあ砂ど、 Pゑ 3 0未底として乳這直
這釦幻釘蛉I：：：フ 1 \て乏収乏‘“訂慕と合m rく。
叶：：： 1.J、恥ーゲ‘ヽ•HO NB0  -Jロ乃ム 1 ：：：恥tfe\atェや研叫i::>i p.se.u<do -
芦cntill-し法げ恥んだ P$HON .'.i) O フ・ロ 7万△ 1.:: 、屯田rt·Mo  N $Tl= R 叫SS

和乃紐惰｝西ゃも P0..C.k^3e り組れ込互t0) X ぽ叩 T,。理如類丸
所 TACOM n ヲ~o g_叩コ訂尊い巧‘? T<, 
,§.3.メスバ｀ウ了ー／fラメー？—(e) $1J'知紅足表ミ咬 o
叩＝去心vえi! Cl ャ古 7勺出 ここど 0Im秩 8 迩計皿砂5 t -メント、 V迂

IJ餃位置におげ旬易如叩目紐知峠恥埴（い）どふ')、 1 I詞吋rモ
輝己ふる。詞汲心い部分（霊）直江Jる部分('t悶）がりふる。
表 1 に db in;t:io (COYこ less) mo法にJフて計算したフェロセンの令ェネ

¥¥ < T~ し 1T`る／七 X ぐ3 、、すが， 3 の とし心わ
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JI.-ギー，伽 e.. i, a,a 転直ェキ Iレや一、知ユJ恥遺Iこ令 IT が恕J.分示、ふ保J.t:
心J名和佳と、 mェぅェ春店と肛 I た＾しし- electron I:: Jる結果~迂［較した。
両有q頌1Jt:.t較的哀＜ー討してお＇）、今回甲 II r<COYeless monゞ、フェロセンや

い防導年n 寄｝状爵q訂算I噴用ど＇あることが解る。長.1 n 1直,.;;r、これ之付のれ

て 1\ る＾しL -elec.t'ron.. 1 ：：ょげT簿i直バも良くー甜L て 11 夕。

表 :;I ミ、 (1, 1I-fe”゜~=i~l;;i1~;言.,.,,ane と（1， 1/- fC"YOC-n畔以）？fe.nyL
r~os pt;'in e Pl 窟兵筍し虹置にぶTパ窓／頓t0訂算桔果 K 紅。令ェネIレや一ノ
炉辺軌包：：：ぶ IT這乃介、ふ紅ぃ恕謬度棧砂｀旬 l：：むパ婢ふ
＂にふITる魁が1此社軸邸、非打印芦数10山 7ェロセン自身Iごぶ ITる
＂ばれq 1直と比較しごある。くい仁fer如ヰ畔yl) pl:e~R p知ph!neにお II ご 1~ 、

朽浄ぅ達ぷ：： d転直パ豆喝釦釦Q`19 場合 1こフ II ての両肴月結果 2 和てわ
る。

11 ず爪 R 氾合和 1 ：：：お 1l ご-t..'鉄のヲが軌遺にお ITる砲う今fi7 1.J 1まどんど帝化し匂｀
ELE 

11" 徒）て、表 Iこネふい紅うに、 1\ 恥い輝吻：：お\\ごt 1えi.. 0) 1也 1 す、 1すと
豆｀厄汀、銭の乱転直にお蒻配 0分枷：：ょフて l<>J'、これ 9 0) C.1コフェロ
t)フ了ン mlヽさな硲咋底X 詑用すわこどが‘心砂 o 又、 (1, I'-fervo c.e.11~­

ぶy父）p~e.”幻知p応el：：ふ＼＼ご心、 P 和的彗店：：：J恥直瑾む雌加：：ょ，て
1J、応以亀乃好I J'念iい灯｀、 Clem心<en吋源舟紅穴疇砂パ転連
叶!j- Iれ存在しな‘I\ o 
知、紐置：：：お IT 靖喝誼直 I：：む刃汲、分（にNよ）に注目恥ると、 (l,1仁
伝0年n⇔iyQ )4 ip砂yQ炉ma.ne ど‘、フェロセンq直い（粒井釈‘)o. 3 o..u. 
小さ 11 心｀1昇ウれ「く，このミと 13 、 (1, 1 うるrrocen畔y父）ぶpheぶo e.Ymぺ心 1 ：：：十｀ IT々

f-Ll:. _.,• ｷ., 0NIAC 
小 3,..が̀ os q i直 1 .:t i:え ＇：：：Jるも0)ざ． lななく、ね I：：：よるもの乙芍えられる。

(1、 I’-f:rocene4iyA) pt切y紐osp ~;r1e I ：：：お\\ z:::も、叩訴（印呻¥して） 4ヽミQ`
雷C 11叶ィ射られる。 1厖て、こ,t'l? 0) (1 Jーフェロ,: } 7 ァゾ 1こふりる1Jヽ3 なOS

は、代と CTe ャp原う¥ q直持的な相が和削：：：J｀ク応戸転丘lミお,.,.が態｝介伶
ぃ衷氾Iミぶ紅七\7)ご‘IJなく、 富c Iこむるも 9 と各えな'Tれ 1止なりは‘\\,
［表I)~ （全2]
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2Cll CEMS護叫馨彫ンチ L ーターの波形弁別の研坑

（肛立丈·:fl) 0 渡辺煽史・這簾紐豊・佐賣樽敏

麺輝戎釦紐そ臼CEMS （伍versI⇔ E如m'l'I廂ss如r5知加ぬw)
道出器と L て，藩腹プラ又も兄ンチしーターは1釦叫織を持っことセ麟
したが l .li‘l ランかしーターは同時にi線・ X綾も撓出する硝釦井っ Eめ」紐
遥すと バ＂）グり万ウシ豆大をくしJ _SIN 乞低下そせて L まう。
なこで ：：：れまでは恥ンチしークーを磐＜することによリ ｝釦捻出綺砂
忍 L ，また同関（こ ／線(:.よって知t籠手h.,. 全てのエネルぐーを失 3 ラ前に
芦ナレーター炉5債び出す磁率乞t文そくし そit 5 によるノイズ｀の lでルス笈高
砂乞くし） 2れ硲註和することによリ 叙Nの向上を森m果た。
l Jt l (~)し又の洸知：光葬条によ＇］大をぐ紹 L 言幻又クリミネーターレベ‘

501ん代e )しの複釦いわめて困撞であ＇） またシン4 レー 9-
万')Iし校遺〈 1 ることは次囃頭環て缶道丑蜘鱗
年 をt低下江て L まラなし吐l な点這ぃ。
霞ご竺三’そーエ 4三誓； 虹,~)レ店靭紅l]法によリ o{ -B, n -『の

977，ら乱舷IJの研蜘噸乞れているクメりe- ／に？い
|フォトマル47°ライヤ 1 ては全<.f践されていない。そこで｀本研究でぼプラ又

91! 線源戸°ラ好·9戸知、ダなと‘. 4 .. )']シン4レーターによ、(tろ｝綬否よが内部諷
斗による年蜘配逢心釦，濾形・楠1: f＼゜

ーー～グ ル埠：口紐］が積臨J訟ぃ輝石
／グ今ご·デデ竺壱又知グシンチし一ターの約鵡）そ 5 には
/'-—a ーーア）＇マ立を涵紐ラン孔ークー中（和疇 CEMS
“““'右芯壮門亨←itu該

。諷 絃源と L てはij I I：示 L f:,ように
4 れ4年アクリル板に和 2 '1WWI'直径／o
伍の妃乞おけ）~.M(:, 119芯数10瓜位滴
,"fし，該匂もtそのを用いた。：ラする北
によリ 裏返すことによリ壮逢叫灯部転愛竜
ふ豆線または／線五をプラ又4•J仇ン
紅ーターに入射で｀をるようにした。プラ又チ
”ランチしーターは NE!o2型菌認
…｀厄乞 2'M.'IV\の毛の這ぃ，シリコーング｀＇
リ又で直接，光琶甜魯＇僧 (R g 7 釘型洪訟
が、ニクス社褪）の光覗面に接為した。団 3 (:: 
餌l\')し又渓形(/\~)レ又幡）籾這心鴎

回1 p町の出力 l\°)し又 X遷卓v!90.IV／よv のプロックダイャグラムを系す。

わだなべやずお・えんどう分ずとよ・さのひろとし

- 190 -



じニ::;---source
-scintillator 
,_ Hamama tsu 'T'V 

R878 

ORTEメ：

142 

OR'l'EC 
4 6 0 

polar 

ORTF:C 
552 

加 nア）ード出力t輝岬，胆縫
混麟器遺幅L た後， 52 .5型鯰今e­
如り知（こよ＇）パルス幅道出し）夕立皇
丁心ta -A,,,h叫e ら1Ver如 1:. PH A とによリ
疇スペクト）レを測定L た。
滋果 回2 心この5道［ょ絹揖註下［こ如
蒻在しの状能て内部諏複蔓ふ豆絃透ち，
名丘知題吐油けて堕］也した／篠切
みの そ区~Pfv1 T の出力淡配•ある。ま E
日4 にそれ 5 の捐囲スペクトルを岳 1 。
応5'11によるパ線(24keV) 65kev) 屁｀
油拡複亀砂 2~プヲ又4ックラン4レ
ーグーによが＼°ル尤籾む滋すると，約夕0
れ sec 這I~滋衰爾脈に丈をな達叶滉 3 Ji,~. 
湖躊釦以線逢方を入紺した場合に

ORTEC ,ANRP,RRA 見5 れt約 680 n5ec をヤ心とすみビーグ
467 series 30 (目知上の旦真）はJ ct緩の叶の堀合には

m l\°)レス波形紅這忍西•、']'f仲灼ムほとんと••演生している（回知下のエ真）。艇、

100 zoo 300 ~00 600 

100 

って夕勿四ec 力‘.5 too n紐の Iく）レス幅
繹っもいょ疇転暉斗1:. よろ吃，，で“
と名ぇみ。
2のような紬和四によ＇），内部豚操釦
此線とを弁冴りする立とがでもろ::-t炉ねれ
切でこれtCEMS這和臼， I~ ゥり
グラウンK遠瓦配邁出効む増加によ
り，丈をな S/N の向上の可能担X示咸それた。

:t' I) 。 M. Miill-i, K, E叫） A. kato, 
H. s吐。： R曲。山＂．祉。血J..
Le.Hers J fil:.(4-) J 2ユ I (19 ね）

。紐直湛泣並 l這：釦6 日
珈ぽ造会そ“ヅ’q6(l郭2)

*2) 。J如． w．恥Ivee")W.J．叫OV{ell
: Nuclear 丁eck叫がJ該J叫lj%)

。山田紐芳，釦雌雄，崖翠羅
湛頃細紺峠↓図）J糾(!982)

呵xic'Sec 

- 191 -



2C12 o<線と P 羨邸起 lくよる液依シンチレーターのエネルベ'-

伝達およが発光裁揉

（都立大理） 0早乙ヤ忠史／邊藻和王堀内公子

旬l 英樹）中忌 弘道

項） 茨体シンナレーター、法 l；よる d線及び B 線の測定 11' 竜着淡ゃ試料測定皿

にマウンl--する場合 l,比べ荀草 lぐtさJしかも計荻効宰ふ良 V‘ ため広く利用さ礼て

いる。しかし，測定試科詞裂ば化学試榮の便用の r遠ぅ，，各種の 7 エンチング劫泉ぶ

含まれてあ‘')測定される板射線の信号は多くの場合，低くfよって観測される。我 Z

ばべ線とf3線に対する 7 エ‘ノナッグ効果を袂討する rべめ， 7 エ‘ノチャー添加 1スとも
rd うエネ）レぇ‘ースペ 7 卜］レの茨高低）及びべ 9レス茨形の時向分布の変化乏親浪I しf<

．将 l, 今回J.;t化浮クエ‘ノチングととも l,, 常磁性 7 エンナング初果 1でつし‘て，賤桑
分子 (3=/)) 紐出炉， 3＝多），沙沢J/.:f13, S＝士）J Qどにつしヽて投淑し rての 1‘板岩す

る。

〔実験）測定） 以訳射体として）中性子照射しfa硝酸ビスマスよリ悪坦伴、分離し
戸°p。の希塩酸溶淡lス）卜）レエy -1-/DEHP (リン酸ジ（ 2- エチ）レヘペシ）レ）〕（／：（）

も加え :,,op。を油此した。内部蹂我電子放的体として，心9Ceの希涵絞落液から 1J9Ce を
先と I司梯 I,抽謁しfく。試料 l, ば）乳化シンチレーター（五立a- G-el), 及び ME-2/3

を用い，こ人らに0(線憑と自線惑（内部転咲竜寺線惑）王／如凡ずつ加え rて。錯休
ぱ，叙及が沿のジピベロイ）レメタナート錯沐を用\,‘’またそ汎それの謳北窃歪用し‘

f,。

測定ば，み立む年し l, :,;0Po &入J'\.,Ar 

ガス，空気， O.i "f咲き込ん衣ものJ

紐ゆの錯依l勺切ガス乙吠き込んfミ
もの 1てつ V‘ てのタイムスペ7 トルの

ピーク位置忍見た。 l司じく，ふ泣x6el

にン0p。と I.if Ce,も入れ 9 号泣必の叢

度左そ札ぞ‘札変えてゆきタイムスペ
クト）レ0)ピー 7 位置忍．見た。さらに

NE-:.2/3 に Aぶス，空気ノ凸庄吠き込

みタイムスペクト）レのピーク位正ゑ

見 rべ。はみ，本実験這 V‘ 「＜測定系
のブロックダイアグラム、乏図／ I,元

す。光竜令増倍管 lIReA-8釘5，リニ·

アアンプ及-0-MCA は CIWBERRA 柾羨

t‘，そ汎以外ば全て ORTEC社裂坂討
線モジ‘ュー）レを使痢し r, 。

〔結果〕 液依ジンチレーター中で‘

CONSTANT 

MULTICHANNEL 

ANALYZER. 

871 BLOCK DIA田いM

さみとめ 穴 r之‘ふみ、之んどう ひず‘とよ，ほリうち きみユ

よしなの ひゼ竺，なか＼ょ 5 ひうみろ
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の 7 エンチング咋用の中·-t,化学 7 エンチンブ剤として和られてヽ‘る四温化炭素の

場合ば，前報？と同様，線もの呻あ放乏卜）レエソ： HDEHP (/:t)に支えてもcJ,.線と内
部翠狭電子のクエyチンブ定荻は l司じてあっf,。一方）ぅ皮形弁別器 l＜よる雨枷石

ば 7 エン子マーの添加 1-:. よリ影響忍受 I丁ば V‘ 。しかし、常蕊、性の酸差分子の湯合ノ
茨形弁別の峙旬分布もょノ内部惹挟電子はほとんど変化せず） o(線ば低\,ヽ方 I~交化

し「く。こハぱ、 LET の文き区以怨I, J:るスペー内の王成窃あ心びその反応ふ電令の

場合と li累ばることを示している。スベー内て‘イオン（ラジカ）レ）ぶ電子と再結合す

る場合，両者のスピン配向ば統計旬曼率に従V‘ ノ三重複状餞式多くできる。この励
起三重項分子ぶ酸拐分否 I這： 1) sp四〇心e.rsiA九庄起こしたものと考えられる。さ

うに、 Spi.n..e.c/U/e.ぷ巫伊←加ッ い検討する T這めに，常滋恥年（匂））炉

（約）乏それぞれ卑（中況）ふYt,C cipll'L泊釘這因必> Yb心の化浮形ぜ検討した。
図 21ミ元すように常滋庄でも茨形弁別の雨藷l分布ばノこぶら化合初の添叩 1マ吋して

支化が観測さ札はかった。 Spin.. ea心e.rswた式起こるためにば， 7 .:r.ンチャー分子

と励起翠禄分子の系王考えると，クエンチマー分子複Iは基底状態よリもスビン多重
度ぶシくとも 2 荻げ少ゞ状態lて励起さればげ汎ば百らばい。金伊(J/.f7) の場合てロ

ぼ7/2←gs鉛 ~3、？eV), '(b沢研）て‘ば、スピ‘／交捩丞起ってもエネ）レ共‘ーは必要
としはい。y討志如くよリo(線の茨形弁別は痘い方 lてシフトが期符さ人fてふ，実験
結果ばこハ乏支持しrJい。これば，スピン交換ぶ起こる「へめにば助起老速令子とク
エンチャー分子中の不対電子訊道の重立J戒必要であること五岳しているのて、あろ
う。はあ、、本実験1旦測定装置にエネ）レ袋ースペ7 いレに対する痰形弁別出力の飲
呑庄広、あるf立め、 7 エンチングによる波高値の淡ウ忍葎ってタイムスペ7 卜）レむ痰I
定し「く。

! ̀5 l 
乏
Qu』. 

G必 “ー呵S

~o 1 ー•..-·-•一

四

勾0 1 Co加eYS如上

-1 ー゜・ -0-0-0―

/0 ユ do 如 so IO3C/M 

CONCENTRATION 

丙2 ．濃度に対するタイムスペクいレの
ピークチャンネ）レ荻

*) (fl中．他 男必固放身｛化学討論会孝旨泉 (/9ぬ） P IOI/ｭ
町ャ・氾 知91町g不化なI酎呑壬斗会 (1183) 3V37 
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2C13 
液体、シンチレージョン法による吠緑分光

（第歎化）詞牟

庄衷体シンテレージョン麟1シ去（J._ I 言甜瀾製惰応，扇ぬ畔が恥応＂っ
紅．，から 1 これまて．．釈p線ぷ滸，吠、をお埓：もにと（て数紗くっ枝種」考し広くた
心心とた。 し力｀しこの方法によって値I~ が牙麦種砥呼＇スヘ゜？卜 1レt令克岐 L
た例縁妙<,碁硬均裔伯潤 L て M c. Dow以｛ 5 のー達が樅気石河り報
知応｀ 1-;I::あ豆，主と L --C.エネ叶'-令絡肯t豆． n‘ らよた＇和的l::.索託針に認 I::.
適l礼＜｀さる段裕にi口至って、、応。本食心J..MeDow屯蚊伍看庶·祖了訊ヽ｀
砂知応っ＞ ／知知装置璃乍／応遣製汲涙逗L··｀巧紅lこよ
る必：災嗜応滋界，応が＇ l:.紫向への応 1月面fJ`5 の学求てある必知た丞砂
”印1疇府を追って，こ硫知‘芙J引しに吋冦む母L を考えてみることを目
的と l f:.. 
認 l)絞翅：集魏紅虚畔年5みても重わ恥琴ヵ［現
輝かに口い汲箪にも吋＇以，克電在硫管（ rHTいふ疇色旺抒企材を
心つ 1r T痣面汲射面を翠，露＼，誅討知沢、さなン）コンオイ 1レを瘍す方式
ロ令、la している。釣a したf nT11..；戻私｀ホトニクス社製っ R が 7 わ型と RCA社製
<1)が 5 7 5年‘主な b りて＂ある。 通常のエネ叶＇ースヘ° 7 卜 l レにお＇ T る分紹翫
ぎ．ふ碍澤パ倉てぐるt..如われ応，宝疇直牽アよってく鑓形による
吠、今知芍）這）．と．予闊硫かり八謬氣えるこ L 力＾ 5, 最近1は認
環う~ l:..- 1 こ r1l芯石ヤご L ""L、る＿叫如ょb ハりし入心這形ヵ‘；抒J丁るたのつ
呻硲で匹 l c.ほ，ゞくつし硫心紅 5 れるっ、，研知·心現在紅＇に試みたも

•' の叫虔澤J2的J 1項知 7イ豆ぐクト lレ叫佑れT：下記りよう詞寧環

＇dしよる。訟ー ロ□，々e.〖三言□二ご竺
2)拉涵l製： la 、、た該種，l..::..和 7゜ルトニウム"l I町謳西u(Ti; 2.m,d,.5,77 
ぉょg.7幻ねV) と岱況(T士； 3．『 x i o万｝吠｀ 4. 90 ；；；心序ぷ日ぶT) ぁ‘ょ計門知
t‘t＾知這の京列（吹c..c/.j叩·79,9.73 -22印芦： 6．ば、r 1”At岳品戸私·
羞呵知睾ご品疋隣三..°加）叩． 1窃心疇録
違祖疇知1Jぇ，シンテ Lーター(,.,....(今こe‘7:r.='}1レ）ー6-7戸I'-1サj'→→酪叩BBO)
□7 クレンを含む HO E- HP(')ン成叫1示いも吟）の卜 ILエン；苓応＂ギ立し咽
微叩洟J趾·1~ した•
塁釦すべ‘(. p t1戸 l -z R C..A ~ず s 1 旦l応fこ滉合叶仇｀｀ある，

函i (1 クイムスベ 7 卜，しによい皮形弁別t行わ rJ..、、2.3‘r入+.2..,.勺入の予｀の通掌っエネ
1しギースペ？卜 Iレである。 1‘日えも 1屯恥愈和エネルやースヘ°クト lして＇あるウ＼‘'，ヽ．の
麺ょと呼ぃ↑岱加位にQosャー，応渓和全エネ Iし手＇ー慎蛉mp埠ふ
l ·寄和‘i忍めしれる。こへ摯っタイA 入へ° 7 卜 l レ(.、S ～這）qぇo•Iゃゎ・／•っ
l;.. う L‘、か'c..し
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疇，虹雌）
1示したの国 3
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i Loooo s ec accum. .;f:ヽ． ：•ヘ';',·. 9 ..  9仝燐·
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2C14 渕和ンケレーシ心刀加夕 lくよる0(灰射知史漫（浪形狂1 法
”いて）一（ 1)

渇碩 R 1 S ・訊紅がセンクー＊）

渭謬寄・板巖、氾軍・樋岐ぷ・北村清ず

現戌試料乎引氏放射休t分耕ず＆目帥で．束体ぅシナレ—fいい r“x-B(e) 淡
fク乎別（必f3 PS D) 渕史法 lくついて検討し rく。こしで IJ..和1史泉畏およひ PS D 
用のシンナレクダの特I}庄計 1く？いて述べ叢戊試料炉紅炉り謂 lくついて li皮の
講洩 lくおいて迅心．

（測史菜直）
P5D測克汰 1くおいて）も シンナレーダと矢 1-C光需今消悌管(p M 丁）が PS P 
碕牲幻疇 1 a. 夜旧 L r< p nT は主として知謬トニクス祖製の R 3 2 9 (R,se. • 
time:・ぇ． 6 れs, T('ans i•li me spret1.d: 0.9 -ns) であ a 。即疇阪 li l到 1 1-:: ノ不可よう 1-C

、時間ー；疇I文復団蹄（ TAc) を用い r＜丁 AC シヌラL,.,,.' あ‘ふな｀ライス・・クイ A -
汲高知も鵡（ RA し）這し‘r'( RA しシステムであ恥約システムり胡稼I~ 次の
とゥ・）であ 8. TA C システムでは、高速J\"J見スを）n し‘8 rくめケ一J··)レやコキ 7 f 
k 謬ぷか専Z:·あリ、うに即硲叶謬（ l\゚ 1レス浪勅整紡，ウォ―,7鱗澄§ど）がや
ゃ複雑である。 RA C.シスプムで ll. スローパ）レスの汁を用い各ので． 同路の棋整
l1 T A C l＜くらべて象易をあ a. & rて
．適用でt a PM T も夕く、地常のス
へ°クトロメーfしして使わ卜る P H 丁
も用 r 3 、｀ともで~ b (そのさい．印

加電圧 lむ恥ヽ lまぢふい）．両システム
夭． P S P り釘輝 1-a:)、゜ルス (MM A 

の加］｝＼＇）レス）汲勅 1＜天さく依斜可 a
り．汲か澄勁の茶竹も栢食 l臼還ぶ：
とd)できさマルケ毛ードアシプ°沢望ぶ

しい． 1 AC シ l、プムで 1ふ．殺分埓史
象：オ 1 徴分崎史数：い微紅手史数
" 0. 1 がs : 0. 1 p-s : 5 炉 s ぷ 3)\.. イ /T、一

・ーラ）＼゜ lしスと． R A C シスアムで lt.

如疇数：微分が知忍 1戸 s: 0.1炉
な 3 ユ：：：：才＜ーラJ\. Jレスt)月い「c. l ガヽ

i．ヽ、小らのふ件 l& P H T 叩遺圧や

J·リアン}'の出カパ）V}.. ；皮肪 K ふって
も襄なさ。 曲ぅスJ A 
において． Imtの優炭 liと< 1, 3/ら小
rJ灯‘フャ＜瓜 、、＼‘では、訊怒の麻励 6

のぐ｀ら ささや 1 ・さとう かねあさ

国 1 d.. -~(e) 汲勅『y'l測史汰のフ‘.p ̀7.7 

f‘・イアク＊ピラム、 (j:) TAC シヌテム（下）

RAC シス了ム

ひぐら ひでお • さ rくむら せい

し
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RA しシスプ A と主として用い r<.

(ct -~PSD スペ 7})しとシンケし

ータ・刀 7 了）レ）

図 l ll PS l)ライス•·クイムスペクト

ルの例であJ. 241Am をi吐しr1: HD 

E H P をシンレーJ 10吐 1,加え．？

ら l, 外師から 6oCo"算をあてて得られ
R :l il)であ＆． 豆）しヤー枕）囲）なおふ
そ I oo keV~3 Me V ~eiu.iv.. で． 10'/.
から？01。汲高のクイ穴タイム 1切相当す
3. P S D スヘ° 7)-Jしの Fi~ure o] Merit 
(fM) I~ (咲ヒ0 - 7 (cl..) -(3 I::ー - 7 砂J

/ (o(FWHM(c..h.)-t-(3 FWHM(c.l,,))で哀
あされ~ TJ<. FM ぇ 2 であれば(j..り
鱈 l3 か 5 りよく、疇疇 2 小るふ
う 1~ t" -7 疇値のゾooo lてお 11 る浴福
(VW/1000) も良分疇くな 3 。
PSD 凩シンナしータとして 1さ NE

2 1 うが一腋的 I吋用いられ 3 訳孜々
はいろいう b汲尤如落送の刃 7 Jル ）乳え び—p p s p（ライス．、クイ心スペ 7 r-Iレ
t譲合し． P S P スペクト Iレとエキ lV の例 t.12T¥s/cl,. 

ヤースヘ°クト）レを誤べ｀r-<. その緑墨
記ょうり｀手がわかっ氏 グフ 1
しン (5~ 3 0 ％指笈） 11 P S 1)&'町い釦、さt． さ rて．ー板的 I{ 癸光叛和のよ
ぃ蛍兌件が P S 1)用としてす<.‘、小ている。
クエJナン 7‘•特牲 Iくフいて 1ま、 ¢の P S D ヒ. -7 ]d.ぁより凌化しないが‘・改0)P 
$ 1> tｷ -/7)-;J.低浪品倒へ夭~さ＜シ 7 卜 5 る． そして、 その言怜，、は 7 エンナャの謹
穀 l＜欽岱ぅ 3 ．以泣射外の袖叶1 と l て用い 3 H D E H P も翡い 7 エンケャであ 3
II)て~. 添加蚤t L て 11 的 20.I0 ％以下が望 3 しい。 りあ•、 P S D ぁ• 8 ひ‘・エネ）しギー
入I\°クト｝レとシンケレー 1 董との間1床で）a ｀ 5 ~ 20mL の§も囲で）なほとんヒ‘奮変化JJ
みら小 6 かっ「く。
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10ー  

.,. 

h
 
c
 
8
 

＼
ー
L
.
,
1
.

B
T
 

ex • 82 ch 

FM•Z.7 

zoo 300 400 

Pulse height of Tisetime (ch) 

澤諭）
RA c システムを用いて P S D 測尭訳節単 lて、しかも甚分倍で行う： t 11i｀できる。

ー股的 lく用いう卜る卜）レエン（ま r, 11 tシレン）べ｀ースシンケレータ 1, J 7 夕しシ

t'危餌し「てシンケレータ＼J P S つと l てすぐ小疇社をもフ． P S D Iくよる双様稟党I
克;: I p (い線 E 売なに院去でき 3 ため (B q名↑孜軒～ 2cph..）、ヽ＂ ＜微蒻なd..坂射
甑tJ)滉11 史 l皇t、かっ．詑対助l足 P魂易！渭ぇ 8 等の特長があさ．
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紐シンチ L ージョンカウン 9 レヘよるd...放射体追量
（籾紅j志這 v''<.) - (2) 

(a本分析センター）゜イ左義兼資槍口英雄北村着司
（騎 RIS) 野叩E 名

晶迩、遠戌虹揺紺(U系す」雌咋）に｝紐呻lが’⑭‘暉痘とな.,7. v‘ 

る。衆体7 ｀ノ今レーツっヵ鱈紐他かバ紐j麟匹い冶渇諏謹易さな心教
免I.. 4ふかつ）し少況灌這したオぅ去t'ある式）ぐ、ックグラウンI-’'計数ず島ぃ
在ll)検這角訂も＜最戌紐" 5 うな俗レベ＇）遠釦祝塩ぶ＇みう。ニ：： z’`l3 、
- (l) に也＾＂ T：：：ように心~ PSD 法によって蓬レくバ＇ v1 7 rj‘ラウンドぃ叔只· t_~ 
コti'i’きたパ、いの方法這いた選必紐中バ放射如鐸狂、特 I：：：凶贔
年4ofu. I~ つい 1 棺討したバ＇報告窃う。
1. 22"'R~ が分析
ー癸諒：ー
土喰應導試料ヒしてビッ 41’’l ンド'(NBL NO. 3-8) る、水穏嘩試料•とレて水直水 1-::.

坦訟椛準発液日約 200 pO.如D したもめヒ用V\ t-:::.。
ヲか＇がムヒ紐,,’＇）叫、 lず）失叩訊し↑：：のち、癒）ン酸介皓レT：：。齊）ン酪K.

水い切忍い約＃し表外シン今Lータl..NE-21ろ）と共に迎l 虎 1..:.9 行1レ (20i,...9.)に絡した。希俗敵
患愈去のため、 Nz.（あが 1" 紅） 4＇ス 1し惰 l= l く＇ 7'｀りング｀したのち忽封し約 2 母印放置
伶fl吃し 1='o
一綿果・先魚ー
碕純果 K も 1 I：：い。北加伯（あが lが知瑾）と哀＜一致し 1 V\っ．団 l は試
m :r. ~Iしや’‘ースペ仕lレて＇ b う。 PSD 玖韮ぃる二と 1こ 5 リ、i線胃 l：：：包因 a '3'ぐ
`‘17 7'‘ ラウンド＇む巧.:214Pb, 214 Bんのゃ恥‘"隙去iが＆秘（西ル， 219 p。/ 2l4pb)a 
が｀｀観勇l かいV\う。呵知＋ユIgp。のヒ°-7 面積と.214p。の豆l"} lうが 2対 1 になうぺ＇

芝t'あるぶ｀、｛訊雅 l' I)碩し、水屠 1-=- 一度ぃ、リ込む 2))ぐ~ 71レ内見：：吸い
召研危えら卜、＝こt‘t1 2吋幻8 娃靡＼2‘ゎ1ぃう。註サ'.,て、全 4紐針身1 にお‘
ぃてし1 %、78 な峠前むれ践象じ＇ ~l)o兎サ’'みる。

2C15 

表 l ラジ＇ウムの分村T桂果
JOOK 

誌‘料 泳加信 介析綿果 沌・カ出直
(pCi) (.l>c;.) ヒ0 比（％）

*-I /92 194-土2. Io I 

2 /92 /90:i: 2 9 f 
3 192 /&9 士 2 9 ? 
4 992 l?0 士2. ? ? 
5 /92. 191 士2. 99 

土ー／ ク02 693 土4 9'? 
2 S'IO '793 士 6 98 
3 ク32 ?2b 士 5 9 9 
4- 646 b59•土 5 /02 
5 ク？？ ？ク3士 5 97 

!OK _d ｷ-ｷ1 J'_SD な
d 

ヽ 1 K : 
g 100 t｀三／：→-さ戸’ > ̀  

......べ•;

10 f- . .:: '..ズ 亨誌乞
三笠．：：さ一． ．ど 7・ ．．・ー：

゜

図 l

100 200 300 400 500 ch. 

ラジ＇ウム試｀料qスヘ°外Iレ

ざこう分ねあそ，1.J-ぐ｀ちひて、、お，きたもら？よし， (/) ('ち含さやす
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2. 2:1やュ40 pIA.の領

項或
這棉卑試料としZ補井尋丹生渇Jリ採取したラ毎危土と用いた。分祈法、し材蒻攻
呻緬訊嘴紐ジl）タズ'12‘‘ヂ 1しピウム舷加知 1→阜じ•Tら o 化患回収宝誹i正用ト
しーサ走Pv... lな 2如如凡幻い、07日ょ心疇釦ぅ＝ ℃ I1困難い疇加レ

なI/'。

ヂIしヒ·ウムゅ競くオ｀／柏食今餞1J祝t.. K iって痛悲した。カラム 1-::: 吸着口：：：ヂ 1しト：：ウム
該帷象、釦紡 l-:- 1 H HIJ()ぅ厄直恥 Vl叙 lヽ"'j? Iレ 1渇した。さら 1::.';.. 苫ヤ
ー勺 (NE-}..1うャ HDEHP) セ l5 泣似、 2祐Rぃ輝違狽：： N心が 11Ar) サ＇双＇十分
I＜オリヴしたのち釦1 い数分向振）邊世｀ 2暦 1-::. 完全 1一分純、3 うのと｛令って通I1を伐
料とした。

4練・恙魚ー
俎直果を衷 2 に示窃。収古籠旦行

って V‘ いパ＇臨らばらっ受ぶ＇力ら中う。
國 2L1 &-6 PSD ぅ去 I, 応雑碩7,..＾カト
lは比ヵんお＇ぶ心紅Blづうピ—7 中 1叫
社Iレい半釦馬 F t1 f直と HPGHP心＞葱良の
蘭もも呑芍， HDEHP ゆI. ~lしギ'-和＼叫l レ）
岡巾入へ°升 Iレにおw、てクエン伝—℃レて
伽くの 1ゾ11J"'うぶ＇払 4"、-::, ::.'2.." l?-10 

％としt=o
紐みに砂どー7位釦’`HPEH作農りに
よっ< l'} 砂せ浬化しな "'dl I：：：：くら＾“、
埠~ I"'J ~ヒ°-7 り HPEHP螺知魚
くなうについて紅格QI ~0-7 嘘イ＇知l­

¢紅）れ暉 lごなってV\う。
3. I ぐヽ',7ゥ“ラウキ＇評瑾渇履這‘

殴
：：：の＂い月1/\瑾の目的の違巴7
パ准い這泊麟（量lD呼）におり
狂'`17ク’うウンド＇計牧炉ナ、一(I) Iマ述べ＇在
訪に、 0 、omo、005 c..p訊辺＾ b う。::.の 国 2

ィい、、言t蜘ヰ l0澤、 ~I)を疇 lD噸，
釦lo 瀑栓パ埠検這良篇ね／条丼と
して与元う'e- 0、 Ol8 pじであった。

一う、布販q儀く’‘’17 ゲデウ斗羨咋:,,,:::..4-レ
ーショ｀／が加勺（以咸人社篤 LS C.- LB I~) 1." la-日 9知ぶうんヒ°-7頌武の I<' 刃17グ呪ウ
叫計牧炉社籾しp\"I\.I 1’`K り、同条5手での最f謙幻呑展扮 0.22 p0.て＇如た。

表 2

試糾

土- I 

2
3
4
 
紐＾・クトロメータ心瑾： Jo9:I;9 pU;／勺

。゚3
 

(I)HHM~ 

゜
5
 
2
 

メ
上
u
C
I
O上

200 

フ°lしトニウムの分ガ「結果

~,.o 
33. I 
33.'7 
40.1 

如屎
圧
qo 土 5
q6:I: 5 
/00:t: 5 
82 士4-

106 士 5

外
紐雫

8
8
9
2

翡

c 

A • 

• 

+iIlil トf

2
 
(

4

)

 

呵
こ
に

ー
ー

d
 

10 20 30 40 ~o 
HDEHP o, 5農産ツV °/。

時加t\゜外1レ上の屯p粒う
l遠るビ—つ缶絨と半危帷i
(FwHt1 !)次れよ FH1画（-l>)
c HDI;HP ：：：胄哀0)関而
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2C16 
輝シ｀オレー泊ン癌I史1 ：：：お‘l13 ケミルミネ、｀／センスの楠釦広

（柊更釦く） 0 逢レ鰍＇が和冗＇｝，和竹佐た·
（印珂«訊偽所）和可覚謁

／．維’各
紐芦砂べ／a 方剰知さ＼ 1/ 須恨毬舶l：：：｝って 11ケミ Iレミ介、yセンスが溌
丸，斑印和鳩配燭璃叩。ケミ｝レミかも／紅細謡
料，乳化‘グ午レ／アカピ碍版笏該冴釦嘩釘用）乃淡＇庄し／そ遥王
噌巧く力屁蛉砂、牛レ／‘ンぅ冴促麦撹の約吼嗽I翁路仄が祐酬肉喝
粕命特隊、綺? 1成され3 。ケミ lレミ禾y -t.ンたハ°ルス璃高l11I‘み＇）必いが‘
用のスヘ°7 卜Jレレ倉力 3 バ｀，枠I2二磯種吠青のさヽ‘l吹切緩羨碕ぅニ
叶Ll0 ケミ Iレミネ、心｀／叫噸味l冴鵡オ釦ぺ‘，通愚ン呵猿を昆
視知行うが‘，ケミルミかもクU溌知嗽晰翫澤~-rfj] l項述‘鳴合もい。
ン）たり紐如＇’1名斑l質綱路を碍I} 立：印，餓邪衿緬オ）ケ
ミルミ危ぺ｀／ス研絃レ，正碓吃放射能値を爺め3 が多を痢梃しf:.。
2．庫餓ぶよひ＇衷験
ケミ lレミ介、1/ゼンス・スヘ°7トル11 用の‘ンンケレー、ンョン・スヘ°7 卜 I レと低ハ゜

Iレス求高倹lI匂和 I 1.會庁 3 （咽 I) 。ウインド‘ウ A, B におけ3須傾頃遇をI~のお
ラ l嘲棟和と，そ収ぞれのウインドウl名和1J針窃涛れA, れB l令次戎て‘‘尿わ
され］。

勾＝ Tぷ＋ L (/J 

れB= T•な＋ば（2.)

T: 3H放射能 L: ケミルミネ衣ボ帽婢
な，石：ウ4 斗、力7A,B の用街彬効考
必8: ウインドウ Blシおり釈疇忍耀贔

それぞ加謬‘て与えうれ}.（／）おぷが (2) 戒 1l‘ ら T おぶが｀ L 1-J., 

T=_&•る一九B (3) 

1A£'8 ―右8
L= ね右—賓なば）

名ー8 ーな・／B

用の計数知奔ながぷび＂尤B
訊促給げの？エンや 7‘‘l ：：：：依
伐ガしの 1·, 9澤養衣lつり
クエー／r 巧耀紐絡l芥＇）米
定和（図え）。 " 
牙／ ケミ｝しミネッセンスの ｧ 

Q 

スヘ°7 卜 Iレ11', I~ ;3 {巧和1 おう
lら ’H PJ‘ン｀／午レ---‘冶｀／•ス
ヘ°7 トル匂魚?-'} J 1 エン牛ン
7‘｀が｀浚化しても低絲劇へ没他
打シり力く／各ゲ｀ィス 1 リミ

L 
渭¢` L L Window A 

x1o'J : ~ Window 8 , 

‘· 
＼ごH scintillation 

’’ ;'  

．＼、

.\. 
‘‘` ．、一

゜ 。 200 400 600 

Discriminator level (div) 

図／

良双ー 1屯 lび灼レ尻",)，なた1fたかレ，いし介わひろあき
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和？ー・レベルにお心訂籾釦啜k打。づ庁わち／ウインドウB I乞か1げ
ミルミ和セ｀づぼ敬叫~I合 ¢8 屯 7ェ・パや 7"l塙存せずつ足低辺 3 パ｀，
放射l筏欲粁韓谷庁いケミ lレミネ、y
セ‘ダ鱗扇痢戻ね立 lこ；慌
易 l乞ムを未定て｀＇ぎあな噸ゅで

こ

釦 l嗜巧炉う lこ／o'~/0rcp如§
名ム0

が1‘初釘ケミ）しミ危•I センス計忌

疇噸霞和I i噸雌を赤1j.『a 
砂，ケミ lレミ介、y也｀／スの計敷希~ 20 
約珈て枷のと (>IO名圧），
l司啄評餃l虚和汎溜硝伺内 lこ光電チ
疇増L乞＼射れケミルミネッセー／
ス幻屹手餃が消枷奇3 ため lつケミJレ
訃‘'fセ｀っ不叫代和＼゜1レス破尚が｀犬
ぎい合＇），が濤慕ふ遁噸
欣レてく 3 。

凩幻のドうにし--'(, ?1.A, ね，ふJ
¢8 おかが必が‘皮多 3 と，（.)) J 
（ク）戒ぷリ，それぞ肛明放射能
おかが｀ケミルミネ、•I セシス計敷肴き
知 3 シとが＇て‘'べ 3

3.“お}-(;....“
和知．肴効距磁射能邸知履底
随硼I て確択した床兌、1が特別
履み①絡を改浮とせず，／セット
町7 戸わ滋弟年おぶ必｀｛B
を繋芍いためのケミ lしミネ、yc
ス紺初ガてー} \I 。参た．I 吸恨極存
砂1こコシヒち· -1,.,. l2} }テ"-f
尺n弟灼鴎みたがし～オン須愧l芍姐
和、わお‘，が必ず男沐外呪這
lシ？いても遁咀て＾きう。
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2Cl7 1年、1/ 71 ラウソド液体シンチしーション計剤に現4ウ

うド‘.J這胃
（韓杖母放射牲同紐元棄総合センター） 青木逹

(IJじめに］ 1昏 lヽ・、77 1うウンド如本シン今しーション計莉楚置 I社環境試科中の

ぅ旺＇C,,まr：：年代測定に利用されが℃なとf全エネ IL ギー凸糸泉放出核積測定の届力な

手段となっこ 1 ＼うが，試料中の放射能 IJ極徴皇である二とが19 く，測定精度徊上の

r：：：めに 1ま．測定糸<7) I 、・｀｀／ 7 ?’`うウンド計敗をで•きう限り下 Ifることが望ま LI\. /ゞ

ックグラウンド計粒の原因の l っI:::. L Z 空気中のうドン上よびその崩虔生成物が‘知
ら収乙 1 ＼計．） 今則21J‘スで挽出器内部の空気を墨梗し乙パッ？ 7" ラウン雌t教を
下fる努力を行I ヽ｀計戟に現れるうドンの影習：：：つ I\ こ梗‘討し「：：のこ・・華達す3-.

（庚験］ 用 II た疲シン装置,a:アロ1J製 L:!>C-LBl で•宇宙程によ;.> Iぐ、ン 7 ゲう
ウンド計粒を栽少ミt!:. ;,たの鉛C・シールド L 「：：上、 7゜うス今、ッ？梗出器乙•中叫愈土
器と1) Iゞーし逆同時計粒釦蹄乏町 1 乙中心， 7• うス今、，，？両栓出茎に同曲：：：現碑華

計差しな I\ よう I 夫されこ 1) う。ま r：：：測定且氏料を中＇じ枡出店に運ぶターンテープIL

のエしベーァ一部分に1J‘'スの吹土し口乞設 I丁，思色のチュープを通じ＇て出がスむ益
すことがあ采るように改良さ収て 1 1 う。必繰、のエネルギースペ？卜 IL lcl' Tracor. 

Northern 社駿表島分前器 TN 牛000乞用 I\ 乙測定した．使用し「て多L化シン今レークー

はドータ 4 卜 Scinti sol EX -H ℃あう。

［結果） 図 1 に 20m£ {\.4 ア）L測定用アダ7°9 -のサ区試料を丹しな II で連琵し
乙切分間測定を繰返した時17) blan這t数牽（引今ャネ Iし）乞時間と共 l：：ァロットし

た。4-- ~8 C.P飢あっ「：：計春げ‘N2がス区毎的0c.c.流し「：：ヒこう急激9：：澤‘少し単均1年筑

となっ r：：：。ま「：：：通気足止のうと元Cl) 1填になっ「：：：。バ｀‘1 7 7，｀うンド＊か砥 Iこら I\
こも困2.に示すように由がスむ紅ミな I 、と計粒に変動が現れぅt易合がある。 blank
計粒時に N可｀スを流 L た時(II)と遺さなり時(I) に得られ「ミス"f?トルと図うに示す。

ま「寸両スヘ°クト）しの見(l!I)し同時に示し「：：：。次 1:: テフロン瓶厄底に2.1°Po a:竜着し E他
笛を入小こ測定し「：：：スヘウト）し足図 4 に示す。こ.Jt. IJ'空街中の窒桑原うと d線が梢
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図l blank計数率の時間変動
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バックグラウ‘ノド迂畔這間菱動

]/¥ ! 900., i¥. ; l i、
•. ¥ 

UーロCHANNEL NUM3ER 

! .. ,d .. III ~ ; without N2 g~s flow 
I 苓．tヽ．． 1I, with Nz gas flow 寸歪氣 1[; I-J[ 

1. f ・・ダか．．

り’――幕 90
ゎ。．．

t f JI :i.令｀

比竺二砥 •m. 
CHANNEL NUMBER 

図う- blank計番［時吠'\°7 卜）し

互 1乍用しこ発生しf：：午 1 光のエネルギース
心卜）しであダ。 210Po の守経I ネルギー 1ま
5．う MeVで空気中ラドンZ2.2R叩）小線エネ）し
ギー 5.5 MeT I：：紅 1 ヽ。図4-1J惰訪ー皿によ
く似て 1 ＼ることに注目 L こ／ま LI ヽ。紅化シ

ン今しーター（合＊率 49%) の 3H ス"f?卜
)し区図 5 に示す。

以上 blank 言t粒 II i)梗出器内部の空気

む紅｀スで置牧•すうことによリ哉少すぅ：：
ヒ L ょ釘i) Nz がス知範さな 11 ため生じ•E 
計粒のスヘウトル（図う一皿）が210p。小袢

によつケ 4 光スヘウト）し（図 4) に似乙 I I 図 5 3H d) B 程エネ Iしやスペ 7 1-- 1し
うこヒ1}‘ら，液シン測定晒空気中のうドン 1J窒素原手によ＇）発光し，引手ャ如しの
計数としこ現LI\,'/~ッ？グうンド言廿む舟1J咋よ G麦勤の保因になっ Z l ＼うと II 文う。
参角立献
1) 石呵窟甜，夜配ヽ／今 L ーショ‘.J測定法第 2版 P.7 b, 
2) l屈T ぅ羊， R.adioisotopes,J1.1113 Cl983I. 

3) M. Takiue and H, rshikawa I Nucl, Instr. and Methods, l.;逗， 139 (1979) 

図4 吟o の寸練ケイ光スペ？卜）レ

• uou·i 
1.  
1,. 
• 9 9 • ｷ ＇吋·; ¥ 
i.  t 
i l ; 

如·I :; ¥ 
.、

l ̀  • 

[990:00::•こ叩MBE;Oう‘/孔-:-J-: EX-ti(!;恥D) t水（約4)

面山堅 (I 9 8 I) 
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2C18 アルつァてへ~ l7 トロ文トリー 1叶違詞疇ゎマ，｛ケ1::7コンピ 1 -
々ー・シミュレーう a `ノ，簡易餌価衣
（新瘍大理）橋本哲夫。斎篠仁箪野帷植疇大
外林岱‘

ア）レファス'\'りトル剰定は、う噂護叩£ゎ糸泉源を．叩りゎ Si (Au)表面痺應雙枝戦器
直し訊態て行われる。この場合、アル万線源ゎ絶対凛定率も康わるためにしよ
麟遺繹間遭桐計荻効率も知る lむ要がある。伐束アルブァスペクトロメト＇）
―“鋭何枷和ぃ大翌コンピューターにより計憶してぎに。1)最近我々り研況蟄詞マ
イ・ケロコ｀／ビューター A pp l e..IT.JplL4S を 1月 C 、 毛｀ノチカ）レロ戎 lこよ＇）ジミュレーショ

ンさも検翡器と線源との辟雌及び綿翠の半径を成、えた際におけるそ k ぞれの幾／印勅
率を喩便に東ゎ靱浩してぎた。2)そゎ純栗シミ 1 レージ3 ンにお C てしサ滋ゎ祀性が
その綽果も大き［た后する：：：とがわかった。 ここて．．［；乱敷ゎ独立性につし‘て力 1 .2.

乗定も行し、他のマイりロコンピューター（以下マイコ｀ノt踏認）による乱敷~と比戟
を行うとともに，ステンレス上に電着したア）レつァ蒻濾の内一 l}祖もおるためこ n 統；
叩h率も紅困した実験も 1乱 B寺に行ったのて••以下に靱告する。

モ、，．子力＇l, 0 う表によるシミ 1 レーうョンモデ）レてぐの S/Au) 検比器に対するア）レつ

ァ糸泉源 n 国t w 1 に示す。 ア）しつァ粒t- IJべり)-.Jレ
(A, B, C) により線瘤表面上わ、も (X1 、 ,1, o)から検糾嘉
碍釦の、f, (X2, Y2, o)に到克する。線爺し検戦席の
半径屯それぞれp I 1 2',し両昔 n 租緑屯Qtすれば巳
Q及び· x2パ21認ゎ武で表也も。

P ＝（鎚原の半径）／（検品器ゎ半往）
Q二（線瑶 □紅墨の距雑）I（検菰器の半位）
X2= (Ale)Q + Xl (1)'(2.= (B/c)Q + Yl (2.) 

BA51C‘) 表 1 モンテカルロ・シミュレーシ 3 ンによる翌何計紋効平（％）

図 1

フト＼う一T 
アップルソフトにより IO O O 0 回の乱敗発生によりそれぞれの値をもとめた．

マにより 0.1 0.2 0.3 0.4 o.s o. 6 o. 7 

乱薮も発 0.1 46.0 46.1 46.l 45.B 45.5 45.3 44.9 

生ざ也ろ
0.2 u.o 40.8 40.8 40.3 40.2 39.7 39.0 

0.J 36.5 36.3 35.9 35.7 35.3 3 4. 7 33. 8 

ことによ o., 32. •3 32. 3 31. 9 31. 4 31. 1 2 9. 9 28.8 

り線珈表 o.s 28.4 20.4 28.0 2 7. 4 27.1 26.2 25.4 

0.6 24.4 24.5 24.3 24.0 23.3 22.9 22.J 

面上 (X1ノ o. 7 21. 4 21. 2 21. 3 21. o 20.7 20.2 19.6 

11) 足な‘ o.e 19.0 18.9 18.8 18.6 18. :3 17,8 11.1 

0.9 17.2 17,1 17.1 16.6 16. 4 15.9 15.3 

放畠方向 1.0 15.6 15.S 15.J 15.0 14. 5 14. l 13.4 

へ‘• I) 1--）し 1. s •- 6 8.6 8.5 8.5 8. 4 8.3 ,., 
2.0 5.3 5.2 5.3 5.4 5.2 5.2 5.2 

(A,B,c) J.O 2.e 2. 7 2.. 2.6 2. 7 2.6 2.5 

も設史し、 ,.o 1. 6 1. 7 l. 7 l. 6 l. 6 1. 5 1.5 
s.o 1. o 1.0 l. o 1. o 1.1 1. o 1.1 

(1),(2) 

• 
IXl,Yl 、 0)

the or{gioal point 

Detector 

,B,C) 

ce 

シミュレーシ●ンモデルの図

0.8 0.9 1. o 

44.0 42.6 40,5 

38.2 36.6 34,0 

32. 3 30.8 29.0 

28.l 26.7 25,1 

24,3 23.3 2 1. 9 

21.6 20.7 19.2 

18.5 17.6 16.9 

16.5 15.6 15.0 

14. 7 14.2 13.6 

13. 0 12,6 ll.9 

8.1 7.9 7.6 

4.9 5.0 5 0 

2,5 2.5 2. 4 

1.6 1.5 l. 9 

1.0 1.1 l. o 

p:検出翡の半径に対するほ源の半径の割合 Q ; 1合出猜の半径に対するほ酒と検出翡との距離の割合

iましもとてつt 0 ざ、、しうひとし・くさのも~さし う九t~のぶお

そしばやしたけし
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かり CX2,Y2) 店求わる。 l升形稔翡界によるマ）し 7吠立子ゎ検戦 1ょ；セゎ条併を牡たす必

厚がある。 (X'2/ + (,2)2 < 1.0 (3) 

このようにして隠なる P, Qtf)値に対してマイコ｀／により逹飩的に乱増這恐生さも、
叫莉たす l鵡臼滋い疇薮も除す~-,とにより代詞囀t求わることがてきた。
綽足を表 1 に示す。::れらが直は小村らぢ直とかな＇）よく一致している． P ょ9 ()も
Qの頷ゎ変化ゎ古が幾河効率 l：は文ぎ!..影響してし｀ることがわかる。
Jンビューターぅミュレーう 3 ンにお L‘ てしよ、かたよった乱薮を使 1利するとしば
しば統滋濠差につなかくるたわ一様性と独立 ll、生tガ{ 2 東検党により行、～比荻の特i\•祖
諄応る Iむ要がある。古峰旦 5 万国祐庄ざもた睛の市販ざれてし｀る主なマイJジの
平均／分蒙J尻立，）＇只表 2 に示す。早均、 分散（よ強捻低と IJ: l国一破してしへる。 1疇
性は M 区- 8 oc」•碍ぱ自白迫 30，肯意永呻 5 °んにおける；直よりtすぐれており／これ
らの乱数屯ラミュし一うョンに l甘ぐるのは逸当てわ巧と恩われろ。た忙 App l e. so t-/:.
ゎように，乱数 1店「も lギ］と「国騎」も持っ可能1\’住ガr 丸ぎく，河［3 が乱敦もら生さじるこ．．

とに r ひげ｀」の長しヽ慕列に変礎する嗜の Iむ要がある。 T L P -R N D (丁0.us WO~ the.I 

Lewis, P~yne..の 3 人の名箭の藷文卓もとって TL pとし、う）は TL P 祀生味による
乱敷も示す。；セにズ子ンレて栢上に雹着さもた疋、f.t;、うランのア）レつァ線源の均ーJI’担
を擁爵べるために， このうミュレーラ 3 ｀ノ乙ゞ求わt:痰何妙率を記（利した。マ lレつァズ
ヘ゜勺卜 P メトリーによる規＇］定の間 1丹形のズi\pーてをキ寺ったつ°弓て今 ••I 勺．7 ィルム

を（廿 L‘ て中心から一史の間穏＼て線涌もマス勺した。 →、のラ，剥虎｛直ど迦式乙ー｀示す総；伺灼
率 E 5-L て袖‘玉すもー、とにより線環上のそれぞれの豆分て‘‘ゎ抜身．『能も求めることが.7,ｷｷ 
ぎた。綽果を国 2 に 0 印で示す。

R S-L 二[ EL.-Es (RsIRL 戸］／［ 1-(Rs/RL)2 J (4-) 

た巨し Es旦 Iよそれぞれ半径 Rs, Rしての級伺効卑であQ.△評はアルファ線源て‘`CR
-39 検町：オも 1 週間ほど｀照射し，ェッ今ン~ゲ役蒻徽鎧）にぷりア）レファトう｀ソク麿皮
員f款したものである。茨によい一致ガゞおられたことから (4)の仮定しさかなり信頼に
足るもゎであり） またア）レファ糾象源ゎ表面はほぼ姥）ーであるここがわかった。

s (xlO-J 

表 2 乱数を 50000 回発生させた時の独立性
のカイ 2 乗検定によ・る結果
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図 2 電墳した U のアクティピティの分布状庄

O: Si (Au) 検出柑で測定したアクティピティ
A: CR-39 により検出したアルファ・トラック密度
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